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ち側のリンクをクリックすると、コンピュータの谜能や操作方まじついての説明がご寞じなれます。お使いのコンピュータじ含まれるその他のマニュアルについては、 r 情報の検索方;ち I ををおしてくださ 
し、。 


メモ、を意、警告 

b メモ： コンピュータを使いやす〈するための重要な情報を説明してし巧す。 

〇 を意： /\ードウエアの損«またはデータの損失の巧巧せがあることを示します。また，その旧记を回巧するための方をも記 K されています。 

么 警告： ホ的損害、けが、または巧 t の巧因となる可能性があることを示します。 

略語に ついて 

略語の一黃表は、 「里語重」 を参照してください。 

Deir " n シリーズコンピュータをご購入いただいた場合、このマニュアルの Microsoft ® Windows ® ホペレーティングシステムについての説明は適巧されません。 


この文書の情«は、事前の通巧な <変更されることがあ y ます。 
©2002—2004 すべての着ホ11は Dell Inc . にわリます. 


Dell Inc. の書面による許可のない複写は.いかなるお勒こおいてもお重に禁じられています。 


本書 I 二巧巧されている商语； Dell、DELL の ロゴ、 Latitude, Dell Precision、OptiPlex、Inspiron、Dimension、Dell Travel Lite. PowerApp、PowerVault. PowerEdge、PowerConnect、Axim、 および Del I Net は 
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コンピュータについて 

Dell ™ LatitudeTM D 600 システムユーザーズガイド 
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♦ 右側面図 
♦ 背面図 
♦ を面図 


正面図 
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ディスプレイ 

フ 

スピーカー 

2 

電源ボタン 

8 

卜ろックスティックボタン/タッチ/《ッドボタン 

3 

デ/《イスステータスうイト 

9 

卜ろックスティック 

4 

キーボード 

10 

ボ U ュームコントロールボタン 

5 

タッチパッド 

11 

ミュートボタン 

6 

ディスプレイラッチ 

12 

キーボードステータスライト 


ディスプレイー ディスプレイの詳細については、 「 ディスプレイの巧い方 I ホをおしてください。 


電源ボタンー 雷源ボタンを巧してコンピュータじ雷源を入れるか.モナこは 甚雷カモード を 終了します。 

ft を意： データの損失を巧ぐため、コンピュータの■巧を切る巧は、■巧ポタンを巧すのではなく、 Microsoft © Windows ® ホべレーテイングシステムのシャットダウンをち巧し 
W てください。 

コンピュータが応答しな〈なった場合、コンピュータの電源が完全に切れるまで、電源ボタンを巧し続けます(数砂かかることがあります）。 


デバイスステータスライト 
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コンピュータに電堀を入れると点巧し、コンピュータが省電カモードに入ってし、る際は点滅します。 

曰 

コンピュータがデータを読み取ったリ、書き込んだりしている場合に点灯します。 


〇 を意： データの損失を防ぐもめ、3のライトが点滅している阳は、か州コンピュータの■巧を切らないでください。 

の 

バッテリーがホ電状態の場合、常時点灯、または点滅します。 

を 

BluetoothT " が有効な場合、点口します。 Bluetooth を有効または巧効にするには、 < Fn >< F 2> を押します。 


メモ： Bluetooth は、コンピュータのオプション機能です。コンピュータに Bluetooth 機能をつけた場合にのみ、をアイコンがオンになります。詳細については、 Bluetooth ワイヤレステ 
クノロジに付属のマニュアルを参照して〈ださい。 


コンピュータがコンセントに巧続されてし、る場合、をのライトはな下のように動作します。 

〇緑色の点'灯ーバッテリーの巧電中 
〇緑をの点滅ーバッテリーの巧電完了 


コンピュータをバッテリーでお使いの場合、をのライトは W 下のように動作します。 

〇消なーバッテリーが十分にホ電されていまず(または、コンピュータの電源が切れています）。 
〇樓色の点滅ーバッテリーの巧電残量がほ下していまず。 

〇樓をの点なーバッテリーの巧電残量が非常じほ下してしなす。 


キーボードー キーボードにはテンキーパッドだけでな<、 Microso れ⑥ Windows ⑥のロゴキーも含まれています。おないのコンピュータがサポートずるシヨートカットキーについては、 r キーボードと 
タッチパッドの巧い方 J をきおしてくださし、。 


タッチパッドー マウスの谜能と同じように使うことができます。詳細については、 r キーボードとタッチパッドの巧いホ I をきおして〈ださし、。 


ディスプレイラッチー ディスプレイを閉にておくために使用します。 


スピーカ —— 内蔵スピーカーの音量を調節するには、ボリュームコントロールボタン、ミュートボタン、または音量調節のシヨートカツトキーを押します。詳細については、 r キーボードと タッチ パッドの巧 
じち」 を参照してください。 


トラックスティックボタン/タッチパッドポタンー マウスの機能と同じように使うことができまず。詳細じついては、 「 キ~ ボードとタッチパッドの使い方 」 をを照してください。 


トラックスティックー マウスの谜能と同じように使うことができまず。詳細については、 「 キ ーボードとタッチパッドの巧い方I をき鹿してください。 


ボリュームコントロールボタンー ボタンを巧して、音量を調節します。 


ミュートポタンー ボタンを押して、音を消します。 


キ ーポー ドス テー タスライト 

















キーボードの上にある緑をのライトの示す意味は、な下のとおりでず。 



テンキーパッドがち効になると点灯します。 


ち字が常に大文字で入力される谜能がち効になると点灯します。 

色 

Scroll Lock 谜能がち効になると点巧します。 


左側面図 
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通気孔 （2) 

5 

オーディオコネクタ （2) 

2 

PC 力ードスロット 

6 

ドドライブ 

3 

スマートカー ドスロ'' ノト 

7 

セキユ IJ ティケーブルスロット 

4 

ホタ七綿センサー 




巧気れー コンピュータは巧蔵フアンを使って、通気孔からを気が流れるようじなつています。これによって、コンピュータがホーバーヒートすることを防止します。 


^ ゾモ： コンピュータは熱を持った場合にファンを動作させます。ファンからノイズが聞こえる場合がありますが、これは一般的な現象で、フアンやコンピューかこ問題がを生したわけではありませ 

A ■告： ホ孔を塞いだん田を巧し狂んだんなや異物が入った y することがないようにして<ださい。コンビュータのなか中は、ブリーフケースの中などを巧の流れのおい巧境に 
Del | TM コンビュータを置かないでください。巧気のホれを巧げると、义巧の巧因になった y 、 コンピュータに巧なをちえたりするるれがあります。 


PC 力ードスロットー モデムまたはネットワークアダプタなどの PC 力ードを1巧サポートします。コンピユータには、 PC 力ードスロットにプラスチック製のダミーカードが取り付けられています。詳細 
については、 rpc 力ードの巧い方I ホを照して〈ださい。 


スマートカードスロットー スマートカードを1巧サポートします。詳細じ関しては、 「 スマートカードの巧い方 I をきおしてください。 

ホホなセンサ —— ケーブルで接結せずにコンピュータから化の赤外線互換デバイスへファイルを転をすることができます。 

コンピュータがお丰元に届いもときは.ホ列•線センサーは無効になっています。 セットアップユーティリ ティ を 巧って.ホか繰センサーホち巧じします。データお货の詳細じついてはI Windows ヘルプ 
の ヘルプとサポート センター または ホみ線互披デバイスじが屋のマニュアルホを照して〈ださい。 





























オーディオコネクタ 


I..I 




，表- 


&のコネクタにはマイクを接続します。 

0のコネクタにはヘッドフォンまたはスピーカーを接続します。 

/\ードドライブー ソフトウェアおよびデータを巧巧します。 

セキュリティケープルスロットー このスロットをほって、市販のお難防止用品をコンピュータに取り付けることができまず。詳細についロホ、デバイスに付属のマニュアルを参照してください。 

〇 を意： な婚防止巧品ぞ庙乂される肺こ、お巧いのセキュリティケーブルスロットに巧巧しているかな店してください。 



ち側面図 
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セキュリティケーブルスロット 
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モジュールベイ 

3 

デバイス1川ース亏ソチ 

















セキュリティケープルスロットー このスロットを巧って、巿販のお難防止用品をコンピュータに取り付けることができます。詳細については、デバイスに付属のマニュアルを参照してください。 
〇 を意： な婚防止巧品を巧入されるかに、お巧いのセキュリティケーブルスロットに巧巧しているか巧店してください。 



モジ ュール ベイー オプティカルドライブや Dell TravelLiteTM モジュールなどのデバイスをモジュールベイに取り付けることができます。詳細については、1~ モジュールベイの使いち i をを鹿して < ださ 
し、。 


デバイスリリースラツチー モジュールべイデバイスを取り外すのに使巧しまず。手 I 旧については、 「 モジュールベイの巧いホ I をを照して〈ださい。 


背面図 

A ミ さよ设誇、哉4<搔雌を諸ぶ棘ぶぶ揣祗幾おぅ〕お 
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USB コネクタ （2) 

6 

ビデオコネクタ 

2 

S ビデホ TV 化カコネクタ 

7 

シ IJ アルコネクタ 

3 

モデムコネクタ （ RJ -11)( オブシ ヨン 

8 

AC アダブタコネクタ 

4 

ネットワークコネクタ （RJ-4 日） 

9 

通気孔 

5 

パろレルコネクタ 




USB コネクタ 




マウス、キーボード、またはプリンタなどの USB デバイスをコンピュータに接続します。オプションのフロッピードライブケーブルを使って、オプションのフロッピードライブを直接 
USB コネクタに接続することもできます。 

















































S ビデオ TV 出カコネクタ 


コンピュータを TV に接続します。詳細じついては、 「 コンビュータのテレビへの培締I をを照して〈ださい。 

幻 


モデムコネクタ （RJ-ll) (オプション） 


オプションの内蔵モデムを購入された場合、電話回線をモデムコネクタに接続します。 

モデムの使い方の詳細についロホ、コンピュータにが属のオンラインモデムのマニュアルを参照して〈ださい。 r 情報の検索方ま」 を参照してください。 


2 


ネットヮークコネクタ （RJ-45) 

〇 を意： ネットワークコネクタは、モデムコネクタよ y も若干大きめです。コンピュータの損なを巧ぐため、■ほ回なをネットワークコネクタに巧なしないでください。 


コンピュータをネットワークに巧統します。コネクタの横にある緑および黄をのライトは、ワイヤ/ワイヤレスネットワーク通信のま動を示します。 

-1ネットワークアダプタの使い方の詳細については、コンピュータに付属しているデバイスのユーザーズガイドを参照してください。 「情範の横索方法」 を参照してください。 

ろ占 


パラレルコネクタ 


プリンタなどのパラレルデバイスを接続します。 


ビデホコネクタ 


外付けモニターを接続します。詳細については、 r デ イス ブレイの使いち」 を参照してください。 


Ol 


シリアルコネクタ 



















































マウスまたはハンドへルドデバイスなどのシリアルデバイスを接続します。 


10101 


AC アダプタコネクタ ー AC アダプタをコンピュータに接続します。 



AC アダプタは AC 電力をコンピュータに必要な DC 電力へと変換します。 AC アダプタは、コンピュータの電源のホンまたはホフにかかわらず接統できます。 


A 替吿： AC アダプタは世巧を国のコンセントに巧合しまず。ただし、■巧コネクタおよび■巧タップは国によって興な y ます。互換をのないケーブルを使用したんケーブルを不 * 
切に■巧タップまたはコンセントにをなしたりすると、义巧の原因になったり、装置に損傷をちえた y する巧れがをります。 

〇 を意： AC アダプタケーブルをコンピュータから巧 y 巧す場合、ケーブルの損 A [を巧ぐもめ、コネクタを持ち（ケーブル自体を引っ巧らないで<ださい）しっか y と、かつに弓 I き 
W 巧いてください。 


巧気孔ー コンピュータは内蔵ファンを使って、通気孔からを気が流れるようじなっています。これによって、コンピュータがオーバーヒートすることを防止します。 


^ メモ： コンピュータは熱を持った場合にファンを動作させます。ファンからノイズが聞こえる場合がありますが、これは一般的な現象で、フアンやコンピューかこ問題がを生したわけではありませ 

A ミ さ ゴう總、常 4' 渡於をミ茲々な帶巧淵祗錫おう]おろ铺 


底面図 
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メモリモジュールカ/く一 
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ドッキングデバイススロット 

2 

バツテ IJ— ベイ1川ースラ ツチ 
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ファン 

3 

バッテリーホ.雷ゲージ 
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ミニ PCI 力ードカバー 

4 

バッテリー 
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M- ドドライブ 


メモリモジ ュール カバ - メモリモジュールの実装部のカバーです。 「 卽品のお張およびを被 I をを照してください。 































バッテリーベイリリースラツチー バッテリーを取り外すのに使用します。 「 バッ テリーの巧い方 I ホを照してください。 


バッテリー巧電ゲージー バッテリー充電の情報を提供します。 「 バッテリーの巧い方 」 を参照して〈ださい。 

バッテリ- バッテリーを取りかけると、コンピュータをコンセントに接結しなくてもコンピュータを巧うことができます。 「 バッテリーの巧い方 I を参輯してください。 

ドッキングデバイススロットー ドッキングデバイスをお使いのコンピュータに取り巧けます。詳細じついては、ドッキングデバイスじ付属のマニュアルを参照してください。 

フアンー コンピュータは内蔵フアンを使って、通気孔からを気が流れるようになっています。これじよって、コンピュータがホー/くーヒートすることをお止します。 

& メモ： コンピュータは熱を持った場合にファンを動作させます。ファンからノイズが聞こえる場合がありますが、これは一般的な現象で、フアンやコンピューかこ問題がを生したわけではありませ 

A 養吿： a 気みを塞いだり、巧を押し&んだり、巧や異なが入ったりすることがないようにして<ださい。コンピュータのな»中は、ブリーフケースの中などを巧のホれの惡い巧巧に 
^ コンピュータを置かないでください。まなの流れを巧げると、火災のほ因になったり、コンピュータに横海を与えたりする巧れがあります。 

ミニ P 口力ードカバ—— ミニ PCI 力ードを収容ずる実装卽のカバーでず。 「卽品の拡張および交換」 を参照してください。 


ハードドライブー ソフトウェアおよびデータを保存します。 
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付録 


Del|TM LatitudeTM D 600 システムューザーズガイド 

♦ Macrovision 製品通■巧 
9 Energy Star 巧）巧応 

♦ M 正と返■瓦について 


Macrovision 製品通知 


この製品には、 Macrovision Corporation および他の権利所有者が巧ちする一定の米国持許権およびそ日的巧ち撞じよって保譲されている著作権保護な術ががみ込まれています。本製品のき巧 
撞保譲テクノロジは Macrovision Corporation に使用推限があり、同なの許可がない限り、家庭内および限定めな表示にのみ使用することを目めとしています。リバースエンジニアリングや分解は 
禁止されていまず。 


Eneray Star® 対応 


特定の Dell コンピュータは、省エネコンピュータを目指した EPA (米国環境保譲局）が規定する要件を満たしています。お使いのコンピュータのフロンい《ネルに Energy Star ® マークが貼付されて 
し、る場合は、発送時の構成がこれらの基街こ準拠しており、コンピュータの Energy Star ® 電源管理機能がち効になってし巧す。 


メモ： Energy Star ® マークの貼付された Dell コンピュータは、デルから出荷される時点の構成が、 Energy Star ® 規格に準拠していることが保証されています。発さ時の構巧を変更すると（追加 
の拡張カードやドライブ等の取り付けによって）、消費電力が EPA の Energy Star ® コンピュータプログラムによって設定される制限を越える可能性があります。 


Eneray Star ⑥マーク 



EPA の Energy Star ® コンピュータプログラムは、 EPA とコンピュータ製造メーカーの共同事業であり、エネルギー効率の高いコンピュータ製品をほ進することにより大気巧染の減少を目指していま 
す。 EPA では、 Energy Star ® コンピュータ製品をほ用することによって、コンピュータユーザーの年間電気料が最高で20億ドル節約されると予測しています。この電気使用量の節減によって、温 
室効果の一番の原因となる二酸化炭素の発生、および酸性雨の主要な原因である二酸化硫黄と窒素酸化物の発ちを減少させること力巧きまず。 


また、巧間および週末などコンピュータを長時間使巧しないときじ電源を切ることによって、電気使巧量とそれじよる悪影響を減少させることができます。 


保証と返品について 

『サービス色サポートのご案内』をご篇< ださし、。 
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ASF (Alert Standard Format ) 


Del|TM LatitudeTM D 600 システムユーザーズガイド 


ASF は、「ホペレーティングシステム確立な前」または「オペレーティングシステム不在」養吿巧術を指定する DMTF 管理標準です。オペレーティングシステムがスリープ状態にあるとき、またはコンピュ 
-夕の電源力な刀れているときに、セキュリティの問題および廣害が発生している可能性があるとしづ警告を発するよう設定されています。 ASF は、レ:I前のオペレーティングシステムの不在警告テクノロジ 
に代われるものとして設計されています。 


お使いのコンピュータは、レユ下の ASF 誉吿およびリモート檢能をサポートします。 


警告 

悦巧 

Chassis Intrusion - Physical Security Violation/Chassis Intrusion — Physical Security 
Violation Event Cleared 

ドッキングデバイスが開けられたため、 PCI スロットはセキュリティが確保 
されていません。 

Failure to Boot to BIOS 

起動時に BIOS の□-ドが完了しませんでした。 

System Password Violation 

システムパスワードが無効です(お巧なパスワードが3回入力されると誓 
告が発せられます）。 

Entity Presence 

システムが巧なしていることを確認するためじ、ハートビートが定期めに 
送信されています。 


デルの ASF 導入の詳細については、デルサポートウエブサイト suppop け . jp.dell.com にある 『ASF fo 广 Dell Portable ComputersJI および 『ASF Administrator's Guide for Dell 
Portable Computers』 を参照してください。 
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バッテリーの使い方 

Dell™ LatitudeTM D600 システムユーザーズガイド 

♦ バッテリーの性能 
♦ バッテリーのホ.雷チェック 
♦ パッテリーのホ-雷 
♦ バッテリーの取 y 外し 
♦ す楠バッテリーの取りかしおよび取り村■け 

♦ バッテリーの取りがけ 
♦ バッテリのを實 


バッテリーの性能 

b メモ： お使いのコンピュータのデル品質保証の詳細に関しては、『サービス&サポートのご案内脂ご黄ください。 

コンピュータの性能を最大に保ち BIOS の設定を保持するため、 Dell™ ノートブックコンピュータをご使用の際は、常にメインバッテリーを取り付けてください。コンピュータがコンセントじ接続されていな 
い場合、バッテリーを使用してコンピュータじ電力を供給します。バッテリーベイにはバッテリーが1つ、標準で搭載されています。 

じ メモ： バッテリー容量(バッテリーの巧電がな持されている時間）は、時間の経過に従って短<なります。バッテリーの使巧頻度および使巧状測こよって駆動時間がをわるので、コンピュータの 
M 寿命力 《 ある間でもま斤し〈バッテリーを購入する必要がある場合もあります。 

バッテリーの動作時間は、巧巧巧況によって異なります。次のような場合、バッテリーの持結時間は著し<短<なりまずが、これらの場合に限定されません。 

Iオプティカルドライ义特に DVD ドライブおよび CD-RW ドライブを使巧している場合 


Iワイヤレス通信デバイス、 PC 力ード、または USB デバイスを使用している場合 


Iディスプレイの輝度を高く設定したり、 3D スクリーンセーバー、または 3D ゲームなどの電力を集中めに使用するプログラムを使用したりしている場合 


I最大パフホーマンスモードでコンピュータを実行している場合 


コンピュータのお面で バッテリーのホ-雲チェック ホすることができます。 バッテリーの巧歪 量が ルな< なる と、 警告を発するようじ電源管理のホプシヨンを設定することもできます。 


& メモ： バッテリーの動作時間を最大にする詳細に関しては、 「 電力の管理 J を参照してください。 

。 メモ： CD に書き込みをしてし、る瞭は、コンピュータをコンセントに接続することをお勧めします。 

A 警告： 適切でないバッテリーを巧用すると，义巧または爆発を引きちこす可能性があ y ます。交換するバッテリーは、必ずデルが販巧している * 切なものをお巧い<ださい。リチ 
ウムイオンバッテリーは、 Del|TM コン ピュータ專用です。お巧いの コン ピュータに別の コン ピュータのバッテリーをを用しないでください。 

么 警を： バッテリーを*庭用のごみと一任に 巧棄 しないで<ださい。不巧になったバッテリーは*■な資巧を守るために 巧窠 しないで、デル担当を口 ：デル PC リサイクルデスク 
(■な 044-556-3481) へ お巧い合わせください。 

A 警吿： バッテリーの巧りおいを誤ると、义巧や化学が巧を引きちこす巧お性があります。バッテリーに巧をあけたリ、かやしたり、分解したり、またはち巧が 65で を巧える場所 
に■いたりしないでください。バッテリーはお子巧の手の届かないところに巧管してくださし、摄傷のあるバッテリー、または漏れているバッテリーの巧 y 巧いには、特に気をがけ 
て < ださい。バッテリーカ巧！傷していると、セルから■解巧が漏れ出し、けがをした y 装置を«傷させた y するをれがを y ます。 


バッテリーの巧電チェック 

Dell Quickset バッテリメータ ー、 Microsoft ⑥ Windows ⑥電源メーターウィンドウと S アイコン、バッテリー巧電ゲージと機能ゲージ、およびバッテリーの化下をま日らせる害告は、バッテリー充 
電の情報を提供します。 

セカンドバッテリーの巧電をチェックする詳細に関しては、 「 モジュールベイの巧いち I を寒暖してください。 


Dell QuickSet /《ッ テリメーター 
















Quickset バッテリメーター を表示するには、 <Fn><F3> を押します。 


バッテ リメーター 画面は、お使いのコンピュータのプライマリバッテリーおよびセカンダリバッテリーの、ホ電レベルおよび巧電完了時間を表示します。 

。 メモ： お使いのドッキングデバイスを使って、コンピュータのバッテリーを巧電することができます。ただし、ドッキングデバイスのバッテリーが、ドッキングデバイスまたはコンピュータに電力を供 
m 給するわけではありません。 


また、コンピュータがドッキングデバイスに巧続されている場合、 バッテリメーター 画面には、巧電レベルおよびドッキングデバイスバッテリーの現在の状況を表示する バッテリのドッキング タブが含 
まれます。 


バッテリメーター 画面には、 la 下のアイコンが表示されます。 
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1コンピユータまたはドッキングデバイスが、バッテリー電源で動作してし巧 

1バッテリーが切れているまたはアイドル状態 

巧 

1コンピユータまたはドッキングデバイスがコンセントに接結されてし、て、 AC 電源で動作している 

1バッテリーの巧電中 

の 

1コンピユータまたはドッキングデバイスがコンセントに接続されてし、て、 AC 電源で動作している 

1バッテリーが切れている、アイドル状態、または充電中 


QuickSet の詳細に関しては、タスクバーにある W アイコンをちクリックして、 ヘルプ をクリックしてください。 

Microsoft Windows 電源メータ ー 


Windows の電源メーターは、バッテリーの充電残量を示します。電源メーターを痛認するには、タスクバーの 1® アイコンをダブルクリックします。■巧メータータブの詳細に関しては、 「 電力の管 
塑」 を参照してください。 


コンピュータカ{コンセントに接続されている場合、なアイコンが表示されます。 

巧電ゲージ 


バッテリーの巧電ゲージにあるボタンを押すと、充電レベルインジケータライトが点'なします。を々のライトはバッテリーの総充電量の約20 〇/〇を表します。たとえば、バッテリーの巧電残量が80 〇んな 
ら4つのライトが点灯します。どのライトも点灯していない場合、バッテリーの巧電残量が残っていないことになります。 



穩能ゲージ 


バッテリーの動作時間は、充電される回数によって大き〈左ちされます。巧放電を何百回も繰り返すと、バッテリーは巧電機能またはバッテリー港能を失います。バッテリー機能を確認するには、バッテ 
リー巧電ゲージのステータスボタンを3抄な上押します。どのライトも点灯しない場合、バッテリーの機能は良好で、巧期の巧電容量の80 o/olil 上を錐持しています。をライトは機能ほ下の割合を示し 
ます。ライトが5つ点灯した場合、バッテリーの充電容量は60 %な下になっていますので、バッテリーを交換した方が良いかもしれません。バッテリーの動作時間の詳細については、 r せ様 ホ をおし 
てください。 








バッテリーのお下を知らせる警告 


© を意： データの«失およびデータ巧損を巧ぐため、バッテリーの巧下を知らせる警告が嗔ったら、すぐに作業中のファイルを巧巧してください。々に、コンビュータをコンセントに 
巧巧するか、またはモジュールベイにセカンドバッテリーを巧り付けて < ださい。バッテリーの巧■巧量が完全にな < なると、自助的にホ止が巧モードに入ります。 

バッテリーのほ下をそ日らせる晝告は、バッテリーの約90 %を消費した時点でをせられます。コンピュータが1回ビープ音ををずると、バッテリーの稼動時間が最ほ限になったことを示しています。その 
間、スピーカーは定期的にビープ音を鳴らします。バッテリーを2つ取り付けている場合は、バッテリーのほ下を知らせる警告は、両方のバッテリーを合わせた巧電残量が90 %消費されたことを意味 
します。バッテリーの巧電残量が非常に少な〈なると、コンピュータは自動めに休止状態モー円こ入ります。バッテリーの充電ほ下を知らせる晝告の詳細に関しては、 「雷力の管理」 を参照してください。 


バッテリーの充電 

b メモ： 完全じ切れてしまったバッテリーを AC アダプタで充電するには、コンピュータの電源が切れている場合で約1時間かかります。コンピュータの電源が入っている場合は、巧電時間は長く 
なります。バッテリーはコンピュータじ取り付けたままにしておいても問題ありません。バッテリーの内部回路が過剰巧電を巧ぎます。 

コンピュータをコンセントに接続していたり、コンセントじ接続されているコンピュータにバッテリーを取り付けたりすると、コンピュータはバッテリーの巧電が態と温度をチェックします。その後、 AC アダプタ 
は必裏に応じてバッテリーを充電し、その巧電量を保持します。 


バッテリーがコンピュータのほ用中に高温になったり高温の環谢こ置かれたりすると、コンピュータをコンセントに接続してもバッテリーの温度が下力《るまで充電されない場合があります。 


バッテリーの巧題の解決の詳細についロホ、 「零避の固題」 を参照してください。 


バッテリーの取り外し 


セカンドバッテリーの取りかしの詳細については、 「 モジュールベイの巧い方 I 东を照してください。 

^ 警告： 巧の手顆をま斤する前に、コンビュータの■巧を切リ、コンピュータをコンセントから巧いて、モデムを■おジャックからないてくださし、。 

A 警告： コンビュ-夕でこの手旧をち行する前に、『投品情巧ガイド J のま全にお巧いいただけこめのを意をよ < R み、指示に巧ってください。 

〇 ま意： コンピュータを スタンバイモー ド に してバッテリーを夕&する*をは. 90かな巧にバッテリーを交換して < ださい•それな上を巧するとコンピュータがシャットダウンし、巧を 
^されていないデータは失われます。 

1. コンピュータの電源を切り、コンピュータをコンセントから抜いて、さらに電話ジャックから巧いてあることを確認します。 

2. コンピュータがドッキングデバイスに接結（ドッキング)されてし、る場合は、ドッキングを昭除します。ドッキングデバイスの手順につい口よ、付■属のマニュアルを参照してください。 

3. コンピュータのち面にあるバッテリーベイリリースラツチをスライドしたまま、ベイからバッテリーを取り外します。 



予備バッテリーの取り外しおよび取り付け 


警告： コン ピュータでこの手旧を実行する前に、『»品情巧ガイド J のま全にお巧いいただくためのを意をよ<技み、指示に巧ってください。 

1. バッテ U —を取りかしまず。 


2. 予備バッテリーカバーを取りがします。 
















3. 予備バッテリーを実装部から引き出して、予棉バッテリーケーブルをコネクタからかします。 



1 

モ搞バツテリーケーブル 

2 

コネクタ 

3 

予搞バツテリー 


4. バッテリーを取り付けるには、予棉のバツテリーコンパートメントのコネクターに予稿のバッテリーケーブルを接続します。 

5. 予備バッテリーを実装部に置き、卞棉バッテリーカバーを取り付けます。 



バッテリーの取り付け 


リリースラツチがカチツと所定の位置に収まるまで、バツテリーをベイじスライドします。 







セカンドバッテリーの取り付け手順の詳細に関しては、 「 モジュールベイの巧い方I をを鹿してください。 


バッテリーの保管 


長期間 コン ピュータを保管する場合は、バッテリーを取り外してください。バッテリーは、長期間保管していると放電してしまいます。長期間保管掛コンピュータをお使いになる際は、完全に バッテリーを 
ち 充電して 〈ださい。 
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モジュールベイの使い方 

Dell ™ LatitudeTM D 600 システムユーザーズガイド 

♦ モジ ュール ベイについて 
♦ セカンド/く ッ テリーの巧歪 チェック 

♦ コンピュータの雷源が切れている場合のデバイスの巧りかしと取リイ汁け 

♦ コンピュータの電源が入っている場合のデバイスの取り列•しと取りせ け 

♦ CD および DVD の JE いち 


モジュールベイについて 

フロッピードライブ、 CD ドライブ、 CD-RW ドライブ、 DVD ドライブ、 CD-RW/DVD ドライブ、 DVD+RW、 セカンドバッテリー、またはセカンドハードドライブなどのデバイスをモジュールベイに取り付ける 
ことができます。 

^ ゾモ： セキュリティの目的でコンピュータにモジュールを固定する場合を除いて、デバイスネジを取り付ける必妥はありません。 


お使いの Deir" コンピュータには、出荷時にオプティカルドライブがモジュールベイに取り付けられています。ただし、ホブティカルドライブにデバイスネジは取り付けられていません。別に祖包されてい 
ます。モジュールベイにデバイスを取り付けるおに、デバイスネジを取り付けて〈ださい。 


セカンドバッテリーの充電チェック 


じ メモ： バッテリー容量(バッテリーの充電が保持されている時間）は、時間の経過に従って短〈なりまず。バッテリーの使用頻度およびほ巧状況によって躯動時間が変わるので、コンピュータの 
M 寿命力《ある間でも新し<バッテリーを購入ずる必きがある場合もあります。 


セカンドバッテリーを挿入する前に、バッテリー巧電ゲージのステータスボタンを巧すと巧電量を示ずランプが点'灯します。を々のライトはバッテリーの総巧電量の約20 〇/〇を表します。たとえば、バッテ 
リーの巧電残量が80 %なら4つのライトが点なします。どのライトも点灯していない場合、バッテリーの充電残量が残っていないことになります。 



1 

バッテリー充電ゲージのステータスボタン 

2 

セカンドバッテリー(底部） 


コンピュータの電源が切れている場合のデバイスの取り外しと取り付け 

Wa イモ： デバイスネジを取りかけていない場合、ドッキンヴデバイスじ巧倫されている間で も- コンピュータの 動作中にデバイスを取りかしたり取りがけたり することができます。 

^ 替告： コンビュータでこの手 I 貝を*行する前に、『製品情なガイド J のまをにお巧いいただけこめのを意をよ<読み、巧示に従ってください。 


お使いのコンピュータじは出荷谢こ、オプティカルドライブがモジュールベイに取り付けられています。ただし、オプティカルドライブにデバイスネジは取り付けられていません。別にお包されています。モ 
ジュールベイにデバイスを取り付ける樹こ、デバイスネジを取り付けて〈ださい。 
















b メモ： セキュリティの目的でコンピュータにモジュールを固定する場合を除いて、デバイスネジを取り付ける必要はありません。 


デバイスネジが取り付けられていない場合 

〇 ま*: デバイスへの損傷を巧ぐため、コンビュータにデバイスを巧り巧けない場合、デバイスは、巧ホした安をな場而こな管し、上から力を加えた y 、 里いものを載せたりしない 
でください。 

1. デバイスリリースラツチを巧してリリースラツチを解除します。 




3. ベイに新しいデバイスを挿入し、カチッという感触が得られるまでデバイスを巧してから、デバイスリリースラッチを巧し么み、デバイスとコンピュータの端力{揃うようじします。 

デバイスネジが取り付けられている場合 

1. 開いているファイルをすべて保存して閉じ、実行中のプログラムをすべて終了してからコンピュータをシャットダウンします。 

2. コンピュータがドッキングデバイスに接結（ドッキング)されてし、る場合は、ドッキンヴを解除します。ドッキングデバイスの手順につい口よ、付■属のマニュアルを参照して〈ださい。 

〇 ま意： デバイスへの巧傷を巧ぐため、コンビュータにデバイスを巧り付けない場合、デバイスは、巧燥したま全な場而こな管し、上から力を加えたん里いものを載せたりしない 
でください。 

3. ディスプレイを閉じて、コンピュータを塞返します。 


4. 1番のプラスドライバを使って、コンピユータの底面からデバイスネジをかします。 





1 デバイスリリースラツチ 

日.デバイスリリースラツチを巧してリリースラツチを解除しまず。 

6. リリースラツチを持ってデバイスを引き出し、モジュールベイからデバイスを取り外します。 



Q を意： デバイスをモジュールベイに巧 y 付けてから、コンビュータをドッキングデバイスにちなして、コンビュータの■巧を入れてください。 

7. ベイに新しいデバイスを挿入し、カチッとしう感軸が得られるまでデバイスを巧してから、デバイスリリースラッ于を巧し込み、デバイスと コン ピュータの端が楠うよ引こします。 

8. ドライブネジを取り付けます。 

9. コンピュータの電源を入れます。 


コンピュータの電源が入っている場合のデバイスの取り外しと取り付け 

^ メモ： デバイスネジが取り付けられてし、ない場合、コンピュータが動作していて.ドッキングデバイスに怯続されてし、る間でも、デバイスを取り巧したり取り付けたりすることができます。 

么 警告： コンピュータでこのモ旧を実行する巧に、 『» 品情话ガイド J のま全に お 巧いいもだくためのを意をよ<読み、巧示に巧ってください。 

お使いのコンピュータじは出荷谢こ、オプティカルドライブがモジュールベイに取り付けられています。ただし、ホブティカルドライブにデバイスネジは取り付けられていません。別にお包されています。モ 
ジュールベイにデバイスを取り付ける晩こ、デバイスネジを取り付けて〈ださい。 

^ メモ： セキュリティの目的でコンピュータにモジュールを固定する場合を除いて、デバイスネジを取り付ける必要はありません。 

デバイスネジが取 y 付けられていない巧合 

Microsoft ⑥ Windows ⑥ XP 

1. タスクバーじある "ードウエアの安全な® y ホし アイコンをダブルクリックします。 

2. ff 止 をクリックして、デバイスが惇止したことをホペレーティングシステムががらせるまで待ちます。 

3. 取り外すデバイスをクリックし、 ff 止 をクリックします。 

〇 ;ま意： デバイスへの損 g を巧ぐもめ、 コン ピュータにデバイスを巧 y 付けない場合、デバイスは、お tt した巧をな塌而こ巧管し、上から力を加えたリ、■いものを K せた y しない 
でください。 


4. デバイスリリースラッチを巧してリリースラッチを解除します。 







1 デバイスリリースラツチ 


5. リリースラツチを持ってデバイスを引き出し、モジュールベイからデバイスを取り外します。 



6. ベイに新しいデバイスを挿入し、カチッという感触が持てるまでデバイスを巧してから、デバイスリリースラッチを巧し込み、デバイスと コン ピュータの端力 《 揃うようじします 。 Windows XP は自 
動めじ新しいデバイスを認識します。 

7. 必要に応じて、パスワードを入力してコンピュータのロックをお除します。 

Windows 2000 

1. タスクバーにある/、ードウエアの巧 y ホしまたは田 ty 出しアイコンをダブルクリックします。 

2. 取りかすデバイスをクリックして、存止をクリックします。 

3. デバイスリリースラツチを巧してリリースラツチを解除します。 



4. リリースラツチを持ってデバイスを引き出し、モジユールベイからデバイスを取り外します。 







5. ベイに新しいデバイスを挿入し、カチッという感触が得られるまでデバイスを巧してから、デバイスリリースラッ于を巧し込み、デバイスとコンピュータの端力 qi うようにします。 
已.ホペレーティングシステムがま斤しいデバイスを認識したら、 田 じるをクリックします。 

デバイスネジが取り付けられている巧合 


Windows XP 

1. タスクバーじある"ードウエアの安全な®りかしアイコンをダブルクリックします。 

2. 取り外すデバイスをクリックし、 ff 止をクリックします。 

3. コンピュータがドッキングデバイスに接結（ドッキング)されてし、る場合は、ドッキンヴを稱除します。ドッキングデバイスの手順につい口よ、が属のマニュアルを参照して〈ださい。 

© ま意： デバイスへの損»を巧ぐもめ、コンピュータにデバイスを巧 y 巧けない場合、デバイスは、巧»した巧をな塌而こ巧管し、上から力を加えもん S いものを載せら y しない 
でください。 


4. 1番のプラスドライバを使って、コンピュータの底面からデバイスネジをかします。 



[1 1 デバイス UU - X ラツ于 I 

日.デバイスリリースラツチを巧してリリースラツチを解除しまず。 

6. リリースラツチを持ってデバイスを引き出し、モジュールベイからデバイスを取り外します。 



ベイに新しいデバイスを挿入し、カチツとしう感触が得られるまでデバイスを巧してから、デバイスリリースラツチを巧しをみ、デバイスとコンピュータの端力{揃うようじします 。 Windows XP は 





自動めに新しいデバイスを認識します。 

8. 必要に応にて、パスワードを入力してコンピユータのロックを留除します。 

Windows 2000 

1. タスクバーにある/、ードウエアの巧 y ホしまたは巧 y 化しアイコンをダブルクリックします。 

2. 取り外すデバイスをクリックして、#止をクリックします。 

3. 1番のプラスドライバを使って、コンピュータの底面からデバイスネジを外します。 



[1 1 デバイス IJU - X ラツ于 I 

4. デバイスリリースラツチを巧してリリースラツチを解除します。 

5. リリースラツチを持ってデバイスを引き出し、モジュールベイからデバイスを取りがします。 



6. ベイに新しいデバイスを挿入し、カチッとしう感触が得られるまでデバイスを巧してから、デバイスリリースラッ于を巧し込み、デバイスとコンピュータの端力《揃うようにします。 

7. ホペレーティングシステムが新しいデバイスを認識したら、田じるをクリックします。 


CD および DVD の巧い方 
CD または DVD トレイの使い方 

の ま 意： ドライブのトレイを 開田 するときは、トレイを巧し下げないで<ださい。ドライブを巧用しないときは、トレイは 田 じておいてください。 

〇 を 意： CD または DVD を再生している 場合、 コンピュータを K かさないでくださし、。 

1. ドライブの前面にある取り出しボタンを巧します。 

2. トレイを引き出します。 

3. ディスクをラベルの巧いている面を上にしてトレイの中央に置きまず。 

〇 を 意： デイスクスがスピンドルにきちんと化まっていることを殖民してくださし、。きちんと助まっていない 場合、 ドライブトレイ、 CD まもは DVD が正常に 機 おしません。 


4. ディスクをスピンドルにしっかりとはめ込みます。 







1 取り出しボタン 

日.トレイをドライブに押し房します。 

b メモ： 別のコンピュータに付属しているモジュールベイをおほいの場合、 DVD の再生やデータの書き込みに必要なドライバとソフトウェアをインストールする必要があります。詳細じついては、 
『Drivers and Utilities CDJi を参照して〈ださい。 

お使いのコンピュータと一話に DVD ドライブまたは CD - RW / DVD コンボドライブをご購入された場合、お使いのコンピュータで DVD が再生できます。お使いのコンピュータと一緒に CD - RW または 
CD - RW / DVD コンボドライブをご購入された場合、お使いのコンピュータでをの CD にデータを書き込むことができます。 

CD または DVD の再まの詳細に関しては、 CD ブレーヤーまたは DVD ブレーヤーのヘルプをクリックしてください(利用可能な場合）。 

ボリュームの調整 

^ メモ： スピーカーがお音 (ミュ ート）に設をされている場合、 CD または DVD の音声を聞<ことができません。 

1. スタートボタンをクリックし、すべてのプロブラムーアクセサリーエンターテイメント(またはマルチメディア)とポイントして、ポリユームコントロールをクリックします。 

2. ポリュームコントロールウィンドウで、ポリュームコントロールの列にある音量つまみを上下にスライドさせてボリュームを調整します。 

ボリュームコントロールのホブシヨンの詳細については、ボリユームコントロールウィンドウのヘルプをクリックしてください。 

を■•メ ータ ー I こミュートを含む現巧のボリュームレべルが表示されます。タスクバーにある0^アイコンをちクリックするか. ボリュームコントロールボタン ホクリックして.面面上の音量メーターをち 
効またはお巧じします。 



1 

ボリユームアイコン 

2 

舌量メーター 

3 

ミュートアイコン 


Ci 


メモ： 

す。 


デフホルトで、音量メーターは、画面の右下角にき示されます。メーターをクリックしたままドラッグして新しい場所に移動できます。それな降、メーターは新しい場酣こ常にき示されま 


メーターがちなの場合、音量を調節するにはボリュームコントロールボタンを使用するか、またはレ:下のキーを巧します。 

I 音量を上げるには、 < Fn><Page Up > を押します。 

I 音量を下げるじは、 < Fn><Page Down > を巧しまず。 











I 音量をミュートするには、 < Fn >< End > を巧します。 


Quickset の詳細については、タスクバーにあるのアイコンをちクリックして、 ヘルプ をクリックしてください。 

画像の調整 

現在設定している提橡度とを数はメモリの使用量がをすぎて DVD を再生できません、とし巧エラーメッセージが表示される場合、画面のプロパティで画像設定の調節をします。 

Windows XP 

1. スタート ボタンをクリックして、 コントロールパネル をクリックしまず。 

2. 作業する分野を巧ぴモすで、デスクトップの表示とテーマ をクリックします。 

3. 作 « を迅びます で、 画面解な!巧を巧をする をクリックします。 

4. 画面のプロパティ ウィンドウで、 画面の S# 度 のパーをクリックアンドドラッグして設まを 1024 X 768 ピクセル じ変更します。 

日. 画面の色 のドロッブダウン メニ ューをクリックして、 中 （16 ビット） をクリックします。 

6. OK をクリックします。 

Windows 2000 

1. スタート ボタンをクリックし、 投を をポイントして、 コント ロールパネルをクリックします。 

2. 画面 アイコンをダブルクリックして、 肢を タブをクリックします。 

3. 画面の巧城 にあるつまみをクリックして、設まを 1024 X 768 ピクセル じ変更します。 

4. を のド□ップダウン メニ ューをクリックして 、 High Color (16 ビット） をクリックします。 

日. 巧用 をクリックします。 

6. OK をクリックして設定を保巧し、ウィンドウを閉じます。 


且夕に屋る 




目次に戻る 


コンピュータのクリーニング 

Dell ™ LatitudeTM D 600 システムユーザーズガイド 

♦ コンピュータとキーボード 
♦ ディスブレイ 
♦ タッチパッド 
♦ フロッピードライブ 
• オプティ_カルメデゴア 


コンピュータとキーボード 

1. お巧いのコンピュータをシャットダウンし、取りかけられているすべてのデバイスを取り外して、コンセントから抜きます。 

2 . 巧りがけられているすべてのバッテリーを取りがします 。 

3. 掃除满のブラシを慎重に使って、コンピュータのスロット部分や巧の開いてし、る部巧、およびキーボード上のキーの間のゴミを取り除きます。 

ft ま意： コンピュータやディスプレイへの«傷を巧ぐため、ディスプレイに直まクリーナーをスプレーしないで<ださい。 LCD 專用のクリーニング用品のみお巧いいただき、その« 
〜 品に付属している手巧書に巧ってください。 

4. 水または LCD 用クリーナーで湿らせた柔らかく、糸<ずの出ない布でコンピュータとキーボードを巧きます。布から水がにじみ出てタッチパッドやパームレストにしみ込まないようじして〈ださし、。 


ディスプレイ 

ft ま意： コン ピュータやディスプレイへの巧傷を巧ぐため、ディスプレイに直まクリーナーをスプレーしないで<ださい。 LCD 専用のクリー ニン グ用品のみお巧いいただき、その製 
^品に付)■している手巧*にがってください。 

1. お巧いのコンピュータをシャットダウンし、取り付■けられているすべてのデバイスを取り外して、コンセントから抜きます。 

2. 巧りがけられているすべてのバッテリーを取りがします 。 

3. 水または LCD 用クリーナーで湿らせた柔らかく、糸<ずの出ない布でディスプレイをきれい I こなるまで巧きます。 


タッチ/くッド 

1. お巧いのコンピュータをシャットダウンし、取りかけられているすべてのデバイスを取り外して、コンセントから抜きます。 

2. 的りがけられているすべてのバッテリーを取りがします 。 

3. 水で湿らせた柔らか<、糸<ずの出ない布で、タッチパッドの表面をそっと巧きます。ホから水がにじみ出てタッチパッドやパームレストにしみ込まないようじしてくださし、。 


フロッピードライブ 


フロッピードライブをクリーニングする際は、市販のクリーニングキットのみを巧巧して〈ださい。これらのキットロま、通常の使巧時にドライブヘッドに付いた巧れををとすように前の理されたフロッピーディ 
スクが入っています。 


オプティカルメディア 

〇 を意： ドライブのレンズの手入れじは、必ず圧縮空気を巧用して、圧巧を巧にが属しているマニュアルじがってください。ドライブのレンズには椎巧に曲れないでください。 

CD や DVD がスキップしたり、音質や画質の®下がみられる場合、ディスクを掃除します。 

1. ディスクの外側の縁を持ちます。中むの巧の縁にも触ることができます。 

^ を意： 円を描くようにディスクをは<と、ディスク表面に*をがける巧れがあ y ます。 
















2. 柔らか < て乾いた、糸くずの出ない布でディスクの裏側(ラベルのない側)を中むからか側の縁に向かって巧が状にそっと巧きます。 


ディスクの巧れを落とし、ほこりや指紋、ひっかき傷などからディスクを保護する巿販のデイスククリーナーもあります。 CD 巧のクリーナーは DVD にも使用できます。 



且ジに屋る 
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Dell Diagnostics ( 診断）プログラムの使い方 

Dell™ LatitudfiTM D600 システムューザーズガイド 

♦ Dell Dia 日 nostics ( 該断）ブログラムを巧巧する場合 

♦ Dell Diagnostics (訟断)ブログラムの特徴 

♦ Dell Diaqpostics (該が)プログラムの起動 


Dell Diagnostics (診断）プログラムを使用する場合 


コンピュータの主要コンポーネントやデバイスが正しく磯能しない場合、コンポーネントがか摩している可能ながあります。 Del | TM コンピュータじ問題が発生した場合、デルテクニカルサポ ー H こお問い合 
わせじなる前に、 「問題の解み.」 にあるチェック事項を実巧し 、 Dell Diaanostics (診が)プログラムを実行します 。 Dell Diagnostics (診断)プログラムを実行すると、デルテクニカルサポートにお問い 
合わせにならな〈てもご自分で問題を解みすることができます。 


コンピュータに関する詳しいそ日識をお持ちで、どのコンポーネントをテストする必要があるかわかる場合は、該当する教断テストグループまたはサブテストを選択してください。どのように診巧テストを始め 
たらよいかわからない場合は 、 「Dell Diaqpostks (該巧)プログラムの起動」 を参照して<ださい。 


Dell Diagnostics (診断）プログラムの特徴 

Dell Diagnostics (餘断)プログラムは、専用装置を使用したり、データを巧壊したりするむ配なく、コンピュータのハードウエアを調べることができます。該断プログラムをほ用することで、お使いのコン 
ピュータの動作がより巧かなものになります。また、ご自きで解みできない問題の場合、診巧テストの結まは、デルにお問い合わせになった瞭に、デルのサポート担当をじ重要な情報を提供します。 

〇 ま意 ： Dell Diagnostics (お断）プログラムは、 Dell コンビュータ専用です。その化のコンビュータでこのプログラムをな用すると、コンピュータに阳違った巧果や、エラーメッセ 
> —ジがま示されることがを y ます。 

ますこ、 診断テストグループやサブテストには、な下の特徴があります。 

I 1つまたはすべてのデバイスのエクスブレステスト、全体テスト、またはカスタムテストを実行できるオプション 
I 起きている問題のを巧に基づいたテストを選巧できるオプション 
I テストグループまたはサブテストを繰り返す回数を選巧できるオプション 

I テスト結果を表示する谜能 

I エラーが検出された場合にテストを一時的に中断するオプション、または最大エラー数に達したときにテストを終了するホブション 
I テストとデバイスについて説明したホンライン Help 画面 

I テストグループまたはサブテストが正常に格了したかどうかをがらせるステータスメッセージの表示 
I 問題がお出された場合のエラーメッセージの表示 


Dell Diagnostics (診断）プログラムの起動 

Dell Diagnostics (診断)ブ□グラムは、 M - ドドライブ上のが表示診断ユーティリティパーティシヨンにあります。 

& メモ： コン ピュータに画面が表示されない場合は、 デルにお問い合わせ ください。 

1. コンピュータをシャットダウンします。 

2. コン ピュータがドッキングデバイスに接続（ドッキング)されている場合は、ドッキングを解除します。ドッキングデバイスの手順についロホ、付■属のマニュアルを参照して〈ださい。 


3. コンピユータをコンセントに巧統します。 













。 メモ： 画面上に何も表示されない場合、ミュートボタンを押したまま、 （ F 12 の代わりに）電源ボタンを巧して 、 Dell Diagnostics (診断プログラムを起動します。 Diagnostics をハイライト表 
示して < Enter > を押す操作は必要ありません。自動めに起動前システムアセスメントが実巧されます。 

4. コンピュータの電源を入れます。 DELLTM のロゴがき示されたら、すぐに < F 12> を押します。ここで時間をおきすぎて Microsoft ⑥ Windows ⑥のロゴがき示された場合、 Windows デス 
クトップがき示されるまで待ちます。次に、コンピュータをシャットダウンして、もう一度やり直しまず。 

日.起動デバイスー監が表示されたら、 Diagnostics をハイライト表示して < Ente りを押します。 

コンピュータが起動前システムアセスメントを実行し始め、内蔵された一連の彭断プログラムが、システム基板、キーボード、 M - ドドライ义およびディスプレイの巧期テストを実行します。 

I このシステムの評価中に、表示される質問に答えます。 

I コンポーネントに障害が検出された場合、コンピュータは停止し、ビーブ音を発します。システムアセスメントを停止してオペレーティングシステムを再起動するには、 < N > を押します。次 
のテストを続けるには < Y > を巧します。廣害のあるコンポーネントをちテストするには < R > を押します。 

I 起動前システムアセスメント中に障害が検出された場合、エラーコードが表示されます 。 Dell Diagnostics (該断)プロヴラムを結ける前に、 デルにお問い合わせ 〈ださい。 

I 該断ユーティリティパーティションが検出されなかったというメッセージが表示される場合 、 『Drivers and Utilities CD 』 から画面じ表示された手順に従って 、 Dell Diaanostics (該 
お)プログラムを実行します。 

起動前システムアセスメントが無事じ終了した場合、 Booting Dell Diagnostic Utility Partition. Press any key to continue . ( Dell 教断ユーテイリテイパーテイシヨンの 
起動中。統けるには任意のキーを押します。）としづメッセージが表示されます。 

6. いずれかのキーを巧して、ドドライブ上の訟断ユーティリティパーティションから Dell Diagnostics (診断)プログラムを起動します。 

7. Dell Diagnostics (彭断)プログラムの口ードが挺了すると、 Main Menu 画面が表示されるので、適切なオプションのボタンをクリックします。 

。 メモ： を画面のタイいいく一には、コンピュータのサービスタグが表示されます。 


オプション 

檐能 

Express Test 

デバイスのクイックテストを実行します。通常このテストは10〜20分かかり、お客樣の操作は必要ありません。最ネ刀に Express Test を実行すると、問題をさらに素早く特定す 
る可能性が増します。 

Extended 

Test 

デバイスの全体チェックを実行します。通常このテストは1時間な上かかり、質問に定期的に応答する必要があります。 

Custom Test 

特定のデバイスをテストしまず。実巧するテストをカスタマイズできます。 

Symptom 

Tree 

問題のを巧に基づいたテストを選がすることができまず。最も一陋のなをがを一監表示します。 


8. テスト中に問題を検出すると、エラーコードと問題の説明を示すメッセージがき示されます。エラーコードと問題の説明を記録し、画面の指示に巧います。エラーが解まできない場合、 五ムじを 
問い合わせ ください。 

9. Custom Test または Symptom Tree ホブシヨンからテストを実巧する場合、該当するタブをクリックします(詳細については、レ：1下の表を参照）。 


タブ 

檐巧 

Results 

テストの結果および発ちしたすべてのエラーの状態を表示します。 

Errors 

発ましたエラーのが態、エラーコード、および問題の説巧を表示します。 

Help 

テストについて説明します。また、テストを実行するための要件を示す場合もあります。 

Confiauration 

選巧したデバイスの"ードウエア構巧を表示します。 


Dell Diaanostics (を断)ブログラムは、 セットアップユーティリ ティ、 メモリ、およびな々な巧卽テストからすべてのデバイスの設定情報を入手し、画面の左側ペインのデバイスー 
黃に表示します。デバイスー莫じは、コンピュータに巧り巧けられたすべてのコンポーネントち、またはコンピュータじ取り付けられたすべてのデバイスちが表示されるとは限りませ 
ん。 

Parameters 

テストの設定を変更して、テストをカスタマイズすることができます。 


10. テストが終了したら、画面を閉にて Main Menu 画面に戻ります 。 Dell Diagnostics (診断)プログラムを終了して コン ピュータを巧起動するには、 Main Menu 画面を閉にます。 


且夕に屋る 
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ディスプレイの使い方 

Dell ™ LatitudeTM D 600 システム ューザーズガイド 

♦ 輝度の調整 
♦ 画面モードの慢作 
♦ 画面おを度の設定 


輝度の調整 


Del | TM コンピュータがバッテリーで動イ乍している場合、該当する デイスブレイのシヨートカツトキー を使って、輝度を快励こ使用できる黃ほの設定じして節電すること力巧きます。 


Dell QuickSet の» 巧メーター は、現在の輝度の設定をディスプレイに表示します。タスクバーにあるアイコンをちクリックして、画面上の» をイーター を有効または無効にします。 


1 巧をメータ ー 

^ メモ： デフホルトで. 巧度メーター は画面のち下角に表示されます。メーターをクリックしたままドラッグして新しし、場肺こ移動できます。それ W 降、メーターは新しい場丽こ常に表示されます。 

。 メモ： 强度のシヨートカットキーは、お使いのノートブックコンピュータのディスプレイのみに適用します。ノートブックコンピュータに取り付けられているモニターには影響はありません。お使いの 
コンピュータカ《 CRT モードのみに設定されていて、輝度レベルを変更しようとすると、 巧度メーター は表示されますが、モニターの輝度レベルは変更されません。 

QuickSet のタスクバーメニューから 巧度メーター をち効または無効にできます。夕一が有効の場合、な下のキーを押して輝度を調節します。 

I < Fn > と上矢印キーを押すと、内蔵ディスプレイのみけ H 寸けモニターは該当しません)の輝度が上がります。 

I < Fn > と下矢 E ロキーを巧すと、内蔵ディスプレイのみ(外付けモニターは該当しません)の輝度が下がります。 


QuickSet の詳細に関しては、タスクバーにある 


盛 


アイコンをちクリックして、 ヘルプ をクリックして〈ださい。 


画面モードの操作 


が付けデバイス(か巧けモニターまたはプロジェクタなど)を取り付け、それらの電ミ原を入れてコンピュータを起動すると、ディスプレイまたはか付けデバイスのいずれかに画像が表示されます。 


< Fn >< F 8> を}甲すと、画面モードの表示を内蔵ディスプレイのみ、内蔵ディスプレイとか付け CRT モニターの同時き示、またはか付け CRT モニターのみ、内蔵ディスプレイとか付け DVI モニターの 
同時表示、またはか付け DVI モニターのみに切り換えることができまず。 


画面解像度の設定 


特定の辑像度でプログラムを表示するには、ビデオコントローラとディスプレイの両方がブログラムをサポートしていて、さらに、必きな ビデナドライバがインストールされていなければなりません 。 


デフホルトのディスプレイ設定を変更する前に、後で参照できるようその設定を控えておいてください。 


& メモ： プリインストールされているビデホドライバは、お使いのコンピュータの性能を最大限にミ舌用できるよう設計されてしなす。 














ディスプレイのサポートする範囲よりも高し作军像度またはカラーパレットを選巧した場合、選択した設定に最も巧いものに自動脚こ調節されます。 


& メモ： 解像度を上げると、画面上でよリルさくアイコンやテキストが表示されます。 

ビデオ解像度の設定が画面のサポートする範囲よりも高い場合、コンピュータはパンモードに入ります。パンモードでは、画面が完全に表示されないことがあります。たとえば、通常デスクトップの下にき 
示されているタスクバーが見えないことがあります。画面の見えない部分を表示するには、タッ于パッドまたはトラックスティックを使用して、パンを上下左右に動かします。 

© ま意： リフレッシュレートをサポートしていないか付けモニターを巧用すると、モニターに損傷を与そる巧れがあります。外がけモニターのリフレッシュレートを WS する前に、モニ 
夕一のユーザーズガイドを参巧してください。 

Microso れ⑥ Windows ⑥ XP 

1. スタートボタンをクリックして、コントロールバネルをクリックします。 

2. ホ窠するか巧を宙ぴます で、 デスクトップのホ示とテーマ をクリックします。 

3. 巧業を宙ぴますで、 変更したい項目をクリックします。または コントロールバネルを S んで実行しますで画面 をクリックします。 

4. 画面のを および 画面の解な巧 で別の設定にしてみます。 

Windows 2000 

1. スタートボタンをクリックして 技を をポイントし、コントロールバネルをクリックします。 

2. 画面 アイコンをダブルクリックして、 巧を タブをクリックします。 

3. を および 面面の巧# で别の設定にしてみます。 
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ソフトウェアのちインストール 

Dell ™ LatitudeTM D 600 システムューザーズガイド 

♦ ドライバおよびューティリティの再インストール 
♦ ソフトウェアおよびハードウェアのが互巧せの梅ミ尖 

♦ Microsoft 度! Windows 巧）システムのを元の巧いモ 

♦ Windows ⑥ XP の巧インストール 
> Windows 2000の空インス!ル 


ドライバおよびユーティリティの再インストール 

お使いのコンピュータには、出荷時に必要なドライバおよびユーティリティがあらかじめインストールされてし、るので、新たにインストールしたり設をしたりする必要はありません。 

ft を意 ： 『Drivers and Utilities CDJ には、お巧いのコンピュータに巧載されていないオペレーテイングシステムのドライバも！攻録されている場合がをリます。インストールずるソ 
〜 フトウェアがオペレーテイングシステムに遍切なものであることを巧 K してください。 

ワイヤレス通信および DVD ドライブなどオプションのデバイスのドライバを再インストールするには、これらのデバイスに付属してしぶ CD およびマニュアルが必要になる場合があります。 

〇 を意： デルサポートサイト （ supp 叩 rt . jp . dell . com ) および 『Drivers and Utilities CDJ | では、 Dell …コンピュータ用に承 g されているドライバを機巧しています。その化の 
>な体からドライバをインストールすると、お值いのコンピュータカ巧1切に勘作しない巧れがわります。 

『Drivers and Utilities CDJ からドライバやユーティリティを再インストールするには、巧の手順を実斤します。 

1. 開いてし、るファイルをすべて保をしてから閉じ、実行中のプログラムをすべてお了します。 

2. 『Drivers and Utilities CDJ を挿入します。 

ほとんどの場合、 CD は自動的に実行されます。実行されない場合は Microsoft ® Windows ® ェクスプローラを起動し、 CD ドライブのディレクトリをクリックして CD の内容を表示し、次に 
autorcd.exe ファイルをダブルクリックします。 CD を巧めて使巧する場合、セットアップファイルをインストールするよう表示されることがあります。 OK をクリックして、画面に巧って続行しま 
す。 

3. ツールバーの 首居 ドロップダウン メ ニューから、ドライバまたはユーティリティの希望の言語(利用可能な場合)を選巧します。 

「 Dell システムをお買い上げくださんありがとうござしなす」画面が表示されまず。 

4. ホへ をクリックします。 CD は自動的に/、ードウェアをスキャンして、お使いのコンピュータでほ用されているドライバおよびユーティリティを検出します。 

CD がハードウェアのスキャンを終了したら、化のドライバやユーティリティも検出できます。 ちま* 準で、 システムモデル、オペレーティングシステム、 および トピック のドロップダウン メニ 
ューから適切なカテゴリを選びます。 

コンピュータでを用される特定のドライバとユーティリティのリンクが表示されます。 

日.特定のドライバまたはユーティリティのリンクをクリックして、インストールするドライバまたはユーティリティについての情報を表示します。 

6. インス! ルボタン（表示されている場合）をクリックして、ドライバまたはユーティリティのインストールを開始します。画面の指示に巧ってインストールを完了します。 

インストール ボタンが表示されない場合、自動インストールは選巧できません。インストールの手順については、該当するレ:1下の手順を参,昭するか、または 解な をクリックして展開手順にが 
し、、 readme ファイルを参照して〈ださい。 

ドライバファイルへ移動するよう指示された場合、ドライバ情報ウィンドウで CD のディレクトリをクリックして、そのドライバに関連するファイルを表示します。 

Windows XP のドライバの手動巧インストール 

Wa メモ： ホか線センサードライバを再インストールする場合、まずセットアップユーティリティで赤外線センサーをち効にしてから、ドライバのインストールを続斤します。 

1. 前に述べたようじ、おほいの/ドドライブにドライバファイルを解ました後、 マイコンピュータ をちクリックします。 

2. プロパティをクリックします。 

3. /\ — ドウ ェア タブをクリックして、 デバイスマ本ージャ をクリックしまず。 

4. インストールするドライバのデバイスの種類をダブルクリックします(たとえば、 モデム または ホホ » デバイス）。 

日.インストールするドライバのデバイスのち前をダブルクリックします。 

己. ドライバ タブをクリックして， ドライバのま巧 をクリックします。 

7. —11 または特をの巧巧からインストールする （# 細） を選んでから、 ホへ をクリックします。 









8. 参巧 をクリックして、あらかじめドライバファイルを解ましておしげこ場所を指定します。 


9. 該当するドラィバのを前がき示されたら、々へをクリックします。 

10. ま了をクリックして、コンピュータを再起動します。 

Windows XP デバイスドライバの 口ール バックの使い方 

新たにデバイスドライバをインストールしたをに、システムが不安定になつた場合 、 Windows XP デバイスドライバの口ールバックにより、な前にインストールしたバージヨンのデバイスドライバに置き 
換えることができます。ドライバの口ールバックでレ: I 前のドライバを再インストールできない場合、 システムの迄 ホを 使用して、オペレーティングシステムをがしいデバイスドライバがインストールされる前 
の動作状態に戻してみます。デバイスドライバの口ールバックを使うロホ、次の手 I おを実行します。 

1. スタートボタンをクリックして、マイコンピュータをちクリックしまず。 

2. プロパティをクリックしまず。 

3. /、ードウエアタブをクリックして、デバイスマネージャをクリックします。 

4. デバイスマネージャウィンドウで、新しし、ドライバをインストールしたデバイスをちクリックしてから、プロパティをクリックします。 

日.ドライ/くタブをクリックします。 

6. ドライバの口ールバックをクリックします。 

Windows 2000 用のドライバの手動巧インストール 

r づ メモ： 赤か線センサードライバを再インストールする場合、まずセットアップユーティリティで赤外線センサーをち効にしてから、ドライバのインストールを続斤します。 

1. 前項で説日月されているように、お巧いの M - ドドライブにドライバファイルを解法し、スタートボタンをクリックして、巧定をポイントして、コントロールバネルをクリックします。 

2. システムアイコンをダブルクリックします。 

3. /、ードウエアタブをクリックします。 

4. デバイスマネージャーをクリックします。 

日.インストールするドライバのデバイスの替類をダブルクリックします(たとえば、モデムまたはホホなデバイス）。 

6. デバイスのを前をダブルクリックしまず。 

7. ドライバタブをクリックして.ドライバのち巧をクリックします。 

8. 巧へをクリックします。 

9. デバイスに最適なドライバを巧索する（巧巧）が選がされてし、ることを確認してから、巧へをクリックしまず。 

10. 場所を巧をチェックボックスじチェックマークを付け、その他のすべてのチェックボックスのチェックを外してから、ホへをクリックします。 

11. 参おをクリックして、あらかじめドライバファイルを解ましておいた場所を指まします。 

12. 該当するドラィバのを前が表示されたら、巧へをクリックします。 

13. 完了をクリックして、コンピュータを再起動します。 


ソフトウェアおよびハードウ X アの非互換性の解ホ 


Microso れ⑥ Windows ⑥ XP および Windows 2000オペレーティングシステムでは、ホペレーティングシステムのセットアップ中にデバイスが検出されない力、、検出されても間違って設定されて 
いる場合、 IRQ コンフリクトが発生しています。コンピュータの IRQ コンフリクトを調べるロホ、お使いのオペレーティングシステムに該当するレ: I 下の巧を参照してください。 

Windows XP 

1. スタートボタンをクリックして、コントロールパネルをクリックします。 

2. パフナーマンスとメンテナンス をクリックして、 システム をクリックします。 

3. ドウ ェア タブをクリックして、 デバイスマネージャ をクリックしまず。 

4. デバイスマネージヤ ー監で、その他のデバイスとのコンフリクトをチェックします。 

コンフリクトの起こっているデバイスの横には、黄色の感嚷巧【りがかいているので、コンフリクトが確認できます。赤色の X 印が付いている場合、デバイスが無効になっていまず。 

日.コンフリクトの起こってしぶデバイスのいずれかをダブルクリックして 、プロパティ ウィンドウを開きます。そして、 デバイスマネージャ から再設をまたは削除する必要があるものを指定します。 

6. 特定のデバイスを調べる前に、これらのコンフリクトをお消します。 

7. デバイスマネージャ -黄で、誤動作してし巧デバイスの種類をダブルクリックします。 

8. -監を展開し、特をのデバイスのアイコンをダブルクリックします。 

プロパティ ウィンドウが表示されます。 

IRQ コンフリクトが起こっている場合、 プロパティ ウィンドウの デバイスのがお 領域に、どのデバイスがそのデバイスの IRQ を共ちしているかがき示されます。 




9. IRQ コンフリクトを解ミ肖します。 

ハードウェアに関するトラブルシユーティングを利用することもできます。トラブルシユーティングを使用するには、スタートボタンをクリックして、ヘルプとサポートをクリックします。検索フィールドで、 
ハードウェアに関ずるトラブルシユーティングを入力し、次に、矢印をクリックして検索をはじめます。なまの巧果の一黄で、ハードウエアに田するトラプルシユーティングをクリックします。/、 
—ドウェアにおするトラブルシユーティングー黄で、コンピユータにあるハードウェアの巧をを解ホしますをクリックして、々へをクリックします。 

Windows 2000 

1. スタートボタンをクリックし、巧ををポイントして、コントロールバネルをクリックします。 

2. システムアイコンをダブルクリックします。 

3. ドウ ェア タブをクリックしまず。 

4. デ/《イスマネージャーをクリックします。 

日. ホ 示をクリックして、リソース （接な 別）をクリックします。 

6. 巧 y 込み巧巧 （ IRQ ) をダブルクリックして. IRQ の割り当てを表示します。 

コンフリクトの起こっているデバイスの横には、黄色の感摩巧（りがかいてし、るので、コンフリクトが確認できます。赤色の X 印が付いている場合、デバイスが無効になっています。 

7. コンフリクトの起こっているデバイスのいずれかをダブルクリックして、プロパティウィンドウを開きまず。そして、デバイスマネージャーから再設定または削除する必要があるものを決定しま 
す。特定のデバイスを調べる前に、これらのコンフリクトを辑消します。 

8. デバイスマネージャ ー- 貴で、誤動作しているデバイスの種類をダブルクリックします。 

9. -監を展開し、特定のデバイスのアイコンをダブルクリックします。 

プロ"ティウィンドウが表示されます。 

IRQ コンフリクトが起こってし、る場合、プロパティウィンドウのデバイスの巧お領域に、どのデバイスがそのデバイスの IRQ を共ちしてし、るかが表示されます。 

10. IRQ コンフリクトを解ミ肖します。 


Windows 2000 のハードウエアに関するトラブルシユーティングを使用することもできます。トラブルシユーティングを使用するには、スタートボタンをクリックして、ヘルプをクリックします。目《タブ 

のトラブルシユーティングと巧守をクリックし 、 Windows 2000に巧するトラブルシユーティングをクリックしてから、ハードウ エア をクリックします。ハードウ エアに 田するトラブルシユーテ 
イングー黃で、コンビュータにをるハードウエアの巧合を餐ホしますをクリックして、巧へをクリックしまず。 


Microsoft ⑥ Windows ⑥システムの復元の使い方 


コンピュータのハードウェア、ソフトウェア(おしいハードウェアの取り付けまたはプログラムのインストールを含む）、またはシステム設定をを更したためにコンピュータが正常に動作しな〈なってしまった 
場合、 Microsoft Windows XP オペレーティングシステムのシステムの巧元機能を使巧してコンピュータホな前の動作が熊に復元することができます。また.最後のシステムの復元ホ元 I こ戻すことも 
できます。 


システムの復元は、自動めにシステムのチ X ックポイントを作成します。迄左ポイントを巧成して、独自のチェックポイントを手動で作成することもできます。使用するハードディスクの容量を制限するた 
め、古いな元ポイントは自動的に削除されます。 


ホペレーティングシステムの問題を解まするには、セーフモードまたは通常モードからシステムの復元を使用して、コンピュータをな前の動作状態に戻すことができます。 


システムの復元では、コンピュータを前の動作状態に復元したをでも、マイドキュメントフォルダに保存されている個人ファイル、データフ アイ ル、または E - メールのメッセージが失われることはありま 
せん。プログラムをインストールする前の動作が態にコンピュータを復元する場合、プログラムのデータファイルは失われませんが、そのプログラムを再インストールする必要があります。 


© を意： データファイルのバックアップをを巧的にか巧することは重まです。システムのな元は、データフアイルのをちを監規したんデータフアイルをな元した y することはできま 
せん。ハードディスクにある元のデータを誤ってお去したり、上書きした y した場を、またはハードディスクの巧障により元のデータにアクセスできな < なった場をは、をわれたデ 
-夕ゃ«傷したデータのな元にバックアップファイルを巧用してくださし、 

おししロンピュータでは、システムの復元はち効に設定されていまず。ただし、をき容量が 200 MB よりかないハードディスクに Windows XP を再インストールした場合、システムの復元は自動的に 
無細こ設定されます。システムの復元を使巧する前に、システムの復元がち細こなっているか巧設します。 

1. スタートボタンをクリックし、コントロールパネルをクリックします。 

2. バフホーマンスとメンテナンス をクリックします。 

3. システムをクリックしまず。 

4. システム のな 元タブをクリックします。 

5. すべでのドライブでシステムのな元を無巧にする じチェックマークが付いていないことを確認します。 


巧元ポイントの作成 





Windows XP では、システムの復元ウィザードを使うか、手動で復元ポイントを作成します。 

システムのな元ウイザードの巧い方 

システムの復元ウィザードを使用するロホ、 スター トボタンをクリックし、 ヘルプとサボー トをクリックして、 システムのな 元をクリックします。巧に システムのな元ウィザード ウィンドウの指示に従 
います。コンピュータの管理者または管理を権限を持つユーザーとしてログオンする場合、復元ポイントを巧成して名前を付けること力巧きます。 

手巧での復元ポイントの作成 

1. スタート ボタンをクリックし、 すべてのプログラム ー アクセサリー*システムツール とポイントしてから システムのな 元をクリックします。 

2. 復元 ポイントのか巧をクリックします。 

3. ホへをクリックしまず。 

4. « 元ポイントの悦巧 フィールドに新しい復元ポイントのち前を入力します。 

現在の日付と時刻がま斤しい復元ポイントの説刚こ自動的に追加されます。 

日.作巧をクリックします。 

己. OK をクリックします。 

コンピュータをな前の動作状態に巧元する 

デバイスドライバをインストール掛こ問題が発生した場合、まず デバイスドライバの口ール バックを 使用してみます。デバイスドライバの口ールバックで問題がち I みしない場合、システムの復元を使巧し 
ます。 

A ま意： コンピュータを前の曲作巧巧に復元するかに、拥いているファイルをすべてな巧してから田じ、実行中のプログラムをすべてな了して < ださい。システムのな元が壳了する 
W まで、いかなるファイルまたはプログラムもたミしたり、 M いたり、削なしたりしないでください。 

1. スタート ボタンをクリックし、 すべてのプログラム ーアクセサリー システムツール とポイントしてから システムの 復元をクリックします。 

2. コンピュータをな扣のがおにな元する が選巧されてし、ることを確認してから、 ホへ をクリックします。 

3. コンピュータをな前のが態に復元する時点の日忖をクリックします。 

な元ポイントの宙巧 画面に、復元ポイントを痛認して選巧できるカレンダーが表示されます。復元ポイントが利用できる日付は太字で表示されます。 

4. 復元ポイントを選んで、ホへをクリックします。 

カレンダーに復元ポイントが1つしか表示されない場合、その復元ポイントが自動的に選巧されます。複数の復元ポイントがある場合、ほ用したい復元ポイントをクリックします。 

© を意： M いているファイルをすべて巧をしてから巧じ、実行中のプログラムをすべてお了して < ださい。システムのな元がま7するまで、いかなるファイルまたはプログラムもを 
ミしたり、曲いたん削おした y しないでください。 

日. ホへ をクリックします。 

Windows XP では、システムの復元によるデータの収集が完了したら 復元は完了しました 画面が表示され、コンピュータが自動めに再起動します。 

6. コンピュータが再起動したら OK をクリックします。 

復元ポイントを変更するには、別の復元ポイントを使用してこの手順を繰り返すか、復元を元に戻します。 

最後のシステムのを元を元に戻す 

© ま意： M いているファイルをすべて巧をしてから巧じ、実行中のプログラムをすべてお了して < ださい•システムのな元が完7するまで、いかなるファイルまたはプログラムも« 
ミしたリ、曲いたん削おした y しないでください。 

1. スタートボタンをクリックし、すべてのプログラムーアクセサリーシステムツールとポイントしてからシステムのな元をクリックします。 

2. な前の復元を巧 y ミ 肖す を選んで、 次へ をクリックします。 

© を意： M いているファイルをすべて巧をしてから巧じ、実行中のプログラムをすべてを了して < ださい。システムのな元が完7するまで、いかなるファイルまたはプログラムもを 
更したり、 M いもリ、削おした y しないでくださし、。 

3. ホへをクリックします。 

システムのな元画面が表示され、 コン ピュータが自動的に再起動します。 

4. コンピュータが再起動したら OK をクリックします。 


Windows ⑥ XP の再インストール 




問題を解消するために Microsoft ® Windows XP オペレーティングシステムを再インストールすることを検討する前に、 Windows の システムの復元を 実行して問題を修正してみてください。 


〇 を意： 『オペレーティングシステム CD』 は、 Windows XP オペレーティングシステムの再インストールオプションを巧巧しています。このオプションは、デルでプリインストール 
、 しているファイルを上»きして、ハードドライブにインストールされているプログラムに影餐を与える巧化性があります。このような理由から、デルのテクニカルサポート担尝をが 
巧をしない巧りオペレーティングシステムの再インストールをしないようにしてください。 

1. 『ホペレーティングシステム CDJ を挿入します。 

2. コンピュータをシャットダウンして、コンピュータの電源を入れます。 

3. Press any key to boot from CD ( CD から起動するにはな意のキーを巧してください）のメッセージが表示されたら、任意のキーを}甲します。 

4. セットアップの曲巧 画面が表示されたら、 < Enter > を押します。 

日. Microsoft Windows ライセンス装約 ウィンドウの内容を読み、キーボードの < F 8> を巧して、ほ用許諾契約書に同意します。 

6. おほいのコンピュータにすでに Windows XP 力 < インストールされていて.現在の Windows XP データを復元したい場合は、 r と入力して修復オプションを選び、:知こ手順1日へ進みまず。 

ま斤たじ Windows XP をインストールする場合は、 < Esc > を巧してま斤しし、 Windows XP をインストールするオプションを選キ尺し、々の画面で < Enter > キーを巧してハイライトき示されたパ 
-ティション(推奨)を選択します。画面の指示に従います。 

Windows XP セットアップ 画面が表示され、 Windows XP は、ファイルのコピーおよびデバイスドライバのインストールを開姑します。コンピュータは自動的に数回再起動します。 

7. Microsoft Windows へよラこそ 画面が表示されたら、画面の下にある掃色の矢印アイコンをクリックして、続巧します。画面の指示に従って、インストールを完了します。 

8. せ域と言語のオプション 画面が表示されたら、地域の設定を必要に応じてカスタマイズして. ホへ をクリックします。 

9. ソフトウェアのち乂用投ま 固面で、おを前と会なちを入力してから、 巧へ をクリックします。 

10. Windows XP Home Edition を S インストールする場合 . コン ピュー々をは巧ですか？ ウィンドウがき示されたらコンピュータ名を入力して、々 へ をクリックします。 

Windows XP Professional を S インストールする場さ . コン ピユー々をと Administrator ウィンドウが表示されたらコンピュータちおよびパスワードを入力して、 巧へ をクリックしまず。 

11. モデムが取りがけられている場合、 モデムのダイヤル if 巧 画面が表示されたら、必要な情報を入力し、 次へ をクリックします。 

12. 日村■と時田の S ま ウィンドウに、日巧、時間、タイムゾーンを入力して、 巧へ をクリックします。 

13. コンピュータにネットワークアダプタが接統されている場合、ネットワークの設定で標華を選びます。コンピュータじネットワークアダブタが接続されていない場合、このオプションはき示されませ 
ん。 

Windows XP 力!コンポー本ントのインストールとコンピュータの設をを開始します。コンピュータが自動的に再起動されます。 

14. Microsoft Windows へよラこそ 画面が表示されたら、国面の下にある掃色の矢印アイコンをクリックして、続巧します。画面の指示に従って、インストールを完了します。 

15. CD をドライブから取りかします。 

16. 適切なドライバを再インストールします。 

17. アンチウイルスソフトウェアを再インストールします。 


Windows 2000の再インストール 

〇 を意： 『ホペレーテイングシステム CD』 は、 Windows 2000オペレーテイングシステムの再インストール用オプションを巧巧しでいます。このホプションは、デルでプリインスト 
、 —ルしているファイルを上書きして、ハードドライプにインストールされているプログラムに影看を与える可お巧がを y ます。このような理由から、デルのテクニカルサポート担当 
をが巧示しない旧りオペレーティングシステムのちインストールをしないようにしてください。 

1. コンピュータの電源を入れ、デルテクニカルサポート担当をがご案内する手順か、または次の手順を実行してセットアップユーティリティを起動します。 

a . コンピュータをシャットダウンします。 

b . コンピュータが Windows を起動する前に <。> を押して、セットアップユーティリティを起動します。 

C. < Alt >< P > を巧して Boot メニューに移動します。 

d . セットアップユーティリティの Boot メニューで、画面の指示に従って CD または DVD から起動するように起動順序を設定します。巧に、『ホペレーティングシステム CD 』 をドライブに巧 
入します。 

e . < Esc > キーを押して変更を保巧し、セットアップユーティリティを終了します。 
t CD から起動するには任意のキーを巧してください。 

2. Windows 2000セットアップ ウィンドウがき示されたら、 Windows 2000のセットアップを曲巧するには ENTER キーを押してください がハイライト表示されているか確認します。 
巧に < Enter > を巧します。 

3. 画面に表示される ライセンス突ね ウィンドウの巧容を読み、 < F 8> を押して次へ進みます。 

4. Windows 2000 Professional セットアップ 画面がき示されたら、矢 E ロキーを使って Windows 2000パーティションオブションを選がします。選おしたパーティションで任意のキーを 
押します。 

日. Windows 2000 Professional セットアップ ウィンドウが再度表示されたら、矢印キーを巧って 、 Windows 2000で使用するファイルシステムを選おして、 < Enter > キーを押します。 

6. もう一度、 < Enter > キーを巧して、コンピュータを再起動しまず。 

7. Windows 2000セットアップウィザードの開始 ウィンドウが表示されたら、 巧へ をクリックします。 

8. 巧域 ウィンドウカ请示されたら、地域を選び、 ホへ をクリックしまず。 

9. ソフトウェアの個人巧おを ウィンドウで、おち前と会社名を入力してから、 ホへ をクリックします。 






10. Windows Product Key ヴ□ダクトキー)の入力画面がき示されたら、 コン ピュータにある Microsoft ラベルの Product Key ヴ□ダクトキー)を入力します。次に、々 へ をクリックしまず。 

11. コンビュータ名と Administrator のパスワード ウィンドウが表示されます。希望に応じてコンピュータちと Administrator のパスワードを入力し ホへ をクリックします。 

12. 日付と時曲の R ま ウィンドウに、日巧と時間を入力して、 巧へ をクリックします。 

Windows 2000がコンポーネントのインストールとコンピュータの設をを開おします。 

13. Windows 2000セットアップウイザードの完了 ウィンドウが表示されたら、ドライブカ、ら CD を取り出して、 ミ了 をクリックします。 

コン ピュータが自動的に再起動されます。 

休止が態モードを有効にする 

1. スタート ボタンをクリックし、 巧を をポイントして、 コントロールバネル をクリックします。 

2. ■巧オプション アイコンをダブルクリックします。 

3. 化止巧お タブをクリックします。 

4. 休止が態をサポートする が選巧されてし、ることを確認して、 追 巧 をクリックします。 

5. OK をクリックして、コントローパネルを閉にます。 


目次に戻る 
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Del|TM LatitudeTM D600 システムユーザーズガイド 

♦ 情報の おを方ミ モ 


情報の検索方法 

Dell™ LatitudeTM D600 システムューザーズガイド 

^ メモ： 馈能の中にはお使いのコンピュータ、または特定の国で利巧できないものがあります。 
^ メモ： 追加の情報がコンピュータじ同祖されてしぶ場合もあります。 


巧をお探しですか？ 


I コンピュータの Diagnostics (該断）プログラム 
1 コンピュータのドライ/く 
I コンピュータのマニュアル 
I デバイスのマニュアル 
I ノートブックシステムソフトウェア （ NSS ) 


こちらをご資<ださい 


Drivers and Utilities CD (ResourceCD とも巧ばれます） 

マニュアルおよびドライバは、本コンピュータにすでにインストールされています。この CD 
は、 ドライバをさインストー ルしたり 、 Dell Diaanostics (捻断）ブロ グラムを 実巧したり. 
マニュアルじアクセスするときに使用します。 



CD 巧に Readme ファイルが含まれている場合があります。この Readme ファイルで 
は、コンピュータの技術的を更に関する最新のアップデートや、技術者または専門知識を 
お持ちのユーザーを対象とした高度な巧術資料を参照できます。 


メモ： ドライバおよびマニュアルのアツブデート版は、 support . jp . dell.com で入手で 
きます。 


メモ ： 『 Drivers and Utilities CDJ ! はホプシヨンなので、出荷時にすべてのコンピュ 
夕にか属しているわけではありません。 


コンピュータのセットアップ方ま 
基本的なトラブルシューティングの情巧 
Dell Diagnostics (彰断)プログラムの実行ち法 
部品の取り外しおよび取り付け方法 


クイックリファレンスガイド 


メモ： 『クイックリファレンスガイド』はオブシヨンなので、すべてのコンピュータに付属して 
いるわけではありません。 


メモ： このマニュアルは、 PDF 化式のものをウェブサイト support . jp . detl.com で童 
照いただけます。 


ま全におほいいただ < ためのま意 
認可磯関の情報 
快適な使いち 

エンドユーザーライセンス契約 


Iお品情報ガイド 


な 





















I 部品の取り外しおよび取り付け方法 
I 仕様 

I システムの設定方ま 

I トラブルシューティングおよび問題解ホの方法 


ユーザーズガイド 


Microsoft ® Windows ® XP ヘルブとサポートセンター 


1. スタートボタンをクリックして、ヘルプとサボートをクリックしまず。 

2. ユーザー ズ ガイドおよびシステムガイドをクリックし、ユーザー ズ ガイドをク 
リックします。 


『ユーザーズガイド j は 、 『Drivers and Utilities CD 』 にも収録されています。 


サービスタグおよびエクスプレスサービスコード 
Microsoft Windows ライセンスラベル 


サービスタグおよぴ Microsoft Windows ライセンス 

これらのラベルはお使いのコンピュータの底面じ貼られています。 


側:皆"■ふ足"; W の巧げ吗, 



I サービスタグは、 support.jp.dell.com を使用の際、またはテクニカルサポー 
卜へのお問い合わせの際に、コンピュータの識別に使巧します。 

1エクスプレスサービスコードを利用すると、テクニカルサポートじ直接電話で巧い 
合わせることができます。 


ソリユーシヨンートラブル解まナビ、 Q&A デルサボートウエブサイトー support.jp.dell.com 

カスタマーケアー問い合わせ先、サービスのお問い合わせ、ごミち文のが況、保証、および修理に 
関する情報 


サービスおよびサポートーサービス契約、テクニカルサポートとのホンラインディスカッション 


参考資料ー コン ピュータの マニュアル、コン ピュータ設定の詳細、製品仕様、およびホワイトぺ一 
パー 


ダウンロードー承認ドライバ、パッチ、およびソフトウェアのアップデート 

ノートブックシステムソフトウェア （ NSS )- お使いのコンピュータでオペレーティングシステムを巧 
インストールする場合は、 NSS ユーティリティも再インストールする必要があります。 NSS は、お 
使いのオペレーティングシステムのための重きな更新を提供し、 Del|TM 3.5 インチ USB フロッピ 


メモ： 企業、自治が、および教育機関のお客な向けにカスタマイズされた、デルプレミアサ 
ポートウエブサイト （ premiersupport . dell . com ) もご利巧いただけます。このウェブサ 
イトはすべての地域でご利用できるとは限りません。 


—ドライブ、 Intel ® Pentium ® M プロセッサ、オプティカルドライブ、および USB デバイスをサ 
ポートします。 NSS はお使いの Dell コンピュータが正し〈動作するためじ必要なものです。ソフト 
ウェアはお使いのコンピュータおよびホペレーティングシステムを自動蜘こ檢巧して、設定に適した 
更新をインストールしまず。 


Windows XP の基本情報 

コンピュータのマニュアル 
デバイスの マニュアル （モデムなど） 


Windows ヘルプとサポートセンター 


1. スタートボタンをクリックして、ヘルプとサポートをクリックします。 

2. 問題に関連する巧語やフレーズを検索ボックス I こ入力して、矢 E ロアイコンをクリッ 
クします。 


3. 巧題に関連するトピックをクリックします。 

4. 画面の指示に従います。 


オペレーティングシステムの再インストールちま 


オペ レーテ イングシステム CD 


オペレーティングシステムは、本コンピュータにすでにインストールされています。『オペレ 
—ティングシステム CD 』 は、オペレーティングシステムを再インストールずる場合に使用し 
ます。手順についロホ、 Latitude の『ユーザーズガイド』を参照して〈ださし、。 


オペレーティングシステムを再インストールしたら 、 『Drivers and Utilities C 叫を 使巧 
してコンピュータじ同巧のデバイスのドライバを再インストールします。 



オペレーティングシステムの プロダクト キーラべルは、コ 
ンピュータに貼付されています。 


メモ： を文されたオペレーティングシステムじよつて、 
CD の色が違います。 


メモ： 『ホペレーティングシステム CD 』 はホブシヨンなので、出荷時にお使いのコンピュー 
夕に必ずしも付属しているわけではありません。 


且ジに匡る 
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困ったときは 

Dell™ LatitudeTM D600 システムユーザーズガイド 

♦ テクニカルサポート 
♦ ご注文に閣する PpI 頭 
♦ 製品情部 

♦ 保証期間中の修理と返品について 
• お問い合わせになる前に 
♦ デルへのお問い合わせ 


テクニカルサポート 

ほ術上の問題のサポートを受けなければならないときは.いつでもデルにお問い合わせくださし、。 

A 警告： コンピュ-タカバ-を巧 y 幻■す化巧がある場合、まずコンピュ-夕の電巧ケ-ブルとモデムケ-ブルをすべてのコンセントからホしてください。 

1. 「 問題の解ホ 」 の手順を完了します。 

2. Dell Diagnostics (診断)プログラム を 実行します。 

3. 診断チェック リスト を 印刷して、それに記入します。 

4. インストールとトラブルシューティングの手順については、デルサポ ー Ksupport . jp . dell . com ) から、に範囲をカバーするオンラインサービスを利用してください。 

日.これまでの手順で問題が解巧されない場合、デルにお問い合わせください。 

メモ： デルへお問い合わせになるときは、できればコンピュータの電源を入れて、コンピュータの巧〈から電話をおかけ<ださい。テクニカルサポート担当ま力《コンピュータでの操作をお願いすることがあり 
ます。 

y モ： デルのエクスプレスサービスコードシステムをご利届できない国もあります。 

デルのホートテレフォンシステムの指示にがって、エクスプレスサービスコードを入力すると、電話は適切なサポート担当者に転送されます。 

テクニカルサポートサービスの使い方の説明は、 「テクニカルサボートサービス」 を参照して〈ださい。 


オンラインサービス 

デルサポートへは、 support . jp . dell . com でアクセスすることができます。 サポートサイトへようこそ のぺージから、サポートツール、情報などをお選び〈ださし、。 
インターネット上でのデルへのアクセスは、次のアドレスをご利用ください。 

I ワールドワイドウェブ ( WWW ) 

www . dell . com / 

www . dell . com / ap / (アジア/太平ず諸国） 
www . dell . com/jp (日本） 
www - euro . dell.com (ヨ ーロッ パ） 
www . dell . com / la / (ラテンアメリカ諸国） 
www . dell . com.ca (カナダ） 

I サポートウェブサイト 

mobile _ support @ us . dell.com 
support @ us . dell.com 
apsupport @ dell.com (アジア太平洋地域） 
support . jp . dell.com (曰本） 
support . euro . dell.com (ヨー□ッパ） 














24 時間納期案内電話サービス 


を文した Deir " 製品の状況を確認するには、 support.jp.dell.com にアクセスするか、または、24時間納期案内電話サービスにお問い合わせください。音声による案巧で、を文について調べて報 
告するために必要な情報をお伺いします。 

テクニカルサポートサービス 

デル製品に関するお問い合わせは、デルのテクニカルサポートをご利巧〈ださし、。サポートスタッフはその情報を元に、正痛な回答を迅连に提供します。 

テクニカルサポ ー H こお巧い合わせ[こなる場合.まず 「 テクニカルサポート I をを照してから. 「 デルへのおおい合わせ I じ記載されているお住まいの地域のをちにご连摇ください。 


ご注文に関する問題 

义品、誤った卽品、間違った請ホ書などのを文に関ずる問題があれば、デルカスタマーケアにご連絡ください。お電話の際は、納品書または出荷伝票をご巧意ください。 


製品情報 

デルが提供しているその他の製品に関ずる情報が必要な場合や、ごを文になりたい場合は、デルウ X ブサイト www.dell.com/jp/ をご監ください。電話で販売担当をとお話になりたいときは、お住 
まいの地域の 丘固と含となを 置を 参照してください。 


保証期間中の修理と返品について 

『サービス色サポートのご案内』をご監ください。 


お問い合わせになる前に 

メモ： お電話の際は、エクスプレスサービスコードをご用意<ださし、。エクスプレスサービスコードがおわかりになると、デルで自動電話サポートシステムをお受けじなる場合に、より効を良<サポートが 
受けられます。 


必ず Diaq / iostics (終断)チェック リストに 記入してください。デルへお問い合わせになるときは、できればコンピュータの電源を入れて、コンピュータの近〈から電話をかけてください。キーボードからコマ 
ンドを入力したり、操作時に詳細情報を説明したり、コンピュータ自体でのみ可能な化のトラブルシューティング手 I 頃を試してみるようにも'願いする場合があります。システムのマニュアルが•ることを確認 
してください。 


^ 警吿： コンピュータ巧巧の巧乘をする前に、『おお情報ガイド J 1 のまを手厢にがってください 


Diagnostics (訖巧)チェックリスト 

を前； 

曰が： 

住所： 

電話番号： 

サービスタグ（コンピュータ背面のバーコード）： 

エクスプレスサービスコード： 

返品番号(デルサポート担当者から提供された場合）： 

オペレーテイングシステムとパージョン； 

周辺機器： 

お張カード： 

ネットワークに接続されていますか？ はいいいえ 

ネットワーク、バージョン、およびネットワークアダプタ： 

プログラムとバージョン： 

システムのスタートアップファイルの内容を確設するときは、ホペレーティングシステムのマニュアルを参照して<ださい。コンピュータにプリンタを接続している場合、をファイルを E 口刷します。印刷でき 
ない場合、をファイルの内容を記録してからデルにお問い合わせください。 

エラーメッセージ、ビープコード、または診断コード： 

巧題点の説明と実行したトラブルシューティング手順： 


デルへのお問い合わせ 

インターネット上でのデルへのアクセスは、次のアドレスをご利用ください。 

I www.dell.com/jp 
I support.jp-dell.com (テクニカルサポート） 





























I premiersupport . dell.com (教育磯関、行政機関、医療機関、および中企業/大企業のカスタマー、ならびにプレミア、プラチナ、およびゴールドカスタマーのためのテクニカルサポート） 


デルへお問い合わせじなる場合、次のきの E - メールアドレス、電話番号、およびコードをご利用〈ださい。国陪電話のかけ方については、国内または国隐電話会化 I こお問い合わせください。 


国（市） 

国ち電ほアクセスコード 
国まろ 
市ホ面さ 

奇 I 署ちまたはサービス化#、 

ウェブサイトおよび E - メールアドレス 

市巧番号 
フリーダイヤル 


Web サイト： support . jp . dell.com 



テクニカルサポート(サーバ ー) 

フりーダイヤル； 0120 -198-498 


日本国外のテクニカルサポート(サーバー） 

81-44-556-4162 


テクニカルサポート ( Dimension 、 および Inspiron ) 

フ U — ダイヤル： 0120 -198-226 


日本国外のテクニカルサポート （ Dimension および Inspiron ) 

81-44-520-1435 


テクニカルサポート (Dell Precision 、 OptiPlex , および！ _ atitude ) 

フリーダイヤル; 0120 -198-433 


テクニカルサポ ー K あかから ） (Dell Precision 、 OptiPlex 、 および Latitude ) 

81-44-556-3894 

日本(川 《) 

テクニカルサポ ー KPDA . ブロジェクタ、プリンタ、ルーター） 

フ U — ダイヤル： 0120 -981-690 

国際電話アクセスコード： 001 

日本レ a 外のテクニカルサポート （ PDA 、 プロジェクタ、プリンタ、ルーター） 

81-44-556-3468 

国番号： 81 

Fax 情報サービス 

044-556-3490 

24時間納期情報案内サービス 

044-556-3801 

巿列■局番： 44 

カスタマーケア 

044-556-4240 


ビジネスセールス本部(従業員数400人未满） 

044-556-1465 


法人営業本部(化業員数400人レ a 上） 

044-556-3433 


エンタープライズ営業本卽(従業員数3500人な上） 

044-556-3430 


官公庁/巧巧•教育销関/医療谜関セールス 

044-556-1469 


デルグローバルジャパン 

044-556-3469 


個人のお客様 

044-556-1760 


代表 

044-556-4300 


目次に戻る 
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用語集 

Dell™ LatitudeTM D600 システムユーザーズガイド 

この巧語集に収録されてしぶ用語は、情報の目的として提供されています。お使いのコンピュータに搭載されてし巧機能につしての記載がない場合もあります。 

A 

AC - alternating current -コンピュータの AC アダプタ電源ケーブルをコンセントに差し込むと供給される電気の様まです。 

ACPI — advanced configuration and power interface — Microsoft ® Windows ® オペレーティングシステムがコンピュータをスタンバイモードやが止状態モード I こして、コンピューかこ 
接統されている各デバイスに供給される電力量を節約できる電源管理規格でず。 

AGP — accelerated graphics port -システムメモリをビデオ関連の処理に使用できるようにする専巧のグラフィックスポートです。 AGP を使うとビデホ回おとコンピュータメモリ問のインタフェー 
スが高速化され、 True-Color のスムーズなビデホイメージを伝をできます。 

APR - advanced port replicator - ノートブックコンピュータでモニター、キーボード、マウス、およびその他のデバイスをほ利に使えるようにするドッキングデバイスです。 

ASF — alert standards format -管理コンソールにハードウェアとソフトウェアの警告を報告する方式を定義する標準です。 ASF は、どのプラットフォームやホペレーティングシステムにも対応で 
きるよう設計されてし巧す。 

B 

BIOS - basic input/output system (基本入出カシステム）ーコンピュータのハードウェアとホペレーティングシステム間のインタフェースの役割をするプログラム（またはユーティリティ）です。設 
定がコンピュータじどのような影響をちえるのか理解できてしぶい場合.このプロヴラムの設定をををしなし巧<ださい。 セットアップユーティリティ とも呼ばれます。 

BluetoothTM - 短距離 (9 メートル）内にある複数のネットワークデバイスが、お互いを自動的に認識できるようにするワイヤレステクノロジ標準です。 

bps - ビット/秒 ー データの転送速度を計測する単なです。 

BTU — British thermal unit (英国熱量単位)一熱量の単位です。 

C 

C - セルシウス(摂氏）一温度の単はで、水の氷点を0度、沸点を100度としています。 

CD - compact disc (コンパクトディスク）ーホをおまのストレージメディアです。通常、音楽やソフトウェアプログラムに使用されます。 

CD ドライブ ー CD から、化をほ術をほ用してデータを読み取るドライブです。 

CD プレーヤ—— 音楽 CD を再まするソフトウェアです。 CD ブレーヤーのウィンドウじ表示されるボタンを使届して CD を再生することができます。 

CD-R - CD recordable - 書き込み可能な CD です。 CD-R じはデータを一度だけ記録できます。一度記録したデータは消去したり、上書きすることはできません。 







CD-RW - CD rewritable -書き換え可能な CD です。データを CD-RW ディスクに書き込んだ後、削除したり上書きできます(巧書き込み）。 


CD-RW ドライブ ー CD のデータを読み取ったり、 CD-RW (書き換え可能な CD ) ディスクや CD-R (書き込み可能な CD ) ディスクにデータを書き込むことができるドライブです。 CD-RW ディスクに 
は、燥り返し書き込むことが可能ですが、 CD-R ディスクには一度しか書き込むことができません。 


CD-RW/DVD ドライブー コンボドライブとも呼ばれます。 CD および DVD のデータを読み取ったり、 CD-RW (書き換え可能な CD ) ディスクや CD-R (書き込み可能な CD ) ディスクにデータを書 
き込むことができるドライブです。 CD-RW ディスクには、繰り返し書き込むことが可能ですが、 CD-R ディスクには一度しか書き込むことができません。 


COA — Certificate of Authenticity (実物証明書)一おほいのコンピュータのラベルに記載されている Windows の英数文字のコードです。ホペレーティングシステムのセットアッブやちインスト 
-ルを巧うのに COA が必要な場合があります。 Product K がげ□ダクトキー)や Product ID (プロダクトの）とも呼ばれます。 


CRIMM - continuity rambus in-line memory module (連続ま RIMM )- メモリチップの搭載されていない特殊なモジュールで、使用されていない RIMM スロットに装着するために使用され 
ます。 


D 


DDR SDRAM — double - data-rate SDRAM くダブルデータ速度 SDRAM )- データの/くーストサイクルを二巧にする SDRAM の一谨です。システム性能が巧上します。 


DIN コネクター 丸い、6ピンのコネクタで、 DIN (ドイツエ業規格）に準拠しています。通常は PS /2 キーボードやマウスケーブルのコネクタに使用されます。 


DMA — direct memory access - DMA チヤネルを使うと、ある種の RAM とデバイス間でのデータ転送がマイクロプロセッサを介さずに巧えるようになります。 


DMTF- Distributed Manaaement Task Force - 分散型デスクトツ义ネットワーク、企業、およびインターネット環境における管理基準を開をずるハードウエアおよびソフトウェア会化の団体 
です。 


DRAM — dynamic random-access memory —コンデンサを含む集積回路内に情報を保巧するメモリです。 


DSL - Digital Subscriber Line (デジタル加入者回線）ーアナログ電話回線を介して、安定した高速インターネット巧続を提供ずるテクノロジです。 


DVD — digital versatile disc - 通常は、映画を録画するために使われるディスクです。 CD の場合は片面のみをほ用しますが、 DVD は両面を使用します。 DVD ドライブはほとんどの CD を読 
み取ることができます。 


DVD ドライプー DVD および CD から、光学巧術を使用してデータを読み取るドライブです。 


DVD プレーヤ —— DVD 映画を鑑賞するときに使用するソフトウェアです。 DVD プレーヤーのウィンドウにき示されるボタンを使用して映画を鑑賞することができます。 


DVD+RW — DVD rewritable -書き換え可能な DVD です。データを DVD+RW ディスクに書き込んだを、削除したり上書きできます(巧書き込み）。 （ DVD+RW テクノロジは DVD-RW テクノ 
ロジとは異なります)。 


DVD+RW ドライブー DVD とほとんどの CD メディアを読み取ることができるドライブです。 DVD+RW (書き換え可能な DVD ) ディスクに書き込むこともできます。 


DVI - digital video interface -コンピュータとデジタルビデオディスプレイ間のデジタル乾送用の標準です。 DVI アダプタはコンピュータの内蔵グラフィックを介して動巧します。 


E 






ECC - error checking and correction (エラーチェックおよび訂正）ーメモリにデータを書き込んだり、メモリからデータを読み取ったりするときに、データの正確さを検査する特别な回おを搭載し 
ているメモリです。 


ECP - extended caoabilities port - 改良された双ち向のデータさ信を提供するパラレルコネクタのデザインです。 EPP に似て、 ECP はデータ転送にダイレクトメモリアクセスを使用して性能 
を向上させます。 


EIDE — enhanced integrated device electronics —ハー ドドライブと CD ドライブ用の IDE インタ フエー スのほ良/くージョンです。 


EMI — electromagnetic interference (電磁ミ巧障害)一電磁放射線が原因で起こる電気障害です。 


Energy Star ® — Environmental Protection Agency (ホ国環境保譲局)が規定する、全休めな電力の消費量を減らす妄件です。 


EPP - enhanced parallel port - 巧方向のデータ送信を提供するパラレルコネクタのデザインです。 


ESD - electrostatic discharge (静電気放電）一詩電気の急まな巧電のことです。 ESD は、コンピュータや通信機器に使われてしぶ集積回路を損傷することがあります。 


F 


Fahrenheit - ファーレン ハイト(華氏）一温度の単位で、水の氷点を 32 度、沸点を 212 度としています。 


FCC - Federal Communications Commission (米国連邦通信委員会）ーコンピュータやその化の電子磯器が巧出する放射線の量を規制ずる通信関連のを例を執行するアメリカの機関で 
す。 


FSB — front side bus - マイクロブロセツサと RAM 間のデータ経路と物理的なインタフエースです。 


FTP — file transfer protocol (ファイル転送プロトコル)ーインターネットに巧統されているコンピュータ間でのファイルの交換に利用される標準のインターネットプロトコルです。 


G 


G - グラビティー重力の計測単位です。 


GB — ギガバイトーデータの単位です。 1 GB は 1,024 MB(1, 073,741,824 バイト)です。ハードドライブの記憶領域容量を示す場合に、 1,000,000,000 バイトに切り捨てられることもありま 
す。 

GHz - ギガへルツー 1 GHz は、 1,000,000,000 Hz または 1,000 MHz です。通常、コンピュータのマイクロプ□セッサ、バス、インタフェースの処理速度は GHz 単位で計測されます。 

GUI — graphical user interface - メニュ ー 、ウィンドウ、およびアイコンでユーザーとやり取りする対話型ソフトウェアです。 Windows オペレーティングシステムで動作するほとんどのプログラ 
ムは GUI です。 

H 

HTML — hypertext markup language — インターネットブラウザ上で表示できるよう、インターネットのウェブぺージに挿入されるコードセットです。 





HTTP - hypertext transfer protocol -インターネットじ接続されているコンピュータ間でのファイル交換巧プロトコルです。 


Hz - ヘルツー周放数の単位です。1抄間1サイクルで周波数1 Hz です。 コン ピュータや電子磯器では、キロへルツ （ kHz )、 メガヘルツ （ MHz )、 ギガへルツに Hz )、 またはテラへルツ ( THz ) 単位 
で計測される場合もあります。 


1C - Industry Canada -米国の FCC と同様、電子装置からの放射を規制するカナダの規制団巧です。 


1C — integrated drc 山 t (集積回路)ーコンピュータ、才ーデイオ、およびビデホ装置用に製造された、何百万もの極小電子コンポーネントが搭載されている半導体ウェーハーまたはチップです。 


IDE - integrated device electronics - ハードドライブまたは CD ドライブにコントローラが内蔵されている大容量ストレージデバイス用のインタ フエー スです。 


IEEE 1394 - Institute of Electrical and Electronics Engineers , Inc . - コン ピュータにデジタルカメラや DVD プレーヤーなどの 、 IEEE 1394互換デバイスを接続するのじ使用される 
高性能シリアルバスです。 


I/O - input / output (入出力）ーコンピュータにデータを乂力したり、コンピュータからデータを出力したりする動巧またはデバイスです。キーボードやプリンタは I / O デバイスです。 


I/O アドレスー 特定のデバイス(シリアルコネクタ、パラレルコネクタ、または拡張スロットなど)に関連する RAM のアドレスで、マイクロプロセッサがデバイスと通信できるようにします。 


IRQ - interrupt request (割り込み要求）ーデバイスがマイクロプロセッサと通信できるように、特定のデバイスに割り当てられた電子的経路です。すべてのデバイス接統に IRQ を割り当てる必 
要があります。2つのデバイスに同じ IRQ を割り当てることはできますが、両方のデバイスを同時に動作させることはできません。 


ISP — Internet service provider (インターネットサービスプロバイダ）ーホストサー/く一へのアクセスを可能にし、インターネットへの直接巧続、 E - メールの送受信、およびウェブサイトへのアクセ 
スなどのサービスを提供する会社です。通常、 ISP はソフトウェアのパッケージ、ユーザーを、およびアクセス用の電話番号をちお（ち化い)で提供します。 


K 


Kb — キロピットーデータの単位です。1 Kb は1,024ビットです。メモリ集積回路の容量の単位です。 


KB — キロバイトーデータの単位です。1 KB は1,024バイトです。または、1,000バイトとすることもあります。 


kHz — キロへルツー周ぶ数の単位です。1 kHz は1,000 Hz です。 


L 


LAN - local area network -巧い範囲にわたるコンピュータネットワークです。 LAN は通常、1棟の建物内や隣接する2、3巧の建物内に限定されます。 LAN は電話回線や電波を使って他の 
離れた LAN と接続し、 WAN (ワイドエリアネットワーク)を構巧できます。 


LCD — liquid crystal display (巧晶ディスプレイ）ーノートブックコンピュータのディスプレイやフラットパネルのディスプレイじ用いられる巧術でず。 


LED - light-emitting diode (発光ダイホード）ーコンピユータのステータスを示す光を発する電子コンポーネントです。 





LPT - line print terminal - プリンタや他のパラレルデバイスへのパラレル接続の指定です。 


M 


Mb — メガビットーメモリチップ容量の単位です。1 Mb は1,024 Kb です。 


MB - メガバイトーデータの単位です。1 MB は1,048,576バイトです。または1,024 KB を表します。ハードドライブの記憶領域容量を示す場合に、1,000,000バイトに切り捨てられてき示さ 
れることもあります。 


Mbps - メガビット/お 一 1,000,000ビット/抄です。通常、ネットワークやモデムなどのデータお送速度の計測単位に使巧します。 


MB/sec — メガバイト/抄一1,000,000バイト/抄です。通常、データの転送速度の計測単位じほ用します。 


MHz — メガヘルツー周ぶ数の単位です。1,000,000サイクル/抄です。通常、コンピュータのマイクロプロセッサ、バス、インタフエースの処理速度は MHz 単位で計測されます。 


ms — ミリ抄一1000分の1抄に相当する時間のを位です。ストレージデバイスなどのアクセス速度の計測に使用します。 


N 


NIC - ネットワークアダプタ をを鹿してください。 


ns — ナノが、一10億分の1巧に巧当する時間の単位です。 


NVRAM - nonvolatile random access memory (不揮発性ランダムアクセスメモリ）ーコンピユータの電源が切られたり、か部電源が停止したりした場合にデータを保存するメモリの一種で 
す。 NVRAM は、日付、時刻、およびお客様が設定できるその他のセットアップホブシヨンなどのコンピュータ設定情報を維持するのに利用されます。 


P 


PC 力ードー PCMCIA 規樹こ準拠している取りかし可能な I/O 力ードです。 PC 力ードの一般めなものに、モデムやネットワークアダプタがあります。 


P 口一 peripheral component interconnect - PCI は、32ビットおよび64ビットのデータ経路をサポートする口ーカルバスで、マイクロプロセッサとビデオ、を種ドライブ、ネットワークなどの 
デバイス間に高まデータ経路を提供します。 


PCMCIA — Personal Computer Memory Card International Association — PC 力ードの規格を協議する国際め組織です。 


PIN - personal identification number (個人識別ま号）ーコンピュータネットワークやその他のま全が保譲されているシステムへの不正なアクセスを防ぐためじ使用される一連の数字や文字 
です。 


PIO - programmed input/output - データパスの一部にマイクロプロセッサを経をした2つのデバイス間のデータま云送方まです。 


POST - power-on self-test (電源巧入時の自己テスト）一 BIOS が自動的に口ードする該断プログラムです。メモリ、ハードドライ义およびビデオなどのコンピュータのち要コンポーネントに基 
本めなテストを実行します。 POST で問題が検出されなかった場合、コンピュータは起動を続行します。 


PS /2 - personal system /2 - PS /2 互換のキーボード、マウス、またはキーパッドを接統するコネクタでず。 






PXE — pre-boot execution environment — WfM (Wired for Management ) 標準で、オペレーティングシステムがないネットワークコンピュータを設定し、リモートで起動できるようにしま 
す。 


R 

RAID - redundant array of independent disks - 2 台な上のドライブが一絳に動作して、性能を向上させたり耐故障性を提供するシステムでず。 RAID ドライブは通常、サーバーや高な能 
PC で使巧されます。 

贾もよく使用される RAID レベルは、0、し日、10、日〇です。 

RAM - random-access memory -プログラムの命令やデータを保存するコンピュータの主要な一時記憶領域です。 RAM に巧巧されている情報は、コンピュータをシャットダウンすると失われま 
す。 


readme ファイルー ソフトウェアのパッケージまたはハードウエア製亂こホ巧されているテキストファイルです。通常、 readme ファイルには、インストール手 I お、新し〈付け加えられた機能の説明、 
マニュアルに記載されていない修正などが記載されています。 


RFI - radio frequency interference (お線電波摩害）一10 kHz から100,000 MHz までの範囲の通常の巧線周ぶ数で発生する障害です。お線周ぶは電恼面波数帯域のほ域に属し、ホ 
外線や光などの高周ミ皮よりも垣害を起こしやすい傾向があります。 


ROM - read-only memory (読み取り專用メモリ）ーコンピュータが削除したり書き込みできないデータやプログラムを保存するメモリです。 RAM と異なり、 ROM はコンピュータの電源が切れても 
内容を保持します。コンピュータの動作に不可义のプログラムで ROM に常なしているものがし、くつかあります。 


RPM - revolutions per minute -1分間に発生する回転数です。ハードドライブ速度の計測に使用します。 


RTC - real time clock -システム基板上じあるバッテリーで動〈時計で、コンピュータの電源を切ったをも、日付と時刻を保持します。 


RTCRST - real-time clock reset -し、<つかのコンピュータに搭載されているシステム基板上のジャンパで、問題がを生した場合のトラブルシューティングに利用できまず。 


S 


S ビデオ TV 出力ー テレビまたはデジタルホーディホデバイスをコンピュータに接続するためにほわれるコネクタです。 


SDRAM — synchronous dynamic random-access memory (同期ダイナミックランダムアクセスメモリ）一 DRAM のタイプで、マイクロプロセッサの最適クロックま度と同期化されています。 


S/PDIF — Sony/Philips Digital Interface -ファイルの質がほ下する可能性があるアナログ化式に変換せずに、1つのファイルから别のファイルに才ーディオを転送できるホーディオ転送用フ 
アイルフホーマットです。 

SVGA - super-video graphics array - ビデオカードとコントローラ巧のビデオ標準規格です。 SVGA の通常のお像度は800 x 600および1024 x 768です。 

ブ□グラムが表示するを数とが像度は、コンピュータに取り付けられてし、るモニター、ビデオコントローラとドライバ、およびビデオメモリの容量によって異なりまず。 

SXGA - super-extended graphics array - 1280 x 1024までの解像度をサボートするビデホカードやコントローラのビデオ標準です。 


SXGA+ — super-extended graphics array plus — 1400 x 1050までの解像度をサポートするビデホカードやコントローラのビデオ標準です。 


T 





TAPI — telephony application programming interface —音声、データ、ファックス、ビデホなどのを種テレフホニーデバイスを Windows のプログラムで巧用できるようにするインタフェー 
スです。 


U 


UPS — uninterruptible power supply (無停電電源装置）一電気のな障害が起きた場合や、電圧レベルがほ下した場合に使用されるバックアップ電源です。 UPS を設置すると、電源が切れた 
場合でも限られた時間コンピュータは動作することができます。通常、 UPS システムは、過電流を抑え電圧を調整します。小型の UPS システムで数分間電力を供給するので、コンピュータをシャットダ 
ウンすることが可能です。 


USB - universal serial bus - USB 互換キーボード、マウス、ジョイスティック、スキャナー、スピーカー、ブリンタ、ブロードバンドデバイス （ DSL およびケーブルモデム）、撮像装置、またはストレ 
-ジデバイスなどのほ速デバイス巧ハードウエアインタフエースです。コンピュータの4ピンソケットカ、コンピュータに接続されたマルチポートハブに直接デバイスを接続します。 USB デバイスは、コンピ 
ュータの電源が入っていても接続したり取りがしたりずることができます。また、デイジーチェーン型に接続することもできます。 


UTP - unshielded twisted pair (シールドなしツイストペア）一ほとんどの電話回線利巧のネットワークやその化の一部のネットワークで利用されているケーブルの種類です。電礎波障害からな 
塞するためじワイヤのペアに金属裝の被覆をほどこす代わりに、シールドなしのワイヤのペアがねじられています。 


UXGA - ultra extended graphics array - 1600 x 1200 までの解像度をサポートするビデオカードやコントローラのビデオ標準です。 


V 


V — ボルトー電位または起電力の計測単位です。1ボルトは、1アンペアの電流を通ずる抵抗 1 ホームの導線の両端の電位の差です。 


W 


W - ワットー電力の計測単位です。1ワットは1ボルトで流れる1アンペアの電流を指します。 


WHr - ワット時一おおよそのバッテリー容量を示すのに通常利巧される計測単位です。たとえば、66 WHr のバッテリーは66 W の電力を1時間、33 W を2時間供給できます。 


X 

XGA — extended graphics array - 1024 x 768 までの解像度をサポートするビデオカードやコントローラのビデホ標準です。 


Z 


ZIF - zero insertion force -コンピュータ于ップまたはソケットのどちらにもまった<力を加えないで、チップを取り巧けまたは取りタルできる、ソケットやコネクタの一種です。 


Zip - 般めなデータの圧縮フォーマットです。 Zip フォーマットで圧縮されているファイルを Zip ファイルといい、通常、ファイルちの拡張子が .zip となります。特別な Zip ファイルに自己解法型フ 

アイルがあり、ファイルちの扼張子は .exe となります。自己解法型ファイルは、ファイルをダブルクリックするだけで自動的に解まできまず。 


Zip ドライブー Iomega Corporation によって開発された大容量のフロッピードライブで、 Zip ディスクと呼ばれる 3.5 インチのリムーバルディスクを使用します。 Zip ディスクは標準のフロッピー 
ディスクよりもやや大き<約二倍の厚みがあり、100 MB のデータを保持できます。 








お 


アンチウイルスソフトウェアー お使いのコンピュータからウイルスを見つけ出し、隔離して、除去するように設計されたプログラムです。 


ウイルスー 嫌がらせ、またはコンピユータのデータを破壌する目的で作られたプログラムです。ウイルスプログラムは、ウイルス感染したディスク、インターネットカ、らダウンロードしたソフトウェア、また 
は E - メールの添付ファイルを経由してコンピュータから別のコンピュータへ感染します。ウイルス感染したプログラムを起動すると、プログラムに潜伏したウイルスも起動します。 


-般のなウイルスに、フロッピーディスクのブートセクターに潜伏するブートウイルスがあります。フロッピーディスクを巧入したままコンピュータをシャットダウンすると、次の起動時に、コンピュータはホぺ 
レーテイングシステムを探すためフロッピーディスクのブートセクターにアクセスします。このアクセスでコンピュータがウイルスじ感染します。一度コンピュータがウイルスに惑をすると、ブートウイルス 
は除去されるまで、読み書きされるすべてのフロッピーディスクにウイルスをコピーします。 


エクスプレスサービスコードー デルコンピュータのラベルじ付いている数字のコードです。デルにお問い合わせの瞭は、エクスプレスサービスコードをお伝えくださし、。エクスプレスサービスコードが 
ネリ用できない国もありまず。 


オプティカルドライプー CD 、 DVD 、 または DVD + RW から、光学巧術を使巧してデータを読み書きするドライブです。オプティカルドライブには、 CD ドライブ、 DVD ドライブ、 CD - RW ドライブ、およ 
び CD - RW / DVD コンボドライブがさまれまず。 


か 


力ーソルー キーボード、タッチパッド、またはマウスが次にどこで動作するかを示すディスプレイや画面上の目印でず。通常は点滅する棒線かアンダーライン、または小さな矢印で表示されまず。 


解像まー タ J ンタで E 口刷される画像や、モニターじき示される画像がどの < らい鮮明かとしづ度合です。解像度を高い数値に設定しているほど鮮明です。 


書き込み巧止ー ファイルやメディアに、データの内容をを更不可に設定することです。書き込み保塞を設定しデータを変更または破壌されることのないように保讀します。 3.5 インチのフロッピーディ 
スクじ書き込み保譲を設定する場合、書き込み保譲設定タブをスライドさせて書き込み不可の位置にします。 

巧: 巧 力ードー コンピュータのシステム基板上のお張スロットに装着する電子回路基おで、コンピュータの性能を向上させます。ビデホカード、モデムカード、サウンドカードなどがあります。 

巧 巧 型 PC 力ードー 拡張型 PC 力ードは、取り付けた時に PC 力ードスロットから力ードの端がはみ出てし巧す。 

〇 を 意： コンビュータをなちした y 、 持ち S んだ y する 場合、 化ず巧 巧 型 PC 力ードを巧 y ホしてけこ’さい。 PC 力ードのはみ出しているな分に 衝 g を与えると、システム 基 巧が 提« 
〜 することがあります。 

^ メモ： お巧いのコンピュータに PC 力ードコネクタが2つ忖いてし、る場合、拡張型 PC 力ードは、必ず上段の PC 力ードコネクタに取り讯ナてくださし、。 

巧 巧 スロットー 拡張力ードを挿入してシステムバスに接続する、システム基板上(コンピュータによって勇なる場合もあります）のコネクタです。 

招: 巧 ディスプレイモードー おないのディスブレイのお張として、2台目のモニターを巧えるようにするディスブレイの記をです。 デュアルディスブレイモード とも呼ばれます。 

壁巧一 Windows デスクトップの背景となる樓巧や給巧です。壁紙を変更するには Windows コントロールパネルから変更します。 ますこ' 気に入った給巧を読み込んで壁紙を作成することができま 
す。 


ち*!!顧巧ー コンピュータが起動を試みるデバイスの順巧を指定します。 


起齡 CD — コンピュータを起動するのに使用する CD です。ハードドライブが損傷した場合や、コンピュータがウイルスに感染した場合など、起動 CD または起動ディスクが必要じなりますので、常楠 
しておをます 。 『Drivers and Utilities CDj または Resource CD 力{起動 CD でず。 


起動ディスクー コン ピュータを起動するのに使用するディスクです。ハードドライブが損傷した場合や、 コン ピュータがウイルスじ感染した場合など、起動 CD または起動ディスクが必要になりますの 
で、常楠しておきます。 


キャッシュー 特巧な高速ストレージ错構で、メインメモリの予お領域、または巧立した高速ストレージデバイスです。キャッシュは、マイクロプロセッサのホペレーシヨンスピードを巧上させます。 




し 1 キャッシューマイクロプロセッサの内部に設置されているプライマリキャッシュ。 

L 2 キャッシューマイクロプロセッサにか付け、またはマイクロプロセッサアーキテクチャに組み込まれたセカンダリキャシュ。 

ホ止が巧モードー メモリ巧のすべてをハードドライブ上のそお領域に保巧してからコンピュータの電源を切る、省電カモードです。コンピュータを再起動すると、ハードドライブに保存されているメモリ 
情報が自動的に復元されます。 


グラフィックモード ー X 水平ピクセル数 x y 垂直ピクセル数 X 心を数できされるビデオモードです。グラフィックモードは、どんなおやフォントも表現できます。 


クロックをまー システムバスじ接続されているコンピュータコンポーネントがどの〈らいのまさで動作するかを示す、 MHz で示される速度です。 


田巧ぶ巧 R 巧書一 物品をみ国に一時側こ持ち込むことを許可する国隐通お巧文書です。 商品パスポート とも呼ばれます。 


コントローラー マイクロプロセッサとメモリ間、またはマイクロプロセッサとデバイス間のデータお送を制御するチップです。 


コントロールバネルー 画面設定などのオペレーティングシステムやハードウエアの設定を変更するための Windows ユーティリテイです。 


さ 

サージプロテクター コンセントを介してコンピュータに影響をちえる電圧変動届などの原因で)から、コンピュータを保譲します。サージプロテクタは、落雷や通常の AC ライン電圧レベルが20 〇/〇レ : i 
上ほ下する電圧変動による停電からはコンピュータを巧譲することはできません。 

ネットワーク接結はサージプロテクタでは巧塞できません。雷雨時は、必ずネットワークケーブルをネットワークコネクタからかしてください。 

サービスタグー suppoprt.jp.dell.com でデルサポートにアクセスされる際、またはデルのカスタマーサービスやテクニカルサポートにお電話いたピ< 際、お持ちのコンピュータを識别するためのコ 
ンピュータにある/くーコードラべルです。 


システム基巧ー コンピュータに搭載されている主要回路基板です。 マ ザーボード とも呼ばれます。 


システムトレイー 涵ま日箱域 ををおしてください。 


シャットダウンー ウインドウやプログラムを閉じ、オペレーティングシステムを終了して、コンピュータの電源を切るプロセスです。シャットダウンが完了する前にコンピュータの電源を切ると、データを損 
失するをれがありまず。 


ショートカットー 頻繁に使巧ずるプログラム、ファイル、フホルダ、およびドライブにすばや < アクセスできるようにするアイコンです。ショートカットを Windows デスクトップ上に巧巧し、ショートカットア 
イコンをダブルクリックすると、それに巧応ずるフォルダやファイルを検索せずに開〈ことができます。ショートカットアイコンは、ファイルが置かれてし、る場所を変更するわけではありません。ショートカット 
アイコンを削除しても、元のファイルじは何の影譽もありません。また、シヨートカットのアイコンををを要することもできます。 


シヨートカットキ —— 同時に複数のキーを巧してコンピュータを操作します。 キーの組み合わせ とも呼ばれます。 


シリアルコネクター I / O ポートは、コンピュータじハンドへルドデジタルデバイスやデジタルカメラなどのデバイスを接続するためによくほ用されます。 


スキャンディスクー ファイル、フホルダ、およびハードディスク上にエラーがないかどうかを チェック する Microsoft ユーティリテイです。コンピュータの反応が止まって、コンピュータを再起動した隙に 
スキヤンディスクが実行されることがあります。 


スタンバイモードー コンピュータの不必要な動作をシャットダウンして、電力を節電する省電カモードです。 


スマートカードー マイクロプロセッサとメモリチップじ内蔵されている力ードでず。スマートカードは、スマートカード搭載のコンピュータでのユーザー認証に利巧できます。 







ホか#センサ —— ケーブルを続しな<ても、コンピュータとホ外線互換デバイス間のデータ車5送ができるポートです。 


セットアッププログラムー ハードウエアやソフトウェアをインストールしたり設定したりするのに使うプログラムです。 setup . exe または mstall . exe としうプログラムが Windows 用ソフトウェア 
に付属していまず。セットアッププログラムはセットアツブユーティリティとは異なります。 


セットアップユーティリテイー コンピュータのハードウエアと ホ ペレーテイングシステム間のインタフエース機能を持つユーティリテイです。セットアップユーティリテイは BIOS で日時やシステムパスワ 
-ドなどのようなユーザーカ<選択可能なオプションの設定ができます。設定がコンピュータにどのような影響をちえるのか理解できていない場合、このプログラムの設定を変更しなし N でください。 


ソフトウェアー コンピュータフアイルやプログラムなど、電子的じ保存できるものずベてを指します。 


た 


通巧巧巧ー コンピュータの時計、音量調節、およびブ J ンタの状巧など、プログラムやコンピュータの機能に素早〈アクセスできるアイコンが表示されている Windows タスクバーの領域です。システ 
ムトレイとも呼ばれます。 


ディスクのストライピングー 複数のディスクドライブにまたがってデータを分散させる巧術です。ディスクのストライピングは、ディスクストレージからデータを取り出す動作を高速化します。通常、ディ 
スクのストライピングを利用しているコンピュータではユーザーがデータユニットサイズまたはストライプ幅を選ぶことができます。 


テキストエディタ - たとえば、 Windows のメモ曠など、テキストファイルを作成および編集するためのアプリケーシヨンプログラムです。テキストエディターには通常、ワードラップやフオーマット 

ヴンダーラインのホプシヨンやフォントの変換など）の機能はありません。 


デバイスー ディスクドライ义プリンタ、キーボードなどコンピュータに内蔵またはか付けされたハードウエアです。 


デバイスドライバー ドライバを参照してください。 


デュアルデイスプレイモードー お使いのディスプレイのお張として、2台目のモニターを巧えるよう[こするディスプレイの設定です。 お張ディスプレイモード とも呼ばれます。 


ドッキングデバイスー APR を参照して〈ださい。 


ドメインー ネットワーク上のコンピュータ、プログラム、およびデバイスのグルーブで、特定のユーザーグループによって使用される共通のルールと手順のある単位として管理されます。ユーザーは、ド 
メインにログホンしてリソース への アクセスを取得しまず。 


ドライバー プリンタなどのデバイスカ《、オペレーティングシステムに制御されるようにするためのソフトウェアです。多くのデバイスは、コンピュータに正しいドライバがインストールされていない場合、正 
常に動作しません。 


トラベルモジュールー ノートブックコンピュータの重量を減らすために、モジュールベイの中に設置できるよう設計されているプラスチック製のデバイスです。 


な 


内蔵一 通常、コンピュータのシステム基板上に物理的に搭載されているコンポーネントを指します。 ビルトイン とも呼ばれます。 


ネットワークアダプター ネットワーク機能を提供するチップです。コンピュータのシステム基概こネットワークアダプタが巧蔵されていたり、アダプタが内蔵されている PC カードもあります。ネットワー 
クアダプタは 、 N に (ネットワークインタ フエー スコントローラ)とも呼ばれます。 


は 









パーテイシヨンー ハードドライブ上の物理ストレージ領域です。1つな上の論理ストレージ領域(論理ドライブ)に割り当てられます。それぞれのパーテイシヨンは複数の論理ドライブを持つことができ 
ます。 


ハードドライブー ハードディスクのデータを読み書きするドライブです。ハードドライブとハードディスクは同じ意巧としてどちらかがほわれています。 


バイトー コンピュータで使われる基本的なデータ単位です。1バイトは8ビットです。 


バスー コンピュータのコンポーネント間で情報を通信する経路です。 


バス ままー バスがどの〈らいの速さで情巧を車5送できるかを示す、 MHz で示される速度です。 


バックアップー フロッピーディスク、 CD 、 またはハードドライブなどにプログラムやデータをコピーすることをバックアップといいます。不測の事態に楠えて、定期的にハードドライブ上のデータフアイル 
のバックアップを取ることをお勧めします。 


バッテリ - ノートブックコンピュータカ《 AC アダプタおよびコンセントに接続されていない時に、コンピュータを動作させるために使われる内蔵の電源です。 


バッテリーの#ホー ノートブックコンピュータのバッテリーが、消巧と再巧電を繰り返すことのできる期間（年数)です。 


バッテリ ー B 動時曲ー ノートブック コン ピュータのバッテリーカ 《コン ピュータに電源を供給する間、ホ電量を錐持できる時間（分または時間数)です。 


パラレルコネクター I / O ポートは.パラレルプリンタを コン ピュータじ培結する場合などじ巧巧されます。 LPT ポート とも呼ばれます。 


ヒートシンクー 放熱を助けるマイクロプロセッサに付属する金属キ反です。 


ビクセルー ディスプレイ画面のシングルポイントです。ピクセルが縦と横に並び、イメージを作ります。ビデオの解像度 （800 X 600など)は、上下左ちに化ぶピクセルの数で表します。 


ビットー コンピュータが認識するデータの最小単位です。 


ビデホ解なを一 解像度 を参照してくださし、。 


ビデホ コントローラー お使いのコンピュータに(モニターの組み合わせにおいて)ビデホ機能を提供するビデオカードまたは（内蔵ビデオコントローラ搭載のコンピュータの）システム基キ反の回路です。 


ビデオメモリー ビデオ機能専巧のメモリチップで構成されるメモリです。通常、ビデホメモリはシステムメモリよりも高速です。取リイ寸けられているビデホメモリの量ホ、主にプログラムが表示できるを数 
に影響をちえます。 


ビデホモードー テキストやグラフィックスをモニターにき示するおのモードです。グラフィックスをべースじしたソフトウェア （ Windows ホペレーティングシステムなど）は、 x 水平ピクセル数 x y 垂直 
ピクセル数 X Z を数できされるビデホモードでき示されます。文字をベースにしたソフトウェア斤キストエディターなど）は、 K 列 X y 巧の文字数で表されるビデオモードでき示されます。 


フオルダー ディスクやドライブ上のファイルを整頓したリグループ化したりするスぺースを表す用語です。フォルダ中のファイルは、を前や日付やサイズなどの順番で表示できます。 


フオーマットー ファイルを巧巧するためにドライブやディスクをを搞する工程のことです。ドライブまたはディスクをフォーマットするとデータはすべて消失します。 


プラグアンドプレイー コンピユータがデバイスを自動めに設定できる機能です。 BIOS 、 オペレーティングシステム、およびすベてのデバイスがプラグアンドプレイ対応の場合、プラグアンドプレイは、自 
動インストール、設定、既存のハードウ1アとの互換性を提供します。 



プログラムー 表計算ソフト、ワープロソフト、データベースソフト、ゲームソフトなどデータ処理をするソフトウェアでず。これらのプログラムは、オペレーティングシステムの実行を必要とします。 


フロッピードライブー フロッピーディスクにデータを読み書きできるディスクドライブでず。 


ヘルプファイルー 製品の説明やを種手順を記したファイルです。ヘルブファイルの中には 、 Microsoft Word の『ヘルプ J のように特定のプログラムじ適巧されるものがあります。他にも単巧で参目,召 
できるヘルプファイルもあります。通常、ヘルプファイルのお張子は、 .hip または .chm です。 


ま 


マイクロプロセッサー コンピュータ内部で中む的に演算を行うチップです。マイクロプロセッサは、プロセッサや CPU (中央演算化理装置）とも呼ばれます。 


マウスー 画面上の力ーソルを移動させるポインティングデバイスです。通常は、マウスを硬くて平らな面で動かし、画面上の力ーソルやポインタを移動します。 


メモリー コンピュータ巧部にある、一時のにデータを保存する領域です。メモリにあるデータは一時的に格納されているだけなので、作業中は時々ファイルを保巧するようお割めします。また、コンピュ 
-夕をシャットダウンする時もファイルを保存してください。コンピュータのメモリじは、 RAM 、 ROM 、 およびビデオメモリなど何種類かあります。通常、メモリというと RAM メモリを巧します。 


メモリアドレスー データを一時的に RAM に保巧する持定の場巧です。 


メモリマッピングー スタートアップ谢こ、コンピュータが物理的な場祈こメモリアドレスを割り当てる工程です。デバイスとソフトウェアカ《、マイクロプロセッサがアクセスできる情報を識别できるようにな 
ります。 


メモリモジュールー システムさキ反に接続されている、メモリチップを搭載した小型回路さキ反です。 


モジュールベイー オプティカルドライ义セカンドバッテリー、または Dell TravelLiteTM モジュールなどのようなデバイスをサポートするベイです。 


モデムー アナログ電話回線を介して他のコンピュータと通信するためのデバイスです。モデムにま、か付けモデム、 PC カード、および巧蔵モデムの3種類があります。通常、モデムはインターネット 
への接続や E - メールの交換に使用されます。 


モニタ —— 高解像度のテレビのようなデバイスで、コンピュータの出力をき示します。 


や 

K み巧 y 専用一 表示することはできますが、編集したり削除したりすることができなしげータやファイルでず。次のような場合にファイルを読み取り専用に設定できます。 
I フロッピーディスク、 CD 、 または DVD を書き込み防止に設定している場合 

I ファイルカ;ネットワーク上のディレクトリじあり、システム管理者がアクセス権限に特定の個人だけを許可している場合 


ら 


リフレッシュレートー 画面上のビデオイメージが再描画される周ぶ数です。単位は、 Hz で、このリフレッシュレートの周ぶ数で画面の水平走査線(または垂直園進 M ) が巧描画されます。リフレッシュ 
レートが高いほど、ビデホのちらつきが少なく見えます。 


口ーカルバスー デバイスにマイクロプロセッサへの高速スループットを提供するデータバスです。 
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キーボードとタッチパッドの使い方 

Dell ™ LatitudeTM D 600 システムユーザーズガイド 

♦ テン キー パッド 
♦ キーボードシヨートカット 
♦ タッチパッド 
♦ トラックスティック 

♦ タッチパッドおよびトラックステ ィ：^ のカスタマイズ 


テンキーパッド 



メモ： か付けのキーボードまたはキーパッドをコンピュータに接続すると、コンピュータのキーパッドは無巧になります。 

テンキーパッドは、外付けキーボードのテンキーパッドの機能と同じように使巧できます。キーパッドのをキーは、複数の锁能があります。キーパッドの数字と記号文字は、キーパッドキーの右側に青色 
で記されています。数字または記号を入力するじは、キーパッドをち巧にし、 < Fn > を押したまま、ごを望のキーを押します。 

I キーパッドをち効にするロホ 、 <Num Lk > を押します。@が点灯して、キーパッドがち効になってし巧ことが示されます。 

I キーパッドを無効じするロホ、もう一度 <Num Lk > を巧します。 


キーボードシヨートカット 
システム機能 


< Ctrl >< Shift >< Esc > 

Windows タスクマネージャウィンドウが開きます。 

<Num Lk > 

テンキーパッドを有効または無なにします(外付けキーボードのみ）。 

< Fn><Num Lk > 

Scroll い ck 裸能をち効またはお巧にします。 


バツ了、）— 


< Fn >< F 3> 

Dpll™OuirkSpt バ’ソテ U メー 々一を 亲示 1 ，ます. 



CD または DVD トレイ 

















トレイをドライブから取り出します。 

< Fn >< F 10> 

ディスプレイ関連 


< Fn >< F 8> 

画面モードの表示を次の顺に切り替えます。巧蔵ディスプレイのみ、内窗ディスブレイとか付け CRT モニターの同時き示、または外付け CRT モニターのみ、内蔵ディス 
プレイと外付け DVI モニターの同時き示、または外付け DVI モニターのみ。 

< Fn > +上矢印キー 

内蔵ディスプレイの輝度を上げますけ1■付けモニターには適届されません)。 

< Fn > +下矢印キー 

巧蔵ディスブレイの輝度を下げまず（か付けモニターには適用されません)。 


おお通信（ワイヤレスネットワークおよび Bluetooth ™ を含む) 


ワイヤレスネットワークおよび Bluetooth をきわ.無が通信を有効または無効にします。 

< Fn >< F 2> 


電力の管理 


選巧した省電カモードを起動します。 電巧オプションのプロパティ ウィンドウの 技か》 ホ タブ で シヨートカットキーホ話をできます。 

< Fn >< Esc > 


スピーカー関連 

スピーカーから何も聞こえない場合は、 < Fn >< End > を巧して、ボリュームを調節します。 


< Fn><Page Up > 

内蔵スピーカーと列■付けスピーカーけき結されている場合）の音量を上げます。 

< Fn><Paae Down > 

内蔵スピーカーとが付けスピーカーけき結されている場合）の音量を下げます。 

< Fn >< End > 

内蔵スピーカーとか付けスピーカー(描隔されてしぶ場合)を有効または無効にします。 


Microsoft ⑥ Windows ⑥ロゴキー揉作 


Windows ロゴキ ー + < M > 

すべてのウィンドウを最小化します。 

Windows ロゴキ ー + < Shift >< M > 

すべてのウィンドウを最大化します。 

Windows ロゴキ ー + < E > 

Windows エクスプローラが開きます。 

Windows ロゴキ ー + < R > 

ファイルちを指をしてち 行ダィアログボックスが開きます。 

Windows ロゴキ ー + < F > 

巧ホちま ダィアログボックスが開きます。 

Windows ロゴキ ー + < Ctrl >< F > 

巧索ち果ー コン ピユータ ダィアログボックスが開きます(ネットワークに接続してしぶ場合）。 

Windows ロゴキ ー + < Pause > 

システムのブロパティダイアログボックスが開きます。 


文字の表示間隔など、キーボードの動作を調整するには、コントロールパネルを使って プリンタとその化のハードウ エア をクリックして、 キーボード をクリックするか ( Windows XP ) または、キー 
ポードア イコンをダブルクリックして （ Windows 200 0 ) 設定ホ調替します。 



























タッチパッド 


タッチパッドは、指の圧力と動きをおそ日して画面の力ーソルを動かします。マウスの健能と同じようじ、タッチパッドとタッチパッドボタンを使うことができます。 



1 

タッチパッド 

2 

トラックスティックボタン/タッチパッドボタン 


I カーソルを動かすには、タッチパッド上でそつと指をスライドします。 

I オブジェクトを選巧するロホ、タッチパッドの表面を程く1回たたくか、または親指で左のトラックスティックボタンを押します。 

I ホブジェクトを選巧して移動(またはドラッグ)するじは、選巧したいホブジェクりこ力ーソルを合わせてタッチパッドを2回たたきます。2回目にたたいたときにタッチパッドから指を離さずじ、その 
ままタッ于パッドのき面で指をスライドしてオブジェクトを移動させます。 

I オブジェクトをダブルクリックするには、オブジェクトじ力ーソルを合わせてタッチパッドを2回たた<か、または親指で左のタッチパッドボタンを2回巧します。 


トラックスティック 


トラックスティックは、指の圧力と動きを埃巧して画面の力ーソルを動かしまず。マウスの磯能と同じように、トラックスティックとトラックスティックボタンを使用します。 











1 

トラックスティック 

2 

トラックスティックボタン/タッチパ 
ッドボタン 


I 力ーソルを動かすには、トラックスティックを巧します。力ーソルを画面の上下に動かすじは、トラックスティックを巧し上げたり巧し下げたりします。力ーソルを画面のちちに動かすには、トラック 
スティックをちまたはちに巧します。 

I オブジェクトを選がするには、トラックスティックを軽く1回たた〈か、または親指で左のトラックスティックボタンを巧します。 

I ホブジェクトを選巧して移動(またはドラッグ)するには、選巧したいホブジェクトの上に力ーソルを移動します。奶こ、親指で左のトラックスティックボタンを巧したままじします。トラックスティックボ 
タンを押さえながら、トラックスティックを押してオブジェクトを目的の位置まで移動させます。 

Iオブジェクトをダブルクリックするには、カーソルをオブジェクトの上に移動して、トラックスティックを轻< 2回たた<か、親指を使ってちのトラックスティックボタンを2回押します。 


タッチパッドおよびトラックスティックのカスタマイズ 

マウスのプロパティウィンドウを使って、タッチパッドおよびトラックスティックを無础こしたり、設定を調節したりできます。 

1. Windows XP の場合 、 コントロール パネル を 開いて、プリンタとその化の"ードウエアをクリックし、マウスをクリックしまず。 

Windows 2000の場合 、コントロールパネルを開いてマウスアイコンをダブルクリックします。 

2. マウスのプロバテイウィンドウでは、 W 下のことができまず。 

I デバイスの 迅が タブをクリックして、スティック、スティックと/《ッド、またはバッドのみを選がします。 

I タッチパッドタブをクリックしてタッチパッドの設定を調節したり、スティックタブをクリックしてトラックスティックの設定を調節したりします。 

3. 希望の設定を選巧して、適田をクリックします。 

4. OK をクリックし、設定をお巧して、ウィンドウを閉じます。 

トラックスティックキャップの取り替え 


お使いのコンピュータじは、予楠のトラックスティックキャッブが付いてし、ます。トラックスティックキャップは長期の使用で磨おした場合、取り替える必要があります。 












1. トラックスティックからキャップを取り外します。 

2. 新しいキャップを四角いトラックスティック軸に合わせ、慎重に軸にかぶせます。 

3. トラックスティックを動かして、キャップが正し <装着されているか確設します。 
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パスワードについて 

Dell ™ LatitudeTM D 600 システム ューザーズ ガイド 

♦ パスワードについて 
♦ プライマリパスワードの巧い方 
♦ システム皆理者パスワードの巧いホ 

♦ ドドライブパスワードの使い方 
♦ 管理タグの害 M 当て 


パスワードについて 


& メモ： ご購入時には、パスワードは設定されていません。 


プライマリパスワードは、巧巧を許可されていないユーザーによるコンピュータの起動を防ぐことができまず。プライマリパスワードの代わりに、システム管理者パスワードを使用することもできます。ドラ 
イブが別のコンピュータ I こ取リイ寸けられている場合でも、ハードドライブパスワードを設定すると、使用を許可されていないユーザーのデータへのアクセスができなくなります。 


。 メモ： デルから Del|TM Latitude "'" D シリーズノートブックコンピュータで使用するハードドライブを購入された場合にのみ、ハードドライブパスワード磯能を使用できます。 

〇 ホ意： パスワードは、コンビュータやハードドライブのデータに巧して亩度なセキュリティ»化を巧巧します。ただし、この機化だけでは万をではあ y ません。データのセキュリテ 
W イをより巧実なものにするためには、 スマー トカード . データち号化プログラム、または巧号化檐おのかいた PC カードなどを巧って、ユーザー自みが巧證おををを化する化要 
がありまず。 


パスワードを忘れてしまった場合、システム管理をじ尋ねる力、、デル I こお巧い合わせください。その際、使巧を許可されていないユーザーによる不正使用を防ぐため、デルのテクニカルサポート担当を 
はお客梯力{コンピュータの巧ち者であるかどう力、を確認します。 


レ: TF の表に、お使いのコンピュータで利用可能なパスワードの種穎と機能につして示します。 


パ スワードの«巧 

機化 

プライマリ 

1巧 ffl を許可されてし、ないユーザーのアクセスからコンピュータをな譲します。 

システム管理者 

1コンピュータを修理または再設定ずるシステム管理ままたはほ術をがアクセスします。 

1システムパスワードによってシステムへのアクセスを制限できるのと同巧に、セットアップユーティリティへのアクセスも制限できます。 

1プライマリパスワードの代わりに使用することもできます。 

ドドライブ 

1巧用を許可されてしぶいユーザーのアクセスからハードドライブまたは巧部の M- ドドライブ(巧用してしぶ場合）のデータを巧證するために巧巧します。 


プライマリパスワードの使い方 


プライマリパスワードは、巧巧を許可されていないユーザーのアクセスからコンピユータを保譲ずるためじ巧巧します。 

プライマリパスワードを設定すると、コンピユータの電源を入れるたびにパスワードを入力する必裏があります。パスワードを設定した後にコンピユータを起動すると、巧のようなメッセージが毎回表示され 
ます。 

Please type in the primary or administrator password and press <Enter> . (プライマリまたは管理者パスワードを入力して、 < Enter > を巧して〈ださし、。） 

操作を続けるには、パスワード(昂大8文字)を入力します。 

2分な巧じパスワードを入力しないと、自動的に直前の巧態に房ります。 

システム管理者パスワードが設定されている場合は、プライマリパスワードの巧わりじほ用することもできます。通常、コンピユータ画面でシステム管理者パスワードの入力は必要ありません。 
















Q を意： システム管理をパスワードを無巧にすると、同時にプライマリパスワードも無巧になります。 


システム管理をパスワードの使い方 


システム管理をパスワードは、コンピュータを修理または再設定するシステム管理をまたはサービスな術者のためのものです。システム管理者やな術をが複数のコンピュータに同一のシステム管理を 
パスワードをき録ずると、ユーザーはプライマリパスワードを設定することができます。 


システム管理をパスワードを設定すると、セットアツブユーティリティの Configure Setup オプションが有効じなります 。 Confiaure Setup ホブシヨンでは、プライマリパスワードによってシステム 
へのアクセスを制限できるのと同巧に、セットアツブユーティリティへのアクセスも制限できます。 


システム管理をパスワードは、プライマリパスワードの代わりに巧巧することもできます。プライマリパスワードの入力を求められた場合、常にシステム管理をパスワードで代用できます。 

^ メモ： システム管理をパスワードを使ってコンピュータへのアクセスはできますが、ハードドライブパスワードが設定されてし、る場合、/\-ドドライブへのアクセスはできません。 

システム管理をパスワードを設定せずに、プライマリパスワードを忘れてしまった場合、また両方のパスワードを設定して、どちらも忘れてしまった場合は、システム管理者に尋ねるか、デルにお問い合 
わせください。 

^ を意： システム管理者バスワードを巧巧にすると、同時にプライマリバスワードも巧かじな y ます。 

ハードドライブパスワードの使いち 

ハードドライブパスワードは、使用を許可されていないユーザーのアクセスからハードドライブ上のデータを保護するために使用します。か付けハードドライブをご使巧の場合、そのドライブじプライマリ 
ハードドライブと同じ、または異なるパスワードを設定することもできます。 


ハードドライブパスワードを設定すると、コンピュータの電源を入れるたびにパスワードを入力する必要があります。またスタンバイモードから通常の動作状態に復掃する隐にも、必ず入力する必要があ 
ります。 

ハードドライブパスワードをち効にした場合、コンピュータを起動するたびに巧のようなメッセージがち回き示されます。 


Please type in the hard-disk drive password and press < Enter >. ( ハードディスクドライブパスワードを入力して、 < Enter > を押してくださし、。） 


操巧を続けるロホ、パスワード(最大8义字)を入力します。直前の状態に房る口ま、 < ESC > を巧しまず。 


2分 la 巧にパスワードを入力しないと、自動めに直前の状態に戻ります。 


パスワードを間違えると、次のメッセージがき示されます。 


Invalid password 
[Press Enter to retrv ] 

(お巧なパスワードです [Enter を巧して再度入力してください]) 


パスワードが3回む巧に正しく入力されないと、セットアップユーティリティの Boot First Device の一賣で設定している次のデバイスからの起動を試みます 。 Boot First Device の一黄に化の 
デバイスがない場合、コンピュータは電源を入れたときの状態に戻ります。 


ハードドライブパスワード、か付けハードドライブパスワード、およびプライマリパスワードが同じ場合、プライマリパスワードの入力だけが求められます。ハードドライブパスワードがブライマリパスワード 
と異なる場合、両方のパスワードの入力が求められます。2つのパスワードを別々に設定ずることで、セキュリティをさらに強化することができます。 


& メモ： システム管理をパスワードを使ってコンピュータへのアクセスはできますが、ハードドライブパスワードが設定されている場合、ハードドライブへのアクセスはできません。 


管理タグの割り当て 


管理タグ設定ユーティリティを使用して、コンピュータじ割り当てられた管理タグを入力できます。管理タグを入力すると、セットアップユーティリティ画面にタグが表示されまず。 





管理タグ設定ユーティリティを使うと、システムのログホン画面で、プライマリパスワードプロンプトと共に所有者タグを入力することもできます。 
b メモ： お巧いのコンピュータの 『Drivers and 山 ilities CDJ は、起動 CD です。 

既存の管理タグとサービスタグの表示 

1. 起動フロッピーディスクまたは CD を使って、コンピュータを起動します。 

2. Cd c ：¥ Dell ¥ Util と入力して < Enter > を巧します。 

3. asset と入力して < Enter > を巧します。 

管理タグ設定ユーティリティ 

管理タヴは最大10文字で、スペースを除く任意ので字の組み合わせがほ巧できます。 

1. 起動フロッピーディスクまたは CD を巧って、コンピュータを起動します。 

2. cd C : ¥ dell ¥ util と入力して < Enter > を押します。 

3. asset と入力し、スぺースを1つ入れてから新しい管理タグを入力し、 < Enter > を巧します。 

たとえば、巧のようにコマンドを入力し、 < Enter > キーを巧します。 

asset 1234$ ABCD & 

4. 管理タグ番号の痛認を求めるブロンプトが表示されたら、 y と入力して < Enter > を押します。 

コンピュータに、新規または変更後の管理タグとサービスタグが表示されます。 

管理タグの削除 

1. 起動フロッピーディスクまたは CD を使って、コンピュータを起動します。 

2. cd C : ¥ deii ¥ utii と入力して < Enter > を押します。 

3. asset / d と入力して < Enter > を巧します。 

所ち者タグの割り当て 

巧ち者タグは最大48文字で、文字のほか致字やスペースも使用できます。 

1. 起動フロッピーディスクまたは CD を巧って、コンピュータを起動します。 

2. cd C : ¥ deii ¥ utii と入力して < Enter > を押します。 

3. asset /〇と入力し、スぺースを1つ入れてから巧しい所有者タグを入力し、 < Enter > を巧します。 

たとえば、次のようにコマンドを入力し、 < Enter > キーを押します。 

asset /〇 ABC Company 

4. 巧ち者タグ番号の確認を求めるプロンプトが表示されたら、 y と入力して < Enter > を押します。 

コンピュータに新しい巧ちをタグが表示されます。 

巧ち者タグの削除 

& メモ： セキュリティのため、プライマリパスワードまたはシステム管理者パスワードが設定されてし、る場合、巧ち者タグを設を、をを、または削除することはできません。 

1. 起動フロッピーディスクまたは CD を使って、コンピュータを起動します。 

2. cd C : ¥ deii ¥ utii と入力して < Enter > を押します。 

3. asset /〇 / d と入力して < Enter > を巧します。 

管理タグオプション 

管理タグオプション（次の表を参照）の1つを使用するには、巧の手順を実斤します。 

1. 起動フロッピーディスクまたは CD を巧って、コンピュータを起動します。 

2. cd C : ¥ dell ¥ util と入力して < Enter > を巧します。 


3. asset と入力して、任意でスぺースを1つ入れてから <Enter> を巧します。 


ち理タグホプシヨン 

お巧 

/d 

管理タグを削除します。 

/〇 owner taa 

新しい巧ちをタグを設定します。 

/〇 /d 

巧ち者タグを削除します。 

/? 

管理タヴ設定ユーティリティのヘルプ固面を表示します。 


目次に戻る 
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PC カードの使い方 

Dell ™ LatitudeTM D 600 システムューザーズガイド 

♦ PC 力ードじついて 

♦ PC 力ードのダミーカード 
• 化張型 PC 力ード 

♦ PC 力ードのおりがけ 

♦ PC カードをたはダミーカードのを i ) 外_し 


PC カードについて 

サポートされている PC 力ードについては、 「壮旌」 を参照してください。 

^ メモ： PC 力ードは、起動デバイスではありません。 

PC 力ードスロットには、タイプ I またはタイプ II 力ード1枚に対応するコネクタが1つあります。 PC 力ードスロットは、力ードバステクノロジおよび拡弓長型 PC 力ードをサボートしています。 PC 力ードの 
「タイプ」とは厚みによる分類で、谜能とは関係ありません。 


PC 力ードのダミーカード 


お使いのコンピュータじは、 PC 力ードスロットじプラスチック製のダミーカードが取り付けられています。ダミーカードは、埃や他の異物から未使用のスロットを保譲します。他のコンピュータのダミーカー 
ドは、 お使いのコンピュータとサイズが合わないことがありますので、スロットじ PC 力ードを取り付けない時のためじダミーカードを巧管しても'きます。 


ダミーカードの巧りみしじつい口ま. rpc 力ードまたはダミーカードの取りがし I ををおしてください。 


拡張型 PC カード 

お張型 PC 力ード(たとえば、ワイヤレスネットワークアダプタ）は標準の PC 力ードより長〈、コンピュータの外測にはみ出しています。お巧型 PC 力ードを使用ずる場合、次のを意事勘こ従って < ださ 
い。 

I 取り付けた力ードのはみ出した部分を保護します。力ードの端をぶつけると、システム基板が損傷する恐れがあります。 

I コンピュータをキャリングケースに入れる場合、必ず拡張型 PC 力ードを取り外してください。 

I お張型カードは、 2 な目の PC カードが取り付けられるようじ、上段の PC カードコネクタに取り付けるようにしてください。 


PC カードの取り付け 

A 警告： コンピュータでこの手)!民を美行する前に、『製品情毎ガイド J のまをにお巧いいただ<ためのを意をよ < R み、指示に従ってくださし、。 

コンピュータの動作中に、 PC 力ードを取り付けることができます。コンピュータは自動的に力ードを検出します。 

通常、 PC カードは、カード上面にスロットへの巧入方向を示す矢印や互角化などが描かれています。カードは一方向にしか挿入できないよ引こ設計されていまず。カードの挿入方向がわからない場合 
は、カー円こ付属のマニュアルを参照してください。 


PC カードを取り付けるには、巧の手順を実行します。 













1. 挿入方向を示す矢印をスロットに向け、力ード上面を上にして持ちます。ラッチを「中に入れた」位置じしてから力ードを挿入します。 

2. PC 力ードコネクタに力ードが完全に収まるまで、力ードをス□ットにスライドします。 

力ードがきちんと入らないときは、無理に力ードを押し这まないで〈ださい。力ードが巧いていないかを確認して再度試してみてください。 



コン ピュータはほとんどの PC 力ードを認識し、自動的に適切なデバイスドライバを口ードします。設定プログラムで製造元のドライバを口ードするようき示されたら、 PC 力ードに付属のフロッピーディスク 
または CD を使用します。 


PC カードまたはダミーカードの取り外し 


〇 ホ意： タスクバーにある、クアイコンをクリックして力ードをち巧し、子の動作を»止してからコンビュータから PC 力ードを巧 y ホします。巧をユーティリティで力ードの曲作を 
停止しないで力ードを巧 y 外すと、データを失う巧れがあ y ます。ケーブルが付いている場合、力ードを巧 y かす房にケーブルそのものを弓 I っぱつて力ードを巧り外さないで < ださ 
い。 


1. 取り出しボタンを}甲しまず。 



1 取り出しボタン 

2. もう一度取 y 出しボタンを押します。 

3. 慎重に PC カードまたはダミーカードを取り外しまず。 



1 取り出しボタン 







スロットじ PC 力ードを取り付けない場合に使用するダミーカードはな管しておきます。ダミーカードは、おや化の異物から未ほ巧のスロットを保護します。 
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電力の管理 

Dell ™ LatitudeTM D 600 システム ューザーズ ガイド 

♦ 電力管理のヒント 
♦ 雷力の售理ウィザード 
♦ 省雷カモード 
♦ 電源オプションのプロパティ 


電力管理のヒント 

& メモ： バッテリー電源の省電力の詳細に閱しては、 「 バッ テリーの巧い方 I をを暖してください。 

I バッテリーの寿命は、巧電される回数によって大きく勇なってきますので.コンピユータはできるだけコンセントに巧続してお使いください。 
I 長時間コンピユータから靜れるときは、コンピユータを スタンバイモード または 化止が能モード じしてください。 

I 省電カモードにするには、ディスプレイを閉にるか、または < Fn >< Esc > を押します。 


I 省電カモードを終了するには、電源ボタンを巧します。 


電力の管理ウィザード 

b メモ： アクセス権が制限されてしぶ場合. ■力の管理ウィザードは 利用できません。 

アイコンをクリックまたはダブルクリックして、 ■力の管理ウィ ザードを開きます。 

ウィザードの畳初の2つの画面、ようこそと■巧の 管 里の 巧 要では、さまざまな電力の管理オプションの説明とを養について紹介しています。 

^ メモ： ■巧の 管理の巧巧 画面で、 今を はこのぺージを 表示 しないを選ぶことができます。このオプションを選ぶと、ようこそ画面も表示されなくなります。 

■力の管埋ウィ ザードのな下の画面をほって、スリープモード、電源設定、バッテリーのお充電警告など、を種の電源管理オプションを設定します。 

スリープモードを設定する 

固面では、スタンバイモードとが止が態モードが定義されています。この画面からむ下のことができます。 

I スタンバイモードのパスワードオプションを設ちします。 

I 化止状態モードを有効または無効にします。 

I ディスプレイを閉じたときのコンピュータのアクションを選巧します。 

〇アクションなしを選おします。 

〇スタンバイモードにします。 

〇 ■! 木止が態モードにします。 

I 電源ボタンを押したときのコンピュータのアクションを選がします。 

〇アクションなしを選おします。 

〇スタンバイモードにします。 

〇休止巧態モードにします。 


〇 Microsoft ® Windows ® オペレーティングシステムをシャットダウンして、コンピュータの電源を切ります。 












o 画面上でューザーに巧示が出されます (必要な揉作)。 


I < Fn >< Esc > を巧したときのコンピュータの反応を選択します。 

〇アクションなしを選巧します。 

〇スタンバイモードにします。 

〇 ■! 木止が態モードにします。 

〇 Microsoft Windows をシャットダウンして、コンピュータの電源を切ります。 

〇画面上でユーザーに巧示が出されます (化巧な巧ホ)。 

電源設定を選択する 

Fj メモ： コンピュータカ《バッテリーで動作している場合、ネットワーク 無 巧電源設定は、ネットワークまたはワイヤレスアクティビティをち効または無細こします。コンピュータカ《コンセントまたはド 
ッキングデバイス I こ接続されている場合、ネットワーク ホ 巧電源設定は、ワイヤレスアクティビティのみ無細こなります。ネットワーク なか の钱能を使うには、 Q 山 ckSetWicrosoft ⑥ 
Windows ® ではな <) の電源設定を巧巧する必要があります。 

この画面で電源設定の選巧、巧成、および編集ができます。また、お客様が作成した電源設定を削除することはできますが、 Del|TM QuickSet の既定の電源設定 (最大 バッテリ、 最大 バフホーマン 
ス、プレゼンテーシヨン、およびネットワーク 無 巧）は削除できません。 

^ ゾモ： QuickSet は、 QuickSet を巧って巧なした電源設定ちの後に、自動的に （ QuickSet ) とし巧単語を忖け加えます。 

すべての QuickSet 電源設定は、画面中央近<のドロップダウンメニューに表示されます。メニュー内のを電源設定は、メニューの下に表示されます。コンピュータがバッテリーで稼動している時の電 
源設定と、コンセントに巧続されている時の電源設定は別々に表示されます。 


電力の管理 ウイザードを利用して、電源設定にディスプレイの輝度レベルを関連付けることができます。强度レベルを設定するには、 Q 山 ckSet を使って輝度レベル電源設定をち効にする必要があり 
ます。 


ディスプレイの輝度、内蔵ネットワークカードアクティビティ、およびワイヤレスアクティビティの機能は、 Microsoft ® Windows ⑥のコントロールバネルの電源設定からはご利用できません。これ 
らの付カロ価値機能を巧巧するには、 QuickSet 電源設定から設定する必要があります。 


^ メモ： 輝度のシヨートカットキーは、お使いのノートブックコンピユータのディスプレイのみに適用します。ノートブックコンピユータじ取り付けられているモニターには影響はありません。コンピユー 
タカ 《 CRT のみのモードじなつているときに輝度レベルを変更しようとした場合、 巧 度メーターは表示されますが、モニターの輝度レベルは変更されません。 


バッテリーアラームとアクションを設定する 


この画面から、バッテリほ下アラームとバッテリ切れアラームをち巧にでき、また蓄告の設定を変更できます。たとえば、バッテリほ下アラームを20 %に設定して、作業中のファイルを保存し、 AC 電源 
に切り替えるよう促したり、バッテリ切れアラームを10 〇/〇に設定して化止状態モードに入るようにしたりできます。この画面からな下のことができます。 

I アラームの通知方まとして、音声とテキストメッセージのどちらかを選がします。 

I アラーム通巧を巧ラ電源レベルを指定します。 

I アラーム通巧があつたときのコンピユータのアクションを選巧します。 

〇アクションなしを選おします。 

〇スタンバイモードにします。 

〇 ■! 木止巧態モードにします。 

〇 Windows をシャットダウンして、コンピユータの電源を切りまず。 

電力の管理ウィザードを完了する 

画面に-お巧いのコンピユータの QuickSet 電顆設を.スリープモード，およびバッテリー置吿設をの册要が表示されます。選おした設をを確認して. ま了 をクリックします。 

QuickSet の詳細に関しては.タスクバーにある ® アイコンをちク I わクして，ヘルプをかわクしてください。 


省電カモード 
スタンバイモード 



スタンバイモードは、あらかじめ設定した一定の時間コンピュータを操作しなし、でお< と(タイムアウト）、ディスプレイとハードドライブの電源を切ることによって電力を節電するモードです。スタンバイモード 
を終了すると、コンピュータはスタンバイモードに入る前と同じ動け状態に房ります。 

〇 を意： スタンバイモードのときに AC ■巧が切れた y バッテリーを巧い切ってしまう i ：、 データを損失する巧れがあ y ます。 

スタンバイモードを起動するには、む下の手順を実行します。 

I Microsoft ® Windows ® XP オペレーティングシステムの場合、スタートボタンをクリックして巧了オプションをクリックしスタンバイをクリックしまず。 

Windows 2000の場合 .スタートボタンをクリックして、シャットダウンをクリックします。次にスタンバイをクリックして、 OK をクリックします。 

または 

I ■巧オプションのプロ/《ティウィンドウの が 細 R を タブ で、 ご自分で設をした電源管理のオプションにない、次のちまの一つを実行します。 

〇ディスプレイを閉じます。 

〇 < Fn >< Esc > を巧します。 

スタンバイモードから通常の動作状態に房るじは. はか》 を タブ で. ご自分で設定したオプション設定に応じて雷漏ボタンを巧すか.またはディスプレイホ開きます。キーホ巧したり.タッチパッドやトラッ 
クスティックに船れてもコンピュータはスタンバイモードから復帰しません。 

休止が態モード 

休止状態モードでは、システム情報をハードドライブの予約領锁コピーしてから、コンピュータの電源を切ることによって電力を節電します。巧止状態モードから復掃すると、コンピュータは休止状態モ 
ードに入る前と同じ動け状態に戻ります。 

〇 ホ意： お巧いのコンビュータが体止巧おモードに入っている旧は、デバイスの巧 y ホし、またはコンビュータをドッキングデパイスから巧 y ホすことはできません。 

バッテリーの巧電レベルが極端に惜< なった場合、コンピュータは巧止が態モードに入 y ます。 

手動で化止が態モードを起動するには、]下の手順を実行します。 

I Windows XP の場合 、スタートボタンをクリックしてが T ナプションをクリックし、 < Shift > キーを押したまま化止が巧をクリックします。 

Windows 2000の逼含:、 化止が態をサポート ずるに 設をされている場合は. スター トボタンをクリックし、シャットダウンをクリックして、 ホ 止が 巧 をクリックします。次に、 OK をクリックしま 
す。 

または 

I ■巧オプションのブロパティウィンドウの 巧 細 R 定 タブ で、 ご自分で設をした電源管理のオプションに従い、次の方まの1つを実行し、化止が態モードを起動します。 

〇ディスプレイを閉にます。 

〇 < Fn >< Esc > を押します。 

^ メモ： PC 力ードによっロホ、巧止が態モードから復掃したを、正常に動作しないものがあります。 力ードを取りタルて取りかけな おす か、 コン ピュータを再起動してください。 

休止状態モードから通常の動巧状態に戻るには、電源ボタンを巧します。コンピュータが通常の動作状態に戻るのに、若干時間がかかることがあります。キーを巧したり、タッチパッドやトラックスティック 
に触れてもコンピュータは休止状態モードから復帰しません。休止状態モードの詳細については、オペレーティングシステムに付属のマニュアルを参照してください。 


電源オプションのプロパティ 

電 S オプションのプロパティウィンドウで、消費電力の管理およびバッテリーの充電状況を監ネ貝することができます。 Microsoft Windows の電巧オプションのプロパティウィンドウをき示するに 
は、巧の手順を実行します。 

I Windows XP の場合 、スタートボタンをクリックし、コントロールパネルをクリックして、パフォーマンスとメンテナンスをクリックします。巧に、■巧オプションをクリックします。 

I Windows 2000の場合 .スタートボタンをクリックし、技ををポイントして、コントロールパネルをクリックしてから、霉巧オプションアイコンをダブルクリックします。 


電源設定タブ 















Windows XP では、選巧した電源設定に基づいてブロセツサのパフォーマンスレベルを制御します。パフォーマンスレベルの設定じは、それな外の調整は必要ありません。その化のオペレーティング 
システムのプロセッサのパフホーマンスレベル設定に関する情報は 、 「 Intel SoeedStepCR ) テクノロジタブ i をき照して〈ださい。 


設定巧みの電源設定には、コンピュータをスタンバイモードにする、ディスプレイの電源を切る、ハードドライブの電源を切る、といったそれぞれ異なるタイムアウト設定があります。電源管理のオプション 
の詳細については. ヘルプとサポートセンター (Windows 2000の場合、 Windows 『ヘルプ』)を参照してください。 


アラーム タブ 


& メモ： アラームの音が聞こえるよう I こするロホ、 アラームの助作 ボタンをクリックして、 音で巧らせる を選巧します。 


バツテリ巧下アラームとバツテリ切れアラーム 設定は、バッテリーの巧電量が一定レ: i 下になつたというメッセージを表示して警告します。コンピュータがお手元に届いたときロホ、 バツテリ巧下アラ 
—ムと バッテリ切れアラーム のチェックボックスが選巧されています。これらの設定を変えずにお使いになることをお勤めします。バッテリほ下アラームの詳細については、 「 バッ テリーの巧い方 I を 
参照してください。 


電源 メーター タブ 


電源メーター タブは現在の供給電源と、バッテリーの巧電残量をき示します。 

詳細設定タブ 


お細設をタブでは次のことができます。 

I 電源のアイコンと スタンバイモー ド の パスワードオブシヨンホ詰をします。 

I (お使いのホペレーテイングシステムに応にて）巧の裸能が設をできます。 
〇画面上でユーザーにお示が出されます (必巧な揉巧)。 

〇スタンバイモードにします。 

〇 け;止が熊 モード に します。 

〇 Windows をシャットダウンして、コンピュータの電源を切ります。 
〇何もしません (なし または 巧もしない)。 


これらの禮能を設定するには、対応するドロップダウンメニューからオプションをクリックして、 OK をクリックします。 

休止が態タブ 

ホ止が巧 タブでは、 化止が巧を有如こする (または、 化止が巧をサポートする) チェックボックスをクリックする ことで、が 止が態モードを有効(こします。 

Intel SpeedStep © テクノロジタプ 

^ ゾモ ： Windows XP は、選巧した電源設定によってプロセッサのパフホーマンスレベルを調節します。 「重避設定ミ 2」 を参障.してくださし、。 

お使いのオペレーティングシステムやマイクロプロセッサによっ口ま、 ■巧オプションのプロパティ ウィンドウに Intel SpeedStep ® テクノロジ タブがあります。 Intel テクノロジを使用する t コン 
ピュータがバッテリーまたは AC 電源のいずれかで動作している場合でも、マイクロプロセッサのパフホーマンスレベルを設定できます。お使いのオペレーティングシステムによってをル異なりますが、 
一般的な設定はレ: TF のとおりです。 

^ メモ ： Intel SpeedStep テクノ□ジを使届するには. Windows オペレーティングシステムを実巧してし、る必要があります。 

I 自 曲ー コン ピュータカ 《 AC 電源で動巧している場合、プロセッサは最大ま度で動作します(最大パフホーマンスモード)。 コン ピュータがバッテリー電源で動作している場合、プロセッサ速度は、 
バッテリー最適化モー円こなります。 

I 最大パフォー マンスーコンピュータがバッテリーで動作してし、る場合でも、晶大パフォーマンスレベルに設定されます。 

I パッテリに合わせたパフォー マンスーコンピュータが電源コンセントに接結されてし、る場合でも、プロセッサ速度は、バッテリー電源に最適化されます。 

I バッテリの最ち 寿かープロセッサ速度は、バッテリー電源用に最適化されます。 

追加の Intel SpeedStep オプションを変更するには、次の手 I 旧を実巧します。 


1. 拾巧 をクリックして、な下のいずれかのオプションをクリックします。 








I Intel SpeedStep technology つント Q — J レ玄無巧 I こする 

I タスクバーからアイコンを削なする(通知領域から） 

I パフオーマンスの S ち時に音？5ぶ巧を無かじする 

2. OK をクリックして変更し、もう一度 OK をクリックして Intel SpeedStep ® テクノロジ（巧巧）ウインドウを閉じます。 


通ま日領域じあるフラグアイコンをちクリックして、 Intel SpeedStep 設定を変更することもできます。 
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問題の解決 


Del|TM LatitudeTM D 600 システム ユーザーズ ガイド 

♦ 電瓶の巧顆 
♦ エラーメッセージ 
• ビデホとディスプレイの問題 
♦ サウンドと スピーカーの 問聞 
♦ プリンタの巧頭 

• モデムおよびインターネット巧結の問頭 

• タッチパッドまたはマウスの問題 
♦ がかけキーボードの巧頭 
♦ 入力時の固壁 


♦ ドライブの巧顆 

• PC 力ードの問頭 

® スマートカードの問題 
♦ ネットワークのな預 
• ブロヴラムの一帖的な問頭 

♦ De[|TM コンピュータがミ需れた場合 

♦ コンピュータを遇としらり損 煩を ちえたりした場合 

♦ その地の 巧術的な巧頭 の經ミ夹 


電源の問題 

な下を巧設しながら、 Diaa nostics (敎化)チェック リスト に 記入してください。 


■巧ライトを巧 g します一 電源ライトが点なまたは点ミ苗している場合は、コンピュータの電源が入ってしなす。電源ライトが点滅している場合は、コンピュータがスタンバイモー 
ドに入っています。 電源ボタンを}甲して スタンバイモー ドを終了します。ライトが消打している場合、電源ボタンを押してコンピュータの電源を入れます。 


バッテリーを充■しますー バッテリーが巧電されてし、ないことがありまず。 

1. バッテリーを取り付けなおします。 

2. AC アダプタを使用して、コンピユータをコンセントに接続します。 

3. コンピュータの電源を入れます。 


バッ テリーステータスライトを巧皮しますー バッテリーステータスライトが樓色に点滅または点灯している場合、バッテリーの巧電がほ下しているかち電されていません。コン 
ピュータをコンセントに接続します。 


じ メモ： バッテリー容量(バッテリーの巧電が保持されている時間）は、時間の経過に従って短くなりまず。バッテリーの巧巧頻度および使用状況によって駆動時間が変わる 
ので、 コン ピュータの寿命がある間でも新しくバッテリーを購入する必要がある場合もあります。 

バッテリーステータスライトが緑色と桓をに点滅している場合、バッテリーカ 《 高温になっていて、充電できません。コンピュータをシャットダウンし、コンピュータをコンセントから巧い 
て、バッテリーとコンピュータの温度をま温まで下げます。 

バッテリーステータスライトがま < 梧をじ点;威している場合、バッテリーが不良である可能性があります 。デルにお問いをわせ ください。 


コンセントを宿認します一 電気スタンドなどの電化製品でコンセントじ問題力嘴いか確認します。 


AC アダプタを巧なします一 AC アダプタケーブルの接続を確認します。 AC アダプタにラ仆がある場合、ライトが点巧しているか確認します。 


コンピュータを宙巧コンセントにま«します一 電源保譲装置、電源タップ、および延長ケーブルを外して、コンピュータの電源が入ることを確認します。 


■気的な巧«をお去しますー コンピュータのぶ〈で使用している扇風機、董光灯、ハロゲンラン义またはその他の機器の電源を切ってみます。 


■巧のプロパティを MS します一 「電力の管理」 を参照してください。 


メモリモジュールを巧 y 付けなおしますー コンピュータの雷源ライトが点なしているのに面面に何も表示されない場合. メモリモジュールを取リイ寸けなおします 。 




































エラーメッセー ジ 


メッセージが一篇にない場合、オペレーティングシステムのマニュアル、またはメッセージが表示された構に実巧していたプログラムのマニュアルを参照してください。 


巧助デバイスエラ —— タッチパッド、トラックスティック、またはか付けマウスに問題がある可能性があります。巧がけマウスを使用している場合、ケーブル接続を巧認します。セ 
ットアップ ユー ティリティで Pointing Device オプションの設定をち効にします。問題力{解みしない場合、 デルにお問い合わせく ださい。 

コマンドをまもはファイルをが違います一 正しいコマンドを入力したか、スぺースの位置は正しいか、パスをは正しいか痛認します。 

陣吉 によるキャッシュの 無 巧ー マイクロブロ セ’ ソサに内蔵のプライマリキャッシュに問題がを生しました。 デルにお間い合わサ ください。 

CD ドライブコントローラエラ —— CD ドライブが、コンピュータからのコマンドに応菩しません。 「ドライブの巧頭」 を参照してください。 

データエラ —— フロッピードライブまたは/\-ドドライブがデータを読み取れません。 r ドうイブの巧聞」 を参照してくださし、。 

使用可巧メモリ 城 か一 1つまたは複数のメモリモジュールじ問題がある力、、またはメモリモジュールが正し < 取り付けられていない可能性があります。メモリモジュールを取り 
付けなおすか、必要であれば取り替えます。 「メモ U の培設」 を参照してくださし、。 

ディスク C : のな期化ち巧一 "-ドドライブの巧期化に失敗しました 。 「Dell Diaanostics (該断)プロヴうムのがい巧 J の Hard-Disk Drive テストを実行します。 

フロッピードライブ0シークエラ - システム設を情新がハードウェア横ぶ.卜一致していむい巧おけがあり壬す 。 「Dell Diaanostics (誇節）ブロヴうムのがい方 1 の 

Diskette テストを実巧します。 

ディスケット巧みありエラ —— フロッピーディスクに巧き頁がある可能性があります。ドライブライトが点なする場合、別のディスクを試してみます。 r ドライブの問聞 1を参照してく 
ださぃ。 

ディスケットサブシステムリセットホ巧ー フロッピードライブコントローラに P 占頭があるす能件があります 。 「Dell Diaanostics (教新）ブロヴうムの巧いち 1 の 防 skette テス 
卜を実行します。 

ディスケットの 害き 这み禁止ー フロッピーディスクへの書き込みが禁止されているため、作業を終了できません。書き込み禁止ノッチのタブを上にスライドさせます。 

ドライプの 单 かができていません一 化理を統けるには、ドライブにフロッピーディスクを挿入するか、ドライブベイにハードドライブを挿入します。ドライブにフロッピーディスクを 
挿入するか、フロッピーディスクを取り出しボタンが上がるまでドライブに押し入れます。または、ハードドライブベイに ハードドライブを取りがけます。 

PCMCIA 力ードの読み取リエラ —— コンピュータカ、’ PC 力ードを認識できません。力ードを挿入しなおすか、別の PC 力ードを使用して〈ださい。 

が巧メモリのき量が交ミされています一 NVRAM に記録されているメモリ容量が実瞭に取り付けられているメモリ容量と一致しません。コンピュータをち起動します。同じエラ 
-が表示される場合、 デルにお間い合わサ 〈ださい。 

Gate A 20 エラ —— メモリモジュールが揚んでいる可能性があります。 メモリモジュールを取りかけなおす 力、、必要であれば取り替えます。 

—お的エラ —— オペレーティングシステムがコマンドを実巧できません。通常、このメッセージの後には具巧的な情報が付きます（たとえば 、 Printer out of paper [プリ 
ンタの用紙がありません]。適切な対応まに従います。 

ハードディスクドうイブ»きエラ —— コンピュータがドうイブの挿預ホ識別できまサん。コンピュータの雷庶を切り. ぃードドうイブをのりかし. コンピュータをお動フ□ッピーディ 
スクま卜は CD から朽動します。次に.コンピュータの雷源を切り.ハードドライブを巧を取り付■けて.コンピュータホ巧朽動します 。 「Dell Diaanostics (誇断）プログラムの巧し、 

ち」 の Hard-Disk Drive テストを実行します。 

ハードディスクドライブコントローラエラー 0 — ハードドライブカ{コンピュータからのコマンドじ応答しません。コンピュータの電源を切り、 ハードドライブを取りかし、 コンピュータ 
を起動フロッピーディスクまたは CD から起動します。次に、コンピュータの電ミ原を切り、ハードドライブを再度取り付けて、コンピュータを再起動します。問題が解みしない場合、别 
のドライブを取り巧けます 。 「Dell Diannn ホ rsi '^ W ) ブロヴうムの巧いで」 の Hard-Disk Drive テストを実行します。 


ハードディスクドライブエラ —— ハードドライブがコンピュータからのコマン円こ応答しません。コンピュータの雷源を切り. ハードドライブを取りかし . コンピュータホ起動フロッピ 








































-ディスクまたは CD から起動しまず。次に、コンピュータの電源を切り、ハードドライブを再度取り付けて、コンピュータを再起動します。問題が解ホしない場合、别のドライブを取 
り付けます 。 「Dell Diaa 口 osticstJi 断)ブログうムの便し、 方」 の Hard-Disk Drive テストを実行します。 


ハードディスクドライブみ取りエラ —— ハードドライブに巧頭がある可能性があります。コンピュータの電源を切り、 ハードドライブを取り外し、 コンピュータを起動フロッピーデ 
ィスクまたは CD から起動しまず。次に、コンピュータの電源を切り、ハードドライブを再度取り付けて、コンピュータを再起動しまず。問題が解みしない場合、別の^•’ライブを取リ付 
けます 「Dell Dia 日 nn ホ バ| き》断） フ ログ ' クムの卸,、方 1 の Hard-Disk Drive テストを幸巧します。 

ち動用メディアを巧入しますー オペレーティングシステムが起動できないフロッピーディスクまたは CD から起動しようとしています。起動フロッピーディスクまたは CD を挿入 
します。 

システムホまが旧違っていますーセットアップユーティリティを実行して < ださいー システム設定情巧がハードウェア構成と一致しません。メモリモジュールの取り付け後 
などにこのメッセージが表示されることがあります。セットアッブユーティリティで対応するオブシヨンを修正します。 「セットアップユーティ IJ ティの巧いで ホき照してください。 

丰ーボード々ロッ々うイシエう —— 外がけキーボードを巧巧している場合.ケーブル梓結を巧記[します 。 「Dell Diaanostics (該断けロヴうムのがい方 1 の Keyboard 
Controller テストを実巧します。 

キーボードコントローラエラ —— 外付けキーボードを巧用してしぶ場合、ヶーブル巧続を確認します。コンピュータを再起動し起動ルーチン中にキーボードまたはマウスに軸 
れないようじします。 「 D 户 II Dia 日 no ホ rsf お巧） プログラムの 巧い 巧 1 の Keyboard Controller モストホ幸行•します_ 

キーボードデー々うインエう —— か忖けキーボードを巧用している場合.ヶーブル巧綿をお f おします 。 「Dell Dia 口 nostics (該断け ロ ヴうムのがい方 1 の Kevboard 
Controller テストを実巧します。 

キーボードスタックキーエラ —— 巧巧けキーボードまたはキーパッドを使巧している場合、ヶーブル接続を確認しまず。コンピュータを再起動し、起動ルー于ン中にキーボード 
またはキ ー1 こ触れないようにします 。 roell Diaanostics (除断け甘ヴうムの巧い 方」 の Stuck Key テストを実巧します。 

アドレス、読み巧り巧、期待巧におけるメモリアドレスラインエラ —— メモリモジュールに問題があるか、メモリモジュールが正しく取り付けられていない可能性があります。 メ 
モリモジュールを 取り付けな おすか、 必裏であれば取り替えます。 

メモリ扭 y 当てエラ — 実行しようとしているソフトウェアがオペレーティングシステム、化のアプリケーシヨンプログラム、またはユーティリティとコンフリクトしています。コンピュ 
ータの電源を切り、30秒待ってから再起動します。プログラムを再度実行します。エラーメッセージがまだ表示される場合、ソフトウェアのマニュアルを参照してください。 

アドレス、 K み巧り值、巧待化におけるメモリデータラインエラ - メモリモジュールに問題があるか、メモリモジュールが正し<取り优ナられてし、ない可能性があります。 メ 

モリモジュールを 取り巧けなおす か、必票であれば取り替えます。 

アドレス、抗み巧り値、期待化におけるメモリダプルワードロジックエラ —— メモリモジュールに問題があるか、メモリモジュールが正し < 取り付けられていない可能ながあり 
ます。 メモリモシュールをおりがけむおす 力、、必要であれば取り替えます。 

アドレス、読み巧り値、期待化におけるメモリ巧巧/巧巧ロジックエラ —— メモリモジュール1こお題があるか、メモリモジュールが正し < 取リイ寸けられていない可能性があり 
ます。 メモ IJ モジュールをおりがけむおす 力、、必要であれば取り替えます。 

アドレス、読み巧り值、期待化におけるメモリ巧み*きエラ —— メモリモジュールに巧題力 《 あるか、メモリモジュールが正し〈取り付けられてし、ない可能ながあります。 メモリ 
モジュールをがりかけな おすか、 必裏であれば取り替えます。 

ち！!)デバイスがあ y ませんー コンピュータがフロッピーディスクまたはハードドライブを見つけることができません。フロッピードライブカ《起動デバイスの場合、起動フロッピーデ 
ィスクがドライブに挿入されていることを確認します。ハードドライブカ{起動デバイスの場合、ドライブが適切に装着されており、起動デバイスとして区分(パーティシヨン)されている 
か確認します。 

ドドライプにブートセクターがあ y ませんー オペレーティングシステムが棲れている可能性があります。 デルにお問い合わせ ください。 

々イマーチック « りかみ « ちがおりモ廿んー システムち巧上の チ。 ノブが强動巧している 巧 肯目忡があります - [Dell Diaanostics (孩断)プロヴうムの 巧し、ホ 1 の Svstem 

Set テストを実行します。 

ホシステムディスクまたはディスクエラーですー フ□ッピーディスクカ{、フ□ッピードライブ巧にあります。フロッピーディスクを取り出して、コンピュータを再起動します。 

ホ起動用ディスケットー オペレーティングシステムが起動用なかのフロッピーディスクから起動しようとしています。起動フロッピーディスクを挿入します。 

ホペレーテイングシステムカ < 巧つか y ませんー デルにおド。3い合わせく ださい。 








































オプション ROM のチェックサムが違いますー オプションの ROM に問題があります。 デルにお問い合わせ ください。 


化まな . DLL ファイルがるつか y ません一 開こうとしてしぶプログラムに必要なファイルがちつかりません。プログラムを削除してから、再インストールします。 


Microsoft ® Windows ® XP 


1. スタート ボタンをクリックして、 コントロールバネル をクリックします。 

2. プログラムの追加と削除を クリックします。 

3. 肖り除するプログラムを選がします。 

4. 削お ボタンまたは たちと削お ボタンをクリックして、画面の指示に巧います。 

5. インストール手順につい口ま、プログラムのマニュアルを参照してください。 


Windows 2000 


1. スタート ボタンをクリックし、 巧を をポイントして、 コントロールバネル をクリックします。 

2. アプリケーシヨンのち加と削お アイコンをダブルクリックします。 

3. 肖り除するプログラムを選がします。 

4. 肖り お ボタンまたは 巧ち/削お ボタンをクリックします。 

5. インストール手順についロホ、プログラムのマニュアルを参照してください。 


セクターカ< 見つかりませんー オペレーティングシステムがフロッピードライブまたはハードドライブ上のセクターを検出できません。フロッピーディスクまたはハードドライブが不 
良セクターを持つている力、、 FAT が巧壊されている可能性があります。 Windows のエラーチェックユーティリティを実巧して、フロッピーディスクまたはハードドライブのファイル 
構造を調べます。手順については、 Windows ヘルプを参照してください。多<のセクターに障害がある場合、可能であればデータをバックアップし、フロッピードディスクまたはハ 
—ドドライブを再フオーマットします。 


シークエラ - オペレーティングシステムがフロッピーディスクまたはハードドライブ上の特定のトラックを検出できません。エラーがフロッピーディスクに関するものである場 

合、别のフロッピーディスクを使巧します。 


な 了 エラ —— システムを巧上のチップが誤動作している可能性があります 。 「Dell Diagnostics (をが)プログラムの使い方」 の System Set テストを実巧します。 


巧が時かの■力な下ー システム構成設定が破損してしなす。コンピュータをコンセントに巧続してバッテリーを充電します。問題が解みされない場合、セットアップ ユー ティリテ 
ィを起動してデータの復元を試みます。それからすぐにプログラムを終了します。 r セットアン ブユー ティティ_の僅いち」 を参照して〈ださい。メッセージが再表示される場合は、 デル 
にお間い合わせく ださい。 


巧な時れ助巧停止ー システム設定をサポートする予棉バッテリーが切れた可能ながあります。コンピュータをコンセントに接続してバッテリーを充電します。巧題が解みしない 
場合、 デルにお問い合わせ けこ‘さい。 


時向がおをされていません。セットアップユーティリティを実行して < ださいー セットアップューティリティで設定した時刻または日付が巧部時計と一致しません。 Date と 
Time ホプシヨンの設定を修正します。 「セットアップユーティリティの巧い方 i ををおしてください。 


タイマーチップカウンタ2エラ —— システム基板上のチップが誤動作している可能ながあります 。 「 Dell Dia o nostics (教断）ブ□ヴラムの使い方 I の System Set テスト 
を実行します。 


巧 H モードで不正巧 y 込みが発生ー キ—ボ—ド コント ロ-ラが誤動作してしぶか、メモリモジュールの接続に問題がある可能性がありまず 。 「 Dell Diagnostics (診が)プログ 

ラムの巧い方 J の System Memory テストと Keyboard Controller テストを実巧します。 


X ぶ に アクセスできません。デバイスの単 fit ができていませんー ディスクをドライブに巧入してもう一度アクセスします。 


警吿：バッテリーが極めてほ下していますー バッテリーのぷ電量がを足していを主。 バッテリーを交換するか、コンピュータをコンセントに接統します。または、 化止化態モ ー K 
をアクティブにするか、コンピュータの電源を切ります。 


ビデオとディスプレイの問題 

お下を確認しながら、 Diagnostics (診断)チェック リスト に 記入してください。 

画面に何も表示されない巧合 

^ ゾモ： お使いのコンピュータに対応する解像度よりも高いお像度を必要とするプログラムをご巧用の場合は、外付けモニターをコンピュータに取りがけることをお割めします。 


バツテリーを巧 e しますー コンピユータをバッテリーで動かしている場合は、バッテリー巧電残量が消耗されています。 AC アダプタを使ってコンピユータをコンセントじ接続し 

































て、コンピュータの電源を入れます。 


コンセントを巧度します一 電気スタンドなどの電化製品でコンセント I こお題力 《 ないか確認します。 


AC アダプタを巧店します一 AC アダプタケーブルの接続を確認します。 AC アダプタにライトがある場合、ライトが点打しているか確認します。 


コンピュータを直接コンセントにをなします一 電源保譲装置、電源タップ、および延長ケーブルを外して、コンピュータの電源が入ることを確認します。 


■巧のプロパティを WS します一 Windows 『ヘルプ J または Windows ヘルプとサポートセンターでスタンバイとしうキーワードを横索します。 


画面モードを巧かしますー コンピュータが外付けモニターじ接統されている場合、 < Fn >< F 8> を押して画面モードを切り鲁えます。 


画面が見づらい場合 


巧度を MS します一 輝度の調整じついては、 「 摧 度の調奪 I ホ参照して〈ださい。 


サブウーハーをコンビュータまたはモニターからをざけます一 か付けスピーカーのシステムにサブウーハーが含まれている場合、サブウーハーがコンピュータまたはが付 
けモニターから60 cm な上離れているか巧詔します。 


■気的な巧害をお去しますー コンピュータのぶ〈で使用している扇風機、董光灯、ハロゲンラン义またはその他の機器の電源を切ってみます。 


コンピュータの向きを SE えまず一 画質ほ下の原因となる日光の技射を避けます。 


Windows のディスプレイおをを||»します 一 

Windows XP 

1. スタート ボタンをクリックして、 コントロールバネル をクリックします。 

2. デスクトップの表巧とテーマを クリックします。 

3. をましたいエリアをクリックする力、、 面面 アイコンをクリックします。 

4. 画面のを および 画面の解な I ホ で別の設定にしてみます。 

Windows 2000 


1. スタート ボタンをクリックし、 おを をポイントして、 コントロールパネル をクリックします。 

2. 画面 アイコンをダブルクリックして、 投を タブをクリックします。 

3. を、画面の巧巧、 および 样抽おを で別の設定にしてみまず。 


Diagnostics ( R 断）プログラムの [ Video ] テストを実斤しますー エラーメッセージが表示されず、画面の問頭があるじもかかわらず面面の一部は表示される場合 . Dell 
Diagnostics (訟断）プ□ヴ ラム の Video デバイスグループを実行しまず。その後、 デルにお問い合わせ ください。 


r エラーメッセージ J を巧庭するー エラーメッセージが表示される場合は、 「 エラーメッセージ I ホを照して〈ださい。 


画面の一部しか表示されない巧合 


外付けモニターを巧巧します。 

1. コンピュータをシャットダウンして、外付けモニターをコンピュータに取り付けます。 

2. コンピュータおよびモニターの電源を入れ、モニターの輝度およびコントラストを調整します。 

列•がけモニターが動作する場合.コンピュータのディスプレイまたはビデナコントロ~ラが不良の可能性があります 。 デルにお巧い合わせ ください。 


サウンドとスピーカーの問題 
























む下を巧設しながら、 Diaanostics (訟化)チェック リスト に 話入して<ださい。 

内麻スピーカーに問題がある場合 


Windows で音量を W 面します一 画面ち下にあるスピーカーのアイコンをダブルクリックします。音量が上げてあること、ミュートが選巧されていないことを確認します。音の 
歪みを除去するために音量、ほ音または高音の調節をします。 

キーボードシヨートカットを巧って音冊キ田#します 「キー ボード>タッ于パッドの巧いホ1 をき輯して<ピさい。 <Fn><End> ホ押す卜.巧商スピーカーホ無な!（ミュート） じし 卜 
り、再び有効にしたりすることができます。 

サウンド（才ーデイオ）ドライバを再インストールします一 「ソフトウェアの苗インストール」 を参照してください。 

CD ドライブのデジタルオーディホがちかになっているかな店します （Windows 2000のみ） 

1. スタート ボタンをクリックし、 投ま をポイントして、 コントロールバネル をクリックします。 

2. システム アイコンをダブルクリックします。 

3. ハードウ ェア タブをクリックします。 

4. デバイスマネージャー をクリックします。 

5. DVD / CD - ROM ドライブ をダブルクリックします。 

6. ドライブちをダブルクリックします。 

7. ドライブの プロパティ 画面で、 プロパティ タブをクリックします。 

8. 画面の最下段のボックスをクリックして、 CD または DVD ドライブのデジタルオーディホをち効にします。 

が付けスピーカーに問題がある場合 

^ ゾモ： MP3 プレーヤーの音量調節は、 Windows の音量設定より擾先されることがあります。 MP3 の音楽を聴く場合、プレーヤーの音量が十分か確認してください。 

スピーカーケーブルのを巧を巧里しますー スピーカーに付属してし、るセットアップ図を参照してください。 

コンセントを巧店します一 電気スタンドなどの電化製品でコンセントに問題がないか確認します。 

スピーカーの■巧が入っていることを巧田しますー スピーカーに付属しているセットアッブ図を参照してください。 

Windows で音量を IS 巧します一 画面ち下にあるスピーカーのアイコンをダブルクリックします。音量が上げてあること、ミュートが選巧されていないことを確認します。音の 
歪みを除去するために音量、ほ音または高音の調節をします。 

スピーカーをな B しますー スピーカーのホーディオケーブルをコンピュータのライン出カコネクタ 0 に接続します。ヘッドフォンの音量が上げてあることを確認して、音楽 CD 
を再生します。 

スピーカーのセルフテストを実巧しますー スピーカーによっては、セルフテストボタンがサブウーハーにあります。スピーカーのマニュアルを参照して、セルフテストを実巧し 
ます。 

■気的な巧古をお去しますー コンピュータの近くで使巧してし、る扇風機、堂ホ灯、/\ロザンランプ、またはその化の域器の電源を切ってみます。 

サウシド f 才ーディオ）ドライバホ再インストールし主す一 「ソフトウェアの苗インストール1 をを刷，てください。 

[ Misc . PCI Devicesl »»テスト々奪行します一 「Dell Diaanostics (該断)プログラムの巧い方 I ホ参照して < ださし、テストが問額な <を了する户.コントローラが摘切に 
機能します。 

巧題が解巧されない場合や、テストが正常に完了しない場合は、 デルにお Pp うい合わ サ< ださい。 


CD ドライブのデジタルオーデイオがちかになっているか宿涅します （Windows 2000のみ） 


1. スタート ボタンをクリックし、 股を をポイントして、 コントロールパネル をクリックします。 

2. システム アイコンをダブルクリックしまず。 

3. ハードウエア タブをクリックします。 
























4. デバイスマネージャー をクリックします。 

5. DVD / CD-ROM ドライブ をダブルクリックします。 

6. ドライブちをダブルクリックします。 

7. ドライブの プロパティ 画面で、 プロパティ タブをクリックします。 

8. 画面の最下段のボックスをクリックして、 CD または DVD ドライブのデジタルオーディオをち効じします。 


プリンタの問題 


レ: TF を確設しながら、 Diagnostics (該断)チェック リストに 記入して〈ださい。 


プリンタケーブルの巧なをなおしますー プリンタケーブルがコンピュータに正しくを続されているか確認します。 


プリンタケーブルの巧巧を巧 B します 


1. コンピュータをシャットダウンして、プリンタの電源を切ります。 

2. プリンタケーブルを動作確認のとれているケーブルと交換します。 

3. プリンタおよびコンピュータの電源を入れ、再度印刷してみます。 

4. 正常に印刷されたら、 デルのテクニカルサホ ー H こ問い合わせて 、新ししヴリンタケーブルの購入につし、て案内を聞いてください。 


コンセントを巧度します一 電気スタンドなどの電化製品でコンセントじ問題力嘴いか確認します。 


プリンタの電巧が入っているかな居しますー プリンタじ付属しているマニュアルを参照してください。 


Windows がプリンタを eat しているか StB します 


Windows XP 


1. スタート ボタンをクリックして、 コントロールパネル をクリックします。 

2. プリンタとその他のハードウエア をクリックします。 

3. インストールされているプリンタまたは FAX プリンタをま示す るをクリックします。プリンタが表示されている場合、プリンタのアイコンをちクリックします。 

4. プロパティ をクリックして、 ポート タブをクリックします。 巧風するポート を LPT 1: プリンタポート に設定します。 


Windows 2000 


1. スタート ボタンをクリックし、 おを をポイントして、 プリンタ をクリックします。 
プリンタが表示されている場合、プリンタのアイコンをちクリックします。 


2. プロパティ をクリックして、 ポート タブをクリックします。 

3. 巧が!ホのポート オプションが、レユ下のブリンタの種類に応じて設定されているか確認します。 

I パラレルプリンター LPT 1 (プリンタポート） 

I USB プリンター USB 


プリンタドライバを再インストールします一 r ソフトウェアの巧インストール I ををおしてください。 


プリンタを巧度しまずー プリンタのセルフテストを実行します。テストが正常に完了しない場合、プリンタが不良の可能性があります。プリンタの製造元にお問い合わせください。 


モデムおよびインターネット接続の問題 

〇 ?ち意： モデムは必ずアナログ■巧回柏に巧巧してください。デジタル■括回巧 （ ISDN ) に巧巧した場合、モデムの巧陣巧因とな y ます。 

の を意： モデムおよぴネットワークコネクタは同じようにちえまず。■括回巧をネットワークコネクタ I こ巧なしないでください。 

お下を確認しながら、 Diagnostics (診断)チェック リスト に 記入してください。 

じ メモ： に P (インターネットサービスプロバイダ)にち統できる場合、モデムは正常に機能してしなす。モデムが正常に機能しているのに、まだ問題が解決できない場合、 ISP にお巧い合わせくだ 
"■さぃ。 




















■おジャックを殖おします一 電話線をモデムから巧いて、電話に接続します。電話の発信音を聞きます。プッシュホンサービスを受けているか確認します。モデムを別の電話 
ジャックに接続してみます。 


接続速度が遅いのは、電話回線またはネットワークの状況だけでな<電話のお音も原因となることがあります。詳細じつ L では、電話会なまたはネットワーク管理者にお問い合わ 
せ〈ださい。 


モデムを宙を■おジャックへ巧なします一 留守番電話、ファックス、サージプロテクタ、および電話線分岐タップなど、同じ回線に接続されている電話機器を取りかし、電話線 
を使ってモデムを直接電話ジャックに接続してみます。 


巧なを巧おします一 電話線がモデムに接続されているか確認します。 


■な g を殖度します一 化の電話線を使用してみます。3 メーいレレ:I巧の電話線をほ用します。 


田きなれないダイヤル音ー ボイスメールサービスを受けている場合、メッセージを受けたときに聞きなれないダイヤル音がすることがあります。ダイヤル音を元に戻す手順じつ 
いては、電話会なにお問い合わせください。 


キャッチホン機化のおをを解なしますー キャッチホン谜能を解除します。巧に、ダイヤルアツブネットワークを調整します。 


Windows XP 


1. スタート ボタンをクリックして、 コントロールバネル をクリックします。 

2. プリンタとその化のハードウェア をクリックして、 ■おとモデムのオプション をクリックします。次に、 ダイヤル 情 巧 タブをクリックして、 li 集をクリックします。 

3. 所を巧の 箱集ウィンドウで 、キャッチホン 檐 おを解除するための番号 にチェックマークカ咐いているか確認し、一監でコードをクリックするか、または電話会社から提 
烘されたシーケンスを入力します。 

4. 適用をクリックして、 OK をクリックします。 

5. ■括とモデムのオプション ウィンドウを閉じます。 

6. コントロールバネル ウインドウを閉じます。 


Windows 2000 


1. スタート ボタンをクリックし、 巧を をポイントして、 コントロールバネル をクリックします。 

2. ■なとモデムのオプション アイコンをダブルクリックします。 

3. ダイヤル 情®タブをクリックして、«集をクリックします。 

4. キャッチホン 檐 化を解おするための番号 にチェックマークが巧いているか確認し、一監でコードをクリックずるか、または電話会社から提供されたシーケンスを入力し 
ます。 

5. 達用をクリックして、 OK をクリックします。 

6. ■おとモデムのオプション ウインドウを閉にます。 


モデムが Windows とぶ信していることを巧おします一 


Windows XP 


1. スタート ボタンをクリックして、 コントロールパネル をクリックします。 

2. プリンタとその化のハードウエアを クリックして、 電おとモデムのオプションを クリックしまず。 

3. モデム タブをクリックします。 

4. モデムの COM ポートをクリックします。 

5. モデムが Windows と通信していることを確認するため、 プロパティ をクリックし 、診断 タブをクリックして、 モデムの巧を をクリックしまず。 

すべてのコマンドに応答がある場合、モデムは正しく動作しています。 

Windows 2000 

1. スタート ボタンをクリックし、 おを をポイントして、 コントロールパネル をクリックします。 

2. ■おとモデムのオプションを ダブルクリックします。 

3. モデム タブをクリックします。 

4. モデムの COM ポートをクリックします。 

5. モデムが Windows と通信していることを確認するため、 プロパティ をクリックし、 を断 タブをクリックして、 モデムの巧会 をクリックします。 
すべてのコマンドに応答がある場合、モデムは正しく動作しています。 


タッチパッドまたはマウスの問題 

レ: TF を確設しながら、 Diagnostics (餘断)チェック リストに 記入して〈ださい。 


タッチパッドの投をを巧なします一 

Windows XP 



















1. スタート ボタンをクリックし、 コントロールバネル をクリックして、 プリンタとその化のハードウ エア をクリックします。 

2. マウス をクリックします。 

3. 設定を調整します。 


Windows 2000 


1. スタート ボタンをクリックし、 IS ： を をポイントして、 コントロール パネル をクリックします。 

2. マウス アイコンをダブルクリックします。 

3. 設定を調整します。 


マウスケーブルを巧庭しますー コンピュータをシャットダウンします。マウスケーブルを取りがし、損傷していないか確認して、ケーブルをしっかりと巧続しなおします。 
マウス延長ケーブルを使用している場合、延長ケーブルをかしてマウスを直接コンピュータにお統します。 


マウスによる巧 B であることを巧 g するため、タッチバッドを巧 B します一 

1. コンピュータをシャットダウンします。 

2. マウスを外します。 

3. コンピュータの電源を入れます。 

4. Windows デスクトップで、タッチパッドをほ用して力ーソルを動かしアイコンを選巧して開きます。 
タッチパッドが正常に動作する場合、マウスが不良の可能性があります。 


セットアップユーティリティのおまを巧巧しますー セットアップユーティリティで、ポインティングデバイスホプシヨンに正しいデバイスがき示されていることを確認します。（コン 
ピュータは設定を調整しな<ても自動めに USB マウスを認識します。） 


マウスコントローラをテストしますー マウスコントローラ(ポインタの動きに影響します)およびタッチパッドまたはマウスボタンの動作を巧認するロホ 、 Dell Diagnostics (誇 
断） プログラム の Pointing Devices テストグルーブの Mouse テストを実行します。 


タッチパッドドライバを再インストールします一 r ソフトウェアの巧インストール 」 を参照して〈ださい。 


外付けキーボードの問題 


む下を確設しながら、 Diagnostics (を断)チェック リスト を 記入してください。 

U メモ： MS - DOS ⑥モードで動作しているとき、あるいは Dell Diaajpostics (较断)プログラム またはセットアップューティリティを実行するときは、巧蔵キーボードを使用します。が付けキーボ 
—ドをコンピュータに接镜しても、巧蔵キーボードの機能はそのまま k 用できます。 


キ—ボ—ドケ—ブルを巧なします- コン ピュ ータをシャットダウンします。キーボードケーブルを取りがし、損傷していないか確認して、ケーブルをしっかりと接統しなおします。 
キーボード延長ケーブルを使用している場合、延長ケーブルをかしてキーボードを直接コンピュータに接続します。 


外付けキーボードを巧度します 

1. コンピュータをシャットダウンして、1分待ってから再度電源を入れます。 

2. 起動ルーチン中にキーボード上の NumLock 、 CapsLock 、 および S ぴ oil Lock ライトの点滅状態を確認します。 

3. Windows デスクトップから、 スタート ボタンをクリックし すべてのプログラム 【Windows XP ) または プログラム （Windows 2000)、 アクセサリ の順にポ 

イントして、メモ植をクリックします。 

4. か付けキーボードで巧文字か入力し、画面にき示されることを確認します。 

これらの手順を確認できない場合、外付けキーボードに問題力％る可能性があります。 


外付けキーボードによる巧 Jfi であることを樓巧するため、巧巧キーボードを確度します一 


1. コンピュータをシャットダウンします。 

2. か付けキーボードを取り外します 

3. コンピュータの電源を入れます。 

4. Windows デスクトップから、 スタート ボタンをクリックし すべてのプログラム (または プログラム）、アクセサリ の順にポイントして、 メモ* をクリックします。 

5. 内蔵キーボードで何文字か入力し、画面に表示されることを確設します。 

内蔵キーボードでは文字が表示されるのに外付けキーボードでは表示されない場合、か付けキーボードに問題がある可能性があります。 


キーボードのを巧テストを実行します一 Dell Diagnostics (彭巧}ブログえ ムの PC-AT Compatible Keyboards テストを実行します。テストによって巧付けキーボ ー 
ドの巧頭であると表示された場合. デルにお問い合わせ ください。 


























入力時の問題 


テンキーバッドをホ巧にします一 文字の代わりに数字が表示される場合は 、 <Num Lk > を巧してテンキーパッドを無細こします。 NumLock ライトが点灯していないことを確 
認しまず。 


ドライブの問題 


む下を巧設しながら、 Diaanostics (訟断)チェック リスト に 記入してください。 

フロッピーディスクドライブにファイルを保巧できない巧合 


Windows がドライブをしているか巧おします一 Windows XP の場合、 スタート ボタンをクリックして、 マイコンピュータ をクリックします。その他のオペレーティング 
システムの場合 、 マイコンピュータ をダブルクリックします。ドライブがき示されていない場合、アンチウイルスソフトでウイルスチェックを巧 L 、、 ウイルスの除去を行います。ウイ 
ルスが原因で Windows がドライブを検出できないことがあります。起動ディスクを巧入してコンピュータを再起動しまず。 


ディスクが»き込み禁止になっていない か 巧 B します一 書き込み禁止になっているディスクにデータを保存ずることはできません。 


別のフロッピーディスクを巧用します一 元のディスクに巧題がないことを巧設するため、別のディスクを挿入します。 


ドライブを再度巧りかけます一 


1. 開いているファイルをすべて巧巧してから閉に、実行中のプログラムをすべて終了してから、コンピュータをシャットダウンします。 

2. モジュールベイからドライブを取り外します。手順につい订ホ、 「 モジュールベイの使い方 」 を参照して〈ださい。 

3. ドライブを巧び取り付けます。 

4. コンピュータの電源を入れます。 


ドライブをクりーニングします一 「 コンピュータのクリ~ニンヴ I の丰 I 旧をきおしてください。 


ドライプのエラーをな6します一 

I ドライブのエラーメッセージがき示される場合、「 エラーメッセージ 」の説明を参照して〈ださい。 
I 「Dell Dia 口 ! lostics (を断）フログラムのイまい方」の Diskette テストを実巧しまず。 


CD 、 CD - RW 、 DVD 、 または DVD + RW を再生できない場合 

b メモ： 世界を国にはさまざまなファイルおまがあるため、おないの DVD ドライブでは再生できない DVD もあります。 


高速 CD ドライブの报動は異常ではな<、ノイズを引き起こすこともあります。このノイズは、ドライブや CD の異常ではありません。 


Windows がドライブを咨»している か 巧度します一 Windows XP の場合 . スタート ボタンをクリックして、 マイコンピユータ をクリックします。 その化のナペレーティング 
システムの場合 . マイコンピユータ をダブルクリックします。ドライブがき示されていない場合、アンチウイルスソフトでウイルスチェックを行 L 、、 ウイルスの除去を行います。ウイ 
ルスが原因で Windows がドライブをお出できないことがあります。起動ディスクを挿入してコンピュータを再起動します。 


別のディスクを巧用します一 元のディスクに巧題がないことを確認するため、別のディスクを挿入します。 


Windows で音量を田 1 巧します一 画面ち下にあるスピーカーのアイコンをダブルクリックします。音量が上げてあること,ミュートが選巧されていないことを確認します。 


























ドライブを再を巧りがけます 

1. 開いているファイルをすべて保存してから閉に、実行中のプログラムをすべて終了してから、コンピュータをシャットダウンします。 

2. ドライブを取りかします。手I耐こついては、 r モジュールベイの巧いホ I を巻照してください。 

3. ドライブを巧び取り付けます。 

4. コンピュータの電源を入れます。 


ドライブまたはディスクをクリーニングします一 r コンピュータのクりーニンヴ I の手順ホを照して〈ださい。 


ドライブの エラーを 巧昆します 

ドライブのエラーメッセージが表示される場合、 じ ラーメッセー ジ 」 の説明を参照してください。 
Dell Diaa 口 ostics (該断)プログラムの IDE Drives テストを実行します。 


CD 、 CD - RW 、 DVD 、 または DVD + RW ドライブトレイが取り出せない巧合 


1. コンピュータの電源が切れていることを確認します。 

2. クリップをまっすぐに伸ばし一方の端をドライブの前面にあるイジェクト巧に挿入します。トレイの一卽が出て〈るまでしっかりと巧し込みます。 

3. トレイが止まるまで、慎重に引き出します。 


巧きなれない摩擦音またはきしむ音がする巧合 


I 実行中のプログラムじよる音ではないことを確設します。 
I ディスクが正し <巧入されていることを確認します。 


CD - RW または DVD + RW ドライブでまき込みが止まってしまう場合 


CD-RW への 害き込みの前に Windows のスタンバイモードまたは休止が巧モードをホ巧にします一 Windows 『ヘルプ』または Windows ヘルプとサポートセンタ 
-で スタンバイ または が止が能 とし巧年ーワードを検索します。 


書き込み化理ま度を巧 <投をします一 お使いの CD または DVD 作成ソフトウXアのヘルプファイルを参照してください。 


実行中のその化すぺてのプログラムを田じます一 CD-RW または DVD+RW に書き込む前に、実行中のその他すベてのプログラムを閉じることで、問題を回避できる場合 
があります。 


ハードドライブに問題がある場合 


コンピュータをき温に戻してから■巧を入れますー ハードドライブが高温になっているため、ホペレーティングシステムが起動しないことがあります。コンピュータカ 《 ま温に戻 
るまで待ってから電源を入れます。 


ドライブのエラーを巧度します 

I Windows のエラーチェックツールを実行します。 

1. Windows XP の場合 、 スタート ボタンをクリックして. マイコンピュータホ クリックします。 Windows 2000 の場合 、 マイコンピュータを ダブルクリックします。 

2. エラーが起こっているか調べるドライブのドライブ文字（口ーカルディスク)をちクリックして、 プロパティ をクリックします。 

3. ツール タブをクリックします。 

4. エラーチェック の巧目の チェックする をクリックします。 

5. M 巧をクリックします。 

I Dell Diagnostics (該お） プログラムの IDE Drives テストを実行します。 


PC カードの問題 

























PC 力ードを確 g します一 PC 力ードが正し < コネクタに挿入されてし、るか確認します。 


力ードが Windows によって SSt されているか巧をします一 Windows タスクバーの ハードウエアのまをな®りかし （または Windows 2000の場合、 ハードウェ 
アの巧 y かしまたは巧 y 出し) アイコンをダブルクリックします。力ードが一黃表示されていることを確認します。 


PC 力ードのお断テストを実行します一 Diagnostics (診断)テストカけードに含まれている場合、手順じついては、 PC 力ードに付属のマニュアルを参照してください。 


デルから巧入した PC 力ードに問 B がある場含ー デルにお問い合わせ ください。 


デルなかから購入した PC 力ードに旧 g がある場合一 PC 力ードの製造元にお問い合わせください。 


スマートカードの問題 


スマートカードを巧 B しますー スマートカードが正しくスマートカードスロットに巧入されているか確認します。 


スマートカードが Windows によって««されているか巧度します一 Windows のタスクバーにある ハードウエアのまをな巧リホし (Windows 2000の場合は ハ 
-ドウェアの巧をなな y かしまたは巧 y 出し) アイコンをダブルクリックします。スマートカードが一竟き示されていることを確認します。 


デルから贈入したスマートカードに巧届がある場をー デルにお問い合わせ ください。 


デルなホから巧入したスマートカードに巧 JB がわる場合ー スマー ト カードの製造元にお問い合わせください。 


ネットワークの問題 


レ: TF を巧設しながら、 Diaa nostics (訟化)チェック リスト に 記入してください。 


ネットワークケーブルコネクタを巧涅しますー ネットワークケーブルコネクタカ 《 、コンピュータのコネクタおよび壁のネットワークジャックにしっかりと接続されているか確認しま 
す。 


ネットワークコネクタのキジトワークライトを巧 g します一 緑をじ点巧している場合、ネットワークの接統じ巧題はありません。緑色に点灯して L 、 ない場合、ネットワークヶー 
ブルを取り替えます。桓色に点灯している場合、ネットワークアダプタドライバが起動し、アダプタがアクティビティを検出していまず。 


コンビュータを再ち動します一 もう一度、ネットワークにログオンしてみます。 


ネットワーク管理をに問いをわせますー ネットワーク設定が正しいこと、およびネットワークが钱能していることを確認します。 


プログラムの一般的な問題 


レ: TF を確設しながら、 Diagnostics (餘断)チェック リストに 記入して〈ださい。 


プログラムが壊れた場合 






















。 メモ： 通常、ソフトウェアのインストールの手 I 旧は、そのマニュアルまたはフロッピーディスクか CD (こ収録されていまず。 


ソフトウェアのマニュアルを参おします一 を〈のソフトウェアメーカーは、問題の解ま方まをウェブサイトに掲載しています。プログラムが正しくインストールおよび設定されて 
いることを確設しまず。必きじ応じて、プログラムを再インストールします。 


プログラムが応答しな < なった巧合 


プログラムをお了します一 


1. < Ctr >< Shift >< Esc > を同時に巧します。 

2. アプリケーシヨン タブをクリックして、応答がな〈なったブログラムを選巧します。 

3. タスクのお了 をクリックします。 


画面の表示が青一をヴルースクリーン）になった巧合 


コンビュータの■巧を切 y ますー コンピュータがキーストローク谜能や正しし N シャットダウン手順に反応しない場合、コンピュータの電源が切れるまで、電源ボタンを巧します。 
次に、再度電源ボタンを押してコンピュータを再起動します。 

Windows XP 

コン ピュータが再起動します。 

Windows 20 Q 0 

正しい Windows のシャットダウンが実巧できなかった場合、画面が青一をげルースクリーソになります。起動時にスキヤンディスクが自動めに実巧されます。画面に表示され 
る指示に従ってください。 


エラーメッセージが表示される巧合 


r エラーメッセー ジ J を見なおしますー メッセージを調べて、適切な処置を巧います。ソフトウェアのマニュアルを参照してください。 


巧 H がソフトウェアに巧連していることを巧 B します一 Dell Diagnostics (該断）プロヴ ラムの System Board Devices テストを実行します。デバイスグループ上のす 
ベてのテストが正常に実行される場合、ソフトウェアに関連した問題でをる可能性があります。ソフトウェアのマニュアルを参照してください。 


Del | TM コンピュータが濡れた場合 

A 警告： この手 I 百は、必ずを全であることを巧 B した上で実行して<ださい。コンビュータがコンセントにをなされている場合、回なプレーカで AC 電巧をオフにしてから、電巧ケ ー 
ブルをな < ことをお值めします。满れたケープルを通■しているコンセントから巧 < ときは細むのを意ををってください。 


1. コンピュータをシャットダウンし、 AC アダプタをコンピュータから取りかして、巧に AC アダブタをコンセントから取り外します。 

2. コン ピュータに接統されている外付けデバイスの電源を切り、を外付けデバイスの電源ケーブルを巧いた上で、 コン ピュータから取りかします。 

3. コンピュータ背面にある塗装されていない金属製のコネクタに触れて、身体の静電気を除去します。 

4. モジュールベイデバイスおよび取りがけられているずベての PC 力ードを取りかして、ま全な場巧に置いてを燥させます。 

日.バッテリーを取りがします。 

6. バッテリーを巧いてから、ま全な場所に置いて乾燥させます。 

7. ハードドライブを取りかします 。 

8. メモリモジュールを取りかします 。 

9. ディスプレイを開き、コンピュータの表側を上にしたが態で2冊の本や、それにけわる支えになる物の上に置いて、コンピュータ周辺のを気を滔環させます。室温で乾燥した場耐コンピュータを 
置き、24時間し:!上乾燥させます。 

Q ホ意： 巧*時 W をほくするため、ヘアードライヤまたはファンなどの人工的な手段は用いないでください。 

A 警告： 巧■を巧ぐもめ、コンビュ-夕が完全に巧いていることを殖拓してから、ホの手順に進んでください。 

10. コンピュータ背面にある塗装されていない金属裝のコネクタに触れて、き体の静電気を除去します。 














11. メモリモジュール、メモリモジュールカバー、およびネジを取り付けます。 

12. M - ドドライブを取りかけます。 

13. 取りかしたモジュールべイデバイスおよび PC 力ードを取り付けます。 

14. バッテリーを取 y 付けます。 

15. コン ピュータの電源を入れて、 コン ピュータが正し<動巧しているか確認します。 

^ メモ： お使いのコンピュータの品質保証の詳細に関しては、『サービス&サポートのご案内 J をご黄ください。 
コンピュータが起動しない場合や、どのコンポーネントが損傷を受けたのかわからない場合は、 デルにお問い合わせ 〈ださい。 


コンピュータを落としたり損傷を与えたりした場合 

1. 開いてし、るファイルをすべて保をしてから閉じ、実行中のプログラムをすべて松了してから、コンピュータをシャットダウンします。 

2. コンピュータおよびコンセントから AC アダプタを取り外します。 

3. コンピュータに巧続されてし、るか付けデバイスの電源を切り、を外付けデバイスの電源ケーブルを抜いた上で、コンピュータから取りかします。 

4. バッテリーを取り外して、再度取り付けます。 

5. コンピュータの電源を入れます。 

^ メモ： お使いのコンピュータの品質保証の詳細に関しては、『サービス&サポートのご案内』ご監くださし、。 

コンピュータがお動しない場合や.どのコンポ~ネントが損復を受けたのかわからない場合は. デル I こお巧い合わせ 〈ださい。 


その化の技術的な問題の解決 


デルサボートサイトにアクセスします - 般めな使用ま、手順、およびトラブルシューティングについての質問は、 suppoprt . jp . dell . com にアクセスします。ハードウ エア 

とソフトウェアのサポートについての説明は、 「困ったときは」 を参照してくださし、。 


E - メールサポートー suppoprt . jp . dell . com にアクセスします。画面ち側に表示される テクニカルサポートへのお問い合わせ 欄にある E - メールサポート で、ご質問 

や不具合をデルのテクニカルサポートじお問い合わせください。画面左下に E - メールサポートのリンクが表示され、そこから巧術のな質問や巧い合わせを送信できます。ハード 
ウェアとソフトウェアのサポートについての説明は、 「困ったときは.」 を参照して〈ださい。 


デルに■巧で巧い合わせますー デルサポートサイト ( suppoprt . jp . dell . com ) 、または E - メールサポートで問題が解ホできなかった場合、デルテクニカルサポートにお電 
話でお問い合わせください。ハードウェアとソフトウェアのサポートについての説明は、 r 困った ときは」 を参照してください。 
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Del|TM Quickset 機能 

Dell ™ LatitudeTM D 600 システムユーザーズガイド 

♦ OuickSet アイコンのクリック 

♦ OuickSet アイコンのダブルクリック 

♦ OuickSet アイコンの右クリック 

Del|TM QuickSet は、タスクバーにある&アイコンから実斤しますが.機能はアイコンをクリック、ダブルクリック、ちクリックする場合でそれぞれ異なります。 


QuickSet アイコンのクリック 


0 S アイコンをクリックして、な下の機能を実行します。 

I ■力の管巧ウィザード を巧った電源管理設定の調整。 
I アイコンと ツールバーの サイズの調整。 

I I 力の ち 里ウィザード で設定した電源設をの選が。 

I プレゼンテーシヨンモードのオンまたはホフの切り替え。 


QuickSet アイコンのダプルクリック 

QS アイコンをダブルクリックし、 ■力の g 理ウイザード を使って電源管理設定を調整します。 


QuickSet アイコンのちクリック 


が 


アイコンをちクリックして、な下の禮能を実行します。 


I 面面上の «巧メーター のちが化または無効化。 


I 画面上の を量メーター のちな化または無効化。 


I ワイヤレス アクティビティの オンまたはオフの切り替え。 


I 『Dell QuickSet ヘルプ』のき示。 


I お使いのコンピュータじインストールされている QuickSet プログラムのバージヨンおよび著作権の日巧の表示。 


QuickSet の詳細に関しては、タスクバーにある 


巧 


アイコンをちクリックして、ヘルプをクリックして〈ださい。 


目次に戻る 
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部品の拡張および交換 


Del|TM LatitudeTM D 600 システムユーザーズガイド 

♦ メモリの増設 
♦ ミニ PCI 力ードの追加 
♦ ハードドライブのを巧 

♦ ヒンジカバーと キー ボードの取りかし、および取り付け 

♦ コンピュータのテレビへの接続 


メモリの増設 


システム基キ反にメモリモジュールを取り付けると、コンピュータのメモリ容量を増やすことができます。お使いのコンピュータじ対応するメモリの情報については、 「 メモリ I を参照して〈ださい。必ずお使い 
のコンピュータ用のメモリモジュールのみを追加してください。 

^ ゾモ： デルから購入されたメモリモジュールは、お使いのコンピュータの保記対象に含まれます。 

^ 警告： Dell ™ コン ピュータ巧巧の巧«を巧める前に、『システム情おガイド J のを全におないいただ<ためのま意をおなみください。 

1. 開いてし、るファイルをすべて保存してから閉じ、実行中のプログラムをすべてお了してから、コンピュータをシャットダウンします。 

2. コンピュータがドッキングデバイスじ接結（ドッキング)されてし、る場合は、ドッキングを鮮除します。ドッキングデバイスの手順につい口よ、忖■属のマニュアルを参照してください。 

3. 取り付けられているバッテリーを取りかし、 コン ピュータから AC アダプタケーブルおよび巧巧けデバイスを取り外します。5柳まど待ってから巧の巧業に進みます。 

4. コンピュータ背面にある金属製のコネクタに触れて身体の許電気を除去します。この手順を実行してし巧間は、を期的に身巧の詩電気を除去してください。 

A ま意： 内部のコンポーネントを巧損する可能性があるので、作窠中はを巧脚コンピュータの塗ちされていないを厲面に曲れてみ体のな電おをお去してくださし、。 

5. コンピュータをま返し、メモリモジュールカバーからネジを外し、カバーを持ち上げます。 




Q を意： メモリモジュールコネクタの插傷を巧ぐため、メモリモジュールを巧證しているインナーメタルタブを化げるときには工具を巧用しないでください。 

己.メモリモジュールを巧換する場合は、聞巧のモジュールを取り巧します。 

Q を意： イモリモジュールの端を持ち、モジュールのコンポーネントに# I れないようにしてください。 

a . メモリモジュールコネクタの両端にある固定クリッブを、モジュールが持ち上がるまで指先で慎重に広げます。 


b . モジュールをコネクタから取り外します。 










O を意： メモリモジュールを2つのコネクタに巧 y 付ける必要がちる場合は、メモリモジュールを、まずり DIM ( DIMMA ) J のラペルが付いているコネクタに巧り付け、ホに 
rjDIM 2( DIMMB ) J のラベルがかいているコネクタに巧リ付けます。 

7. 身体の詩電気を除ちしてから、巧しいメモリモジュールを取り付けます。 

a. モジュールの切り込みをコネクタの中央にあるスロットに合わせまず。 

b. モジュールの端をスライドさせてコネクタにしっかりとはめて、カチッとしづ感触が得られるまでモジュールを巧し下げます。カチッと L づ感触が得られない場合、モジュールを取りかし、も 
う一度取り付けます。 

^ メモ： メモリモジュールが正しく取りがけられてし、ないと、コンピュータは起動しません。この場合、エラーメッセージは表示されません。 

8. カバーを元の位置じ房してネジを細めます。 

の ホ意： メモリモジュールカバーが田めにくい場合は、モジュールを巧 y ホしてもう一巧巧 y 付けます。無理にカバーを田じると、コンピュータを巧損するおれがあ y ます。 

9. バッテリーをバッテリーベイに取り付ける力、、または AC アダプタをコンピュータおよびコンセントに接続します。 

10. コンピュータの電源を入れます。 

コンピュータは起動時に、増設されたメモリを検出してシステム清巧情報を自動的に更新します。 


ミニ PCI 力ードの追加 

ミニ PCI 力ードをコンピュータと一緒に猫入された場合、デルではお客様のために力ードを前もって取り付けてし、ます。 

A 警告： FCC 巧則では、ユーザーが 5- GHz (802.11 a , 802.11 a / b , 802.11 a / b / g ) ワイヤレス LAN ミニ PCI 力ードを巧りがけることが度し < 禁止されています。いかなる 
がなでも、ユーザーはこのようなデバイスを巧り付けないようにしてください。削なをまけたデルサービスを当貝のみが、ワイヤレス LAN ミニ PCI 力ードの巧 y 付けを承認され 
ています。 

2.4- GHz (802.11 b , 802.11 b / g ) ミニ PCI 力ードの巧りかけや巧り外しを巧う場合、下おの手拓にがって<ださい。ノートブックコンピュータでの巧用をネ K された#！!品のみ 
巧り付けることができます。ま B されたミニ PCI 力ードはデルでご蘭入ください。 

b ゾモ： 2.4 -GHz ワイヤレス LAN PC 力ードは、ユーザーによって取り外し、取り付けが巧能です。 

^ メモ： コンポーネントおよび力ードは端を持ち、ピンまたはち点には触れないでください。 

么 警告： コンピュータ巧巧の巧業をする前に、『システム情话ガイド J のま全にお巧いいただ<ためのを意事項をお読みください。 

1. コンピュータカバーを協つけなしけうに、平らな作業台を巧用し、台の上を片付けます。 

2. 開いてし、るファイルをすべて保をしてから閉じ、実行中のプログラムをすべて校了してから、コンピュータをシャットダウンします。 

3. コンピュータがドッキングデバイスに巧結(ドッキング)されている場合は、ドッキングを解除します。ドッキングデバイスの手順については、付属のマニュアルを参照してください。 

4. 取り付けられているバッテリーを取り外し、コンピュータから AC アダプタケーブルおよび外付けデバイスを取りかします。日砂ほど巧ってから次の作業に進みます。 

日.コンピュータ背面にある金属製のコネクタに帥れて身体の詩電気を除ちします。この手順を実行してしぶ間は、を期的に身体の詩電気を除ちしてください。 

6. コンピュータを裏返し、ミニ PCI 力ードカバーからネジをかします。 





8. ミニ PCI 力ードが取り付けられていない場合は、 丰 I 帽9 じ巧みます。 ミニ PCI 力ードを交換する場合、巧巧の力ードを取りかします。 

a . ミニ PCI 力ードに取りかけられているすべてのケーブルをがします。 

b . ミニ PCI 力ードを取りかす口ま、力ードがわずかに淨き上がるまで金属敦の固をタブをにげます。 

C . ミニ PCI 力ードをコネクタから持ち上げます。 

9. ミニ PCI 力ードを4日度の角度でコネクタに合わせ、ミニ PCI 力ードをコネクタに押し込みます。 

10. ミニ PCI 力ードからのアンテナケーブルをコンピュータのアンテナコネクタじ巧結します。 

Q ホ意： コネクタは、正し <® y 付けられるようちし込む向きが巧まっています。#ちにち巧しないでくださし、。 



1 

力ード上のアンテナコネクタ （2) 

2 

アンテナケーブル （2) 


11. ミニ PCI 力ードをインナータブの方へお20度の角度にして押し下げます。 

12. ミニ PCI 力ードがコネクタの内部タブにカチッとはまるまで、力ードをさらに巧し下げます。 


13. カバーを取り付けまず。 








ハードドライブの交換 


〇 を意： データの a 失を化ぐため-ハードドライブを巧りかす前に化ずコンビユータをシャットダウンしてください。コンビユータの置ちが入つているとも スタンバイモー ド のともま 
ちは 化止か巧モー ド のときにハードドライブホ巧りかさないでください。 

Q を*: —ドドライブはとてもなれやす<、わずかな衝»でも巧損することがわ y ます。 

^ 替告： ドライブがまだ巧いうちに"ードドライブをコンビュータから巧 y 外す場合は、/ドドライプのを厲»の/けジングに手を触れないでください。 

A 警告： コンビュ-夕内却の作業をする前に、『システム if 毎ガイド J のまをにお巧いいもだ<ためのを意事項をお R みください。 

^ メモ： デルではデル製品なかのハードドライブにがする互換性のお証およびサポートの提供は斤っておりません。 

1. コンピュータカバーを協つけなしけうに、平らな作業台を巧用し、台の上を片付けます。 

2. 開いてし、るファイルをすべて保をしてから閉じ、実行中のプログラムをすべてお了してから、コンピュータをシャットダウンします。 

3. コンピュータがドッキングデバイスに巧結(ドッキング)されている場合は、ドッキングを解除します。ドッキングデバイスの手順については、付属のマニュアルを参照してください。 

4. 取り付けられているバッテリーを取り外し、 コン ピュータから AC アダプタケーブルおよび外付けデバイスを取りかします。日測まど待ってから次の作業に進みます。 

日.コンピュータ背面にある金属藝のコネクタに帥れて身体の詩電気を除ちします。この手順を実行してしぶ間は、を期的に身体の詩電気を除ちしてください。 

6. コンピュータを裏返します。かさなドライバを使って、ハードドライブの巧まネジを緩めます。 



1 r 朽]まネ、ジ I 

7. コンピュータの表が上を向くように裏返します。 

Q ホ*: ディスプレイを曲かなければ、"ードドライブを® y かすことはできません。 

8. ディスプレイを約3 cm 開きます。 



〇 を意： ハードドライブをコンピュータに巧りがけていないときは、巧!！用お■巧巧止パッケージに巧管します。『システム情巧ガイド』の「#■ホ陣害への巧化」を参照して<ださ 
W い。 

9. M - ドドライブカバーをコンピュータから引き出します。 

10. ハードドライブからべゼル巧ネジとべゼルを取りかします。 


11. パッケージから新しいドライブを取り出します。パッケージはハードドライブの保管、あるいはを送用に保管しておいてくださし、。 







12. べゼルを巧しいハードドライブじべゼル巧ネジで固定します。 

Q を意： ディスプレイを開かなければ、/、ードドライブを巧 y かすことはできません。 

13. ディスブレイが約3 cm 開いていることを確認します。 

Q 注意： ドライブを挿入する巧は、巧年に力を化えて<ださし、。/、ードドライブに無理に力をかえると、ハードドライブコネクタにホ g をちえる巧れがあ y ます。 

14. M - ドドライブカバーがベイに完全に装着されるまで、押し込みます。 

15. コンピユータをま返します。小型のスクリユードライバをほってネジを締めます。 

16. 『オペレーティングシステム CDJ を巧巧して.コンピユータで巧巧する オペレーティングシステムをインストール します。 

17. 『Drivers and Utilities CDJ を使用して、コンピュータで巧巧する ドライバおよびユーテ < li ティタインストール します。 


ヒンジカバーとキーボードの取り外し、および取り付け 

A 警告： な下の巧ホを実行する前に、巧をに巧する巧示をよく読み、巧ってホ«してください。 

〇 ;ま意： »■気巧■からコンピューターをな度するには、巧巧用リストストラップをち着するか、定期的にコンピューターの塗ちしていないホ属面（背面パネルなど)に柏れて、巧巧 
してください。 

1. コンピューターカバーじ協がつかなし、よう、巧業台が水平で清潔であることを確認してくださし、。 

2. 開いてし、るファイルをすべて保巧してから閉に、実行中のブログラムをすべて格了した後、コンピューターをシャットダウンします。 

3. コンピューターがドッキングデバイス（ドックされてしぶ）に接結されている場合は、ドック解除しまず。手順についロホ、ドッキングデバイスが属のマニュアルを参暖丄てください。 

4. 取 y 付けているバッテリーをすべて巧し、 コン ピューターから AC アダプターケーブルと外讯ナデバイスを取 y がします。次に進む前に日秒間、間隔をあけてください。 

日.コンピューターの背面の金属コネクターに邮れて放電します。作業中は定期的にこの動作を行ってください。 

6. コンピューターのち側を上にして置き、開きます。 

7. センターコントロール（ヒンジ）カバーを取りかして〈ださい： 

a . 作業台の上でディスプレイが水平になるように、完全に （180 度）開きます。 

b . コンピューターのち側から作業を開始し、プラスチックのスクライブでセンターコントロールカバーを取り外します。コンピューターから持ち上げるようにして外し、そばじ置いておきます。 

8. キーボードの取り付け： 

a . キーボードのトップにある M 2. 5 X 5 mm のネジ2本を取り巧します。 

^ ま意： キーボードのキーキャップはなれやす<、ホれやすくなっています。巧 y 付ける場合、時阳がかか y ます。キーポート‘を巧 y ホしたん巧 y ねラ場合は、を意してください。 

b . キーボードを上に持ち上げ、前にスライドさせます。 

C . キーボードコネクターにアクセスできるよラに、キーボードを持ち上げたまま、前に動かします。 
d . キーボードコネクタータブを引き、システム基巧からキーボードコネクターを取りがします。 

9. キーボードとヒンジカバーを取 y 付ける場合、上記の手順を逆に実行して〈ださい。 

^ メモ： キーボードを取リ讯ナる隙、パームレストに協がつかなし、よう、キーボードのタブがきちんと巧をの位置に収まるようま意してください。 

コンピュータのテレビへの接結 


お使いのコンピュータじは、 S ビデオ TV 出カコネクタがありテレビに巧続できます。市販の S ビデオケーブルまたはコンポジットビデオケーブルを使用すると、な下の二通りのうちのいずれかの方ま 
で、コンピュータをテレビに接続することができます。 


I S ビデオ (S ビデオ入力巧きのテレビ用） 






I コンポジットビデオ(コンポジットビデオ入力専門のテレビ。 Dell 製のコンポジット TV 出カアダプタケーブルき用） 

& メモ： をサブセクションのはじめに接結の組み合わせ図があるので、どの方まをお使いになるかを巧める参考にしてください。 

コンピュータの側面にある才ーディホコネクタは、巿販の才ーディオケーブルを使って、コンピュータをテレビまたは才ーディオデバイスに巧続することができます。 

ケーブルの接続が完了したら. 「 テレビの表示設定の有効化 」 を参照して、コンピュータカ、’テレビを認識し、正常に動作してし、ることを確認します。 

S ビデオを続 



イ乍業を始める前に、な下のケーブルがお手元にあることを確認します。 




1. 接続するコンピュータ、 TV 、 およびホーディホデバイスの電源を切ります。 

2. S ビデオケーブルの片方の端をコンピュータの S ビデホコネクタに差し込みます。 



4. コンピュータのヘッドフォンコネクタじ、コネクタカ《1つ付いている方のホーディオケーブルの端を差し込みます。 

















Q 





5. TV または才ーディオデバイスのホーディオ入カコネクタに、才ーディオケーブルのもう一方の端にある2つの RCA コネクタを差し込みます。 

6. テレビ、接続したすべてのオーディオデバイスの電源を入れてから、コンピュータの電源を入れます。 

7. 「 テレビの表示設をのち划 化 」 を参照して、コンピュータがテレビを認識し、正常に動作してし、ることを痛認します。 

コンポジットビデオの接続 



コンピュータをコンポジットビデオ入力専門のテレビに接続するには、デル裝のコンポジット TV 出カアダプタケーブルを使用します。作業を始める前に、 la 下のケーブルがお手元にあることを確認しま 
す。 



1 


一。脚。 



2 



3 


1 

コンポジット TV 出カアダプタ 
ケーブル 

2 

コンポジットビデオケーブル 

3 

ホーディホケーブル 


1. 接続するコンピユータ、 TV 、 およびホーデイオデバイスの電源を切ります。 

2. コンポジット TV 出カアダプタケーブルをコンピュータの S ビデオ TV 出カコネクタに接続します。 



4 



















1 

S ビデオ TV 出カコネクタ 

2 

S ビデオコネクタ 

3 

コンポジット TV 出カアダプタ 
ケーブル 

4 

コンポジットビデホコネクタ 


3. コンポジットビデホケーブルの一方の端を TV 出カアダプタケーブルのコンポジットビデホコネクタに差し込みます。 



4. TV のコンポジットビデオコネクタにコンポジットビデホケーブルのもう一方の端を差しをみます。 

5. コネクタカ《1つ巧いている才ーディオケーブルの端をコンピュータのヘッドフォンコネクタに差し込みます。 



6. TV または才ーディオデバイスのホーディホ入カコネクタに、才ーディオケーブルのもう一方の端じある2つの RCA コネクタを差し込みます。 

テレビの表示設定の有効化 
ATI ビデナ コントローラ 

^ メモ： 表示設定を有础こする前に、テレビカ i 適切に接結されてし巧か確認します。 

1. コントロールバネルウィンドウを開きます。 

Microsoft ® Windows ® XP の這を、スタートボタンをクリックして、コントロールバネルアイコンをクリックします。作業する分野を S びますで、デスクトツプのホ示とテーマをクリック 
しまず。 

Windows 2000の場合 .スタートボタンをクリックし、技ををポイントして.コントロールパネルをクリックします。 

2. 画面アイコンをダブルクリックします。投ミタブをクリックして、枯抽お定をクリックします。 

3. 画面タブをクリックします。 

4. テレビをち効にするには、 TV ボタンの左上の角をクリックします。 

日.テレビで DVD を再ちするじは、 TV の給のち下にある小さなロライマリ」ボタン(金的と類お)をクリックしまず。 

^ メモ： さまざまなブログラムがそれぞれ違う方まで/\ードウエアにアクセスします。 DVD を再生するレがりこ操作用のプライマリボタンをクリックする場合があります。 

6. 適巧をクリックしまず。 

7. はいをクリックし、新しい設定を巧巧します。 

8. OK をクリックします。 


DVD ビデオは、画面上でプライマリを設定ずると表示されます。 DVD が再生している間、コンピュータのディスプレイにある DVD プレイヤーウィンドウはを白力、、または （ DVD プレイヤーウィンドウカ{フ 
ルスクリーンモードで設定されている場合）コンピュータ全体の画面が空白になります。 
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Del|TM LatitudeTM D 600 システムューザーズガイド 

♦ を全じを使いいただくためのを意 


ま全にお使いいただくための注意 

ま全に関する情報については『製品情報ガイド』を参照してくださし、。 
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セットアップユーティリティの使いち 

Dell ™ LatitudeTM D 600 システムユーザーズガイド 

♦ 醒 

♦ セットアップユーティリティ画面のを示 

♦ セットアップユーティリティ面面 
♦ よ < 使用されるオプション 


が要 

メモ： セットアップユーティリティで巧巧可能なオプションのほとんどは、オペレーティングシステムによって自動的に設定され、ご自きがセットアップユーティリティで設定したオプションを無効に 
します 。 External Hot Key ホプションは例外で、セットアップユーティリティからのみち効または無巧に設定できます。ホペレーティングシステムの設定機能の詳細は、お使いの 
Microsoft ⑥ Windows ® 『ヘルプ J または Windows ヘルプとサポートセンターを参照してください。 

レ: TF のよラな場合に、セットアップユーティリティを使用します。 

I パスワードなど、ユーザーが選巧可能な谜能の設定およびを要を行う場合 
I システムのメモリを量など現在の設を情報を痛認する場合 

コンピュータをセットアップしたら、セットアップユーティリティを起動して、システム設定情報とオブション設をを確認します。後で参,昭できるように、画面の情報を控えておいてください。 

〇 を 意： 熟* I したコンピュータのユーザーでちるか、またはデルテクニカルサボートから指示された場合を除き、このプログラムの投をを巧ちしないでください。投をを阳違えるとコ 
ンピュ ータが正常に 動作し な < なる巧化性がをり ます。 

セットアップユーティリティ画面の表示 

1. コン ピユータの電源を入れます(または再起動します）。 

2. DELLTM のロゴがき示されたら、すぐにく口>を押します。ここで時間をおきすぎて Windows のロゴが表示されたら、 Windows のデスクトップが表示されるまで待ちます。次に、 コン ピユ 
ータをシャットダウンして、もう一度やり直します。 


セットアップユーティリティ画面 


セットアップユーティリティ画面では、お使いのコンピュータの現在のセットアップ情報と設定がき示されます。を画面で、システムユーティリティは画面のち側に表示されます。をオプションのち側には、 
ホプションの設定またはオプションの数値がき示されてしなす。画面の明るいをで表示されているホプションの設定は、変更することができます。コンピュータで自動設定され、変更できないオプション 
は、明るさを抑えたをで表示されています。 


画面のち上角(こは、現在ハイライト表示されているオプションについての説明が表示されていまず。画面のち下角には、コンピュータのシステム情報が表示されています。画面の下部には、セットアップ 
ユーティリティで巧用できるキーの機能が表示されていまず。 

画面は次のような情報を表示します。 

I システム設を 
I 起動順巧 

I 起動設定およびドッキングデバイス構成の設定 
I 基本デバイス構なの設定 
I バッテリーの巧電巧態 

I システムセキュリティおよびハードドライブのパスワード設定 











よく使用されるオプション 


特定のホブシヨンでは、新しい設定をち細こするためにコンピュータを再起動する必要があります。 

起動順巧の変更 


起動順巧は、オペレーティングシステムを起動するのに必要なソフトウェアがどこにあるかをコンピュータに巧らせます。セットアップユーティリティの Boot Order のぺージを使って、起動順をを管理 
できます。 


Boot Order ぺージでは、お使いのコンピュータに搭載されている起動可能なデバイスの一船的なリストがき示されます。レ: i 下のような項目がありますが、これレ: i 外の巧目がき示されることもありま 
す。 


I Diskette Drive 


I Modular bay HDD 


I Internal HDD 


I CD / DVD / CD-RW drive 


起動ルーチン中に、コンピユータはち効なデバイスをリストの先頭からスキヤンしホペレーティングシステムのスタートアップファイルを検索します。コンピユータがファイルを検出すると、検索を終了して 
ホペレーティングシステムを起動します。 

起動デバイスを制御する口ま、上矢印キーまたは下矢印キーを押してデバイスを選び ( M イライト表示し)、デバイスを有効または無細こしたり、一黃の順序を変更したりできます。 

I デバイスをち効またはお巧にするには、アイテムをハイライト表示して、スペースキーを巧します。ち効なアイテムは白<表示され、小さな=角おがち側に表示されます。無効なアイテムは青、ま 
たは暗く表示され、: E 角おは付いていません。 

I デバイスー篇の順きを変更するには、デバイスをハイライト表示して、 < U > または < D > (大文字と小文字を区別しない）を巧して、ハイライトき示されたデバイスを上または下に動かします。 


新しい起動順前ホ、変更を保存し、セットアッブユーティリティを終了するとすぐにち効になりまず。 

一回のみの起動の実行 

セットアップユーティリティを起動せずに一回だけの起動 II 頃をが設定できます。（ハードドライブ上の診がユーティリティパーティシヨンにある Dell Diagnostics (該断)ブログラムを起動するためにこの 
手順を使うこともできます。） 

1. コンピュータをシャットダウンしまず。 

2. コンピュータをコンセントに接結します。 

3. コンピュータの電源を入れます。 DELL のロゴが表示されたら、すぐに < F 12> を押します。ここで時間をおきすぎて Windows のロゴが表示されたら、 Windows のデスクトッブがき示され 
るまで待ちます。巧に、コンピュータをシャットダウンして、もう一度やり直します。 

4. 起動デバイスの一黄が表示されたら、起動したいデバイスを/\ィライト表示して、 < Enter > を押します。 

コンピュータは選巧されたデバイスを起動します。 

巧回コンピュータを再起動するとき、通常の起動順序が復元されます。 

プリンタモードの変更 


パラいにネクタに接続されているプリンタやデバイスのタイプに応じて Parallel Mode ホブシヨンを設定します。ほ巧する正しいモードを確認するには、デバイスじ付属のマニュアルを参照してくださ 
し、。 


Parallel Mode を Disabled に設定すると、パラレルポートとポートの LPT アドレスが無なじなり、害リリ込みが可能になるので、別のデバイスが使用できるようになります。 


COM ポートの変更 



Serial Port を使って、シリアルポート COM アドレスをマップしたり、シリアルポートとアドレスを無効にできます。害リリ込みが可能じなるので、別のデバイスが使用できるようになります。 


赤外線センサーの有効化 

1. セットアッブユーティリティを起動します。 

a. コンピュータの電源を入れます。 

b. DELL の□ゴが表示されたら、すぐに <F2> を押します。 

2. Basic Device Configuration に Infrared Data Port が表示されるまで、 <Alt><P> を押します。 

3. 下矢印キーを押して Infrared Data Port の横にある Disabled をハイライト表示します。 

4. ち矢印キーを巧して、 COM ポートの設定を変更します。 

選巧した COM ポートが、シリアルコネクタじ割り当てられている COM ポートと別のポートであることを確認しまず。 

日. <Esc> を押して変更を巧巧し、セットアップユーティリティをお了します。 

コンピュータを再起動するように指示されたら、 Yes をクリックします。 

6. ホ外線センサーのドライバをインストールしている間は画面の指示に巧います。 

7. インストールプ□セスの最後に、 Yes をクリックしてコンピュータを再起動します。 

ホ外線センサーをち効にすると、ホ外綠デバイスとの通信を確立することができます。赤外線デバイスを設定および使巧するには、赤外線デバイスのマニュアルおよび Windows ヘルプを参照してく 
ださい。 
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スマートカードの使い方 

Dell ™ LatitudeTM D 600 システムユーザーズガイド 

♦ スマートカードじついて 
♦ スマートカードの 取り付•け 


スマー トカードについて 


スマートカードを巧用するには、スマートカードのソフトウェアの使用、またはサーバー環境では、 Microsoft ® Windows ® PKI サポートを有効にすることが必要になります。スマートカードは集積回 
路が搭載された、小型で持ち運びのできる、クレジットカードと同に开さのデバイスです。スマートカードの表の面には通常、金裝の導がパッドの下に内蔵マイクロプロセッサが搭載されています。スマート 
力ードは小型で集積回路が内蔵されていますので、ま全性、データストレージ、および特殊なプログラム用の便利なツールとして利用できます。スマートカードを使って、ユーザーが持っているもの(スマ 
ートカード)とユーザーが巧っているもの（暗証番号)を組み合わせて、パスワードだけの場合よりも確実なユーザー認証を提供し、システムの安全性を向上することができます。 


スマートカードの取り付け 

A 警吿： コンピュータでこのキ旧を実行する前に、『«品情岳ガイド J のををにお巧いいただ<もめのを意をよくみ、指示に巧ってくださし、。 

コンピュータの実行中にスマートカードをコンピューかこ取り付けることができまず。コンピュータは自動的に力ードを横出します。 

スマートカードを取り付けるには、巧の手順を実行します。 

1. スマートカードスロットからスマートカードのダミーカードを取りがします。 

2. 表面じある金製の導かパッドを上 I こしてスマートカードを持ち、スマートカードスロットに脚ナます。 



1 

を製の導体パッド 

2 

スマートカード(上部） 


3. スマートカードがコネクタに完全に装着されるまで、力ードをスマートカードスロットに差し込みます。スマートカードは、スロットから約1 cm 突き出ます。スマートカードスロットは、 PC 力ードスロ 
ツトの下じあります。 

力ードがきちんと入らないときは、無理に力ードを押し这まないで〈ださい。力ードが巧いていないかを確認して再度試してみてください。 













み 



1 

PC 力ードスロット 

2 

スマートカードスロット 

3 

スマートカード 
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仕様 

Del|TM LatitudeTM D600 システムューザーズガイド 


マイクロプロセッサ 

マイクロブロセッサの種穎 

Intel ® Pentium ⑥ M プロセッサ 

L 1 キャッシュ 

64 KB (32 KB インストラクションキャッシュおよび32 KB ライトバ 
ックデータキャッシュを巧蔵） 

L 2 キャッシュ 


1.3 GHz 〜 1.7 GHz 

1 MB 

1.8 GHz な上 

2 MB 

列■かけバスの周放な 

400 MHz ソース同期プロセッサシステムバス 


システム if 巧 

データバス幅 

64ビット 

DRAM バス幅 

64ビット 

マイクロプロセッサアドレスバス幅 

32ビット 

フラッシュ EPROM 

1 MB 

グラフィックバス 

64ビット 

PCI パス 

32ビット 


PC 力ード 

力ードバスコントローラ 

OZ 711 EC 1 力ードバスコントローラ 

PC カードコネクタ 

タイプ I またはタイプ II の力ードを1枚サポート 

サポートするカード 

3.3 V および5 V 

PC 力ードコネクタサイズ 

68ピン 

データ傾(最大） 

PCMCIA 16ビット 
力ードバス32ビット 


スマートカード 

読み書き機能 

すべての ISO 78161/2/3/4マイクロプロセッサカードに読み書 
き ( T =0、 T =1) 

サポートするカード 

3 V および5 V 

プログラムテクノ □ジサポート 

Java 力ード 

インタ フエー ス 速度 

9600〜15,200 BPS 

EMV レベル 

レベル1認定 

WHQL 認定 

PC/SC 

互換性 

PKI 垣境で互換 

取り付■け/取り出しのサイクル 

100,000サイクルまで認定 


メモリ 

愚小メモリ 

266 MHz 

メモリモジュールコネクタ 

ユーザーがアクセス可能な DDR SDRAM コネクタ x 2 

メモリモジュールの容量 

128 MB ' 256 MB ' 512 MB .1 GB 

メモリのタイプ 

3.3 V DDR SDRAM 

標準メモリ 

128 MB 

愚大搭載メモリ 

2 GB 


ポートおよびコネクタ 

シリアル 

9ピンコネクター1655 0 C 互換、 


16ハ•イト/くツファコネ、クタ 

パラ L / ル 

2己ピンコネクタ（メス）一-方向、巧方向、または ECP コネクタ 

ビデホ 

15ピンコネクタ（メス） 

オーディホ 

マイクミニコネクタ、ステレホヘッドフォン/スピーカーミニコネクタ 





















































通な 


モデム： 




V.92 56 K MDC 



内蔵 AC 97 


システム基板上に10/100/1000 Ethernet LAN 



巧蔵ミニ PCI Wi - 円 (802.11 b 、 802.11 b / g 、802. Ua / b / g ) ヮ 
ィヤレスをサポ ー K BluetoothTM (オプション、，張売の時点でのみ 
を文可） 


ビデ t 

ビデオタイプ 

64ビットハードウエアアクセラレート 

データバス 

4倍速 AGP 

ビデオコントローラ 

ATI Mobility RADEON 9000 

ビデオメモリ 

32 MB 

LCD インタフェース 

LVDS 

テレビサポート 

S ビデオおよびコンポジットモードでの NTSC または PAL 



ディスプレイ 

タイプ(アクティブマトリックス TFT ) 

XGA ： SXGA + 

寸法； 


縦値 

214.3 mm 

横幅 

285.7 mm 

対角線 

357.1 mm 

置大锅橡度/表示を 

1024 X 768 ピクセル16,800,000を （ XGA )、 

1400 X 1050ピクセル16,800,000を ( SXGA +) 

応答時間 

立上がり2日ミリ砂(標準） 

立下がり35ミリ抄(最大） 

リフレッシュレート 

60 Hz 

動巧角度 

0°(閉じたが態）一180° 

作動角度： 


水平ち向 

±40® 

を直ち向 

+10°/-30° 

ピクセルピッチ 

0.28 X 0.28 mm ( XGA ) 

0.20 X 0.20 mm ( SXGA +) 




















































































消費電力： 


バックライトのパネル(標準） 

6.5 W ( XGA ) 

7.0 W ( SXGA +) 

コントロー J レ 

輝度はショートカツトキーによって調節可能 


キーポード 

キー巧 

87(アメリカ、カナダ）、88(ヨーロッパ）、91(日本） 

キーストローク 

2.7 mm ± 0.3 mm 

キースぺース 

19.05 mm ± 0.3 mm 

レイアウト 

QWERTY / AZERTY / 漢字 


タッチパッド 

X / Y 位置解像度(グラフィックステーブルモード） 

240 cpi 

寸法： 


横傾 

64.88 mm (センサー感巧領域） 

縦頓 

48.88 mm の長方お 


トラックスティック 

X / Y 位置解像度(グラフィックステーブルモード） 

100 gf にて250カウント/抄 

サイズ 

キーボードより 0.5 mm 高い 


バッテリー 

タイプ 

スタンダード6セル「スマート」リチウムイオン (48 WHr ) 

4セル「スマート」リチウムイオン （32 WHr ) 

寸法： 


長さ 

77.5 mm 

縦傾 

19.1 mm 

横帽 

123.4 mm 

重量 

0.32 kg (6 セルバッテリー) 

0.231 < g (4 セルバッテリー) 

電圧 

11.1 VDC (6 セルバッテリー) 

14.8 VDC (4 セルバッテリー） 

コンピュータが切れている場合の充電時間(概算） 

1時間で80 %巧電 

動作時間 

動イ乍がミ兄じよってホわります-特をの 雷力ををく化畢^するが 況で 
は、著し<短縮されます。 


バッテリーの寿命の詳細におしては. r バッテ U —の巧いホ1 ホを照 
してください。 

寿命(概算） 

300サイクル(充電/ほ電） 

温度範囲： 


動作時 

〇〜35で 

保管時 

-20 〜65で 


AC アダプタ 

入力電圧 

90〜264 VAC 

入力電流(量大） 

1.7 A 

入力周波数 

47〜63 Hz 

出力電流 

3.34 A (常時65 W ) 

4.62 A (常時90 W ) 

出力電圧 

65 W または 90 W 

定格出力電圧 

19.5 VDC 

寸法： 


縦帽 

28.2 mm (65 W ) 

34.2 mm (90 W ) 

横傾 

57.9 mm (65 W ) 

60.8 mm (90 W ) 

頃斤き 

137.2 mm (65 W ) 

153.4 mm (90 W ) 

重量(ケーブルまむ） 

0.34 kg 

0.50 kg 




















































温度範囲； 


動作時 

〇〇〜35で 

保管時 

-40® 〜65で 


サイズと■量 

織傾 

30.8 mm 

横傾 

315 mm 

長さ 

256.5 mm 

重量； 


トラベルモジユールを取りかけた場合 

2.20 kg 

CD ドライブを取り巧けた場合 

2.34 kg 


巧境 

温度範囲； 


動作時 

〇〜35で 

保管時 

-40 〜65で 

相対湿度(最大）： 


動作時 

10〜90 〇/〇(結露しないこと） 

お管時 

己〜9己〇/〇(結露しないこと） 

最大巧動(ユーザー環境をシミュレートするランダム振動スペクトラ 
ムを使用時）： 


動作時 

0.66 GRMS 

保管時 

1.30 GRMS 

最大衝撃 (HDD のヘッド停止位置で2ミリ抄のハーフサインパル 
スで測定）： 


動作時 

122 G 

保管時 

163 G 

高度(最大）： 


動作時 

-15. 2〜3,048 m 

保管時 

-15. 2~10,668 m 


目次に戻る 
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Del|TM LatitudeTM D 600 システムユーザーズガイド 

ち測のリンクをクリックすると、コンピュータの钱能や操作方まについての説明がご寞じなれます。お使いのコンピュータじ含まれるその他のマニュアルじついては、 r 情報の検索方ま」 を参照してくださ 
し、。 

b メモ： コン ピュータを巧いやすくするための重要な情報を説明してしほす。 

の ホ意： V \- ドウエアの損 g またはデータの«失の巧化せがあることを示します。また、子の巧坦を回进するための方まも記«されています。 

^ 警を： 巧的損害、けが、または巧 t の原因となる可化せがあることを示します。 

略語の一黄表は、 「 用語集 」 を参照してください。 

Deir " n シリーズコンピュータをご購入いただいた場合、このマニュアルの Microsoft ® Windows ® ホペレーティングシステムについての説明は適巧されません。 

この文書の情«は、事前の a 巧な <巧更されることがも y ます。 

©2002~2004すべでの着ホ It は Dell Inc . にわリます， 

Dell Inc. の書面による許可のない複写は、いかなるお廣においても盧重に禁じられています。 

巧書に巧用されている商语； Dell、DELL のロゴ、 Latitude、Dell Precision、OptiPlex、Inspiron、Dimension、Dell TravelLite. PowerApp、PowerVault、PowerEdge、PowerConnect、Axim、 および DellNet は 
Dell Inc. の商傳です。 Inte し Pentium、 および Intel SpeedStep は、 Intel Corporation のき録商傳です。 Microsoft、Windows、Windows NT、 および MS-DOS は. Microsoft Corporation の査録商傳です。 
Bluetooth は、 Bluetooth SIG, Inc. の商標で、 Dell Inc. でのを用力巧午可されています。 ENERGY STAR は、 U.S. Environmental Protection Agency の査择商僖です。 Dell Inc. It Energy Star と提携しており、本 
醒品は Energy Star のエネルギー巧率に関するガイドラインじ適合しています。 

このマニュアルでは、上記記ちなかの商標やを社名が使用されている場合があります。これらの商標やさなるは、一切 Dell Inc. に巧属するものではありません。 

f レ PP 05 し 

2009年9月 P/N 6 TS 24 Rev . A 06 
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ノートブックコンピュータを携帯するときは 


Del|TM LatitudeTM D 600 システムユーザーズガイド 

♦ コンピュータの所有をの証日月 
♦ つンピュ~夕の楠巧 
♦ 横帯中の ヒントとアドバイス 


コンピュータの所有者の証明 

I を札またはを刺をコンピュータにかけるか、または油性マジックやステンシルなどを巧って、巧ち者であることを識別できる固ちの印谓転を許証の番号など)をコンピュータに付けます。 

I サービスタグをメモして、コンピュータやキャリングケースとは別のま全な場祈こ保管します。コンピュータを紛失したり盗難に遭ったりした場合、警察等の公め磯関およびデルに連絡する隐に、 
このサービスタグをおそ日らせ〈ださし、。 

I Microsoft ® Windows ® デスクトップに、 PC の巧有を というファイルを作巧します。を前、住所、および電話番号などの情報をこのファイルに記入しておきます。 

I クレジットカード会なじ問い合わせて、 ID タグコードを発行しているかを確認します。 


コンピュータの相包 

I コンピュータに取り付けられているすべてのか付けデバイスを取り外して、ま全な場祈 こ 保管します。 PC 力一円 こ 接続されているすべてのケーブルを外し、 すべての 祀張を I PC カードを取りがし 
ます 。 

I コンピュータをなるベく哲〈するため、モジュールベイにあるすベてのデバイスを取りかして、 Dell lYavelLiteTM モジュールを取りかけます。 

I バッテリーの熙動時間を是大にする口よ、メインバッテリーおよび携帯するすべての予棉バッテリーをフル充電します。 

I コンピュータをシャットダウンします。 

I AC アダプタを取りかします。 

A を*: ディスプレイを田じる防こ、キーポードまたはパームレスト上に物が巧っているとディスプレイにを与える巧れがあ y ます。 

I ベーパークリップ、ペン、および紙などの物をキーボードまたはパームレスト上から取り除いたを、ディスプレイを閉じます。 

I コンピュータとアクセサリを一箱に入れる場合は、オブシヨンの Dell …キャリングケースをご利用ください。 

I 荷造りの際、コンピュータをシエービングクリームやコロン、香水、食べ物などと一掩じ入れないでください。 

Iコン ピュータ、バッテリー、および M- ドドライカよ、直射日光、巧れ、ほこり、巧がなどから保蛋し、極端に高温や低温になる場所を避けて〈ださし、。 

© を意： 巧温の巧境から巧かいところに、または高温の巧境からあしいところにコンピュータをを勘する場合は、1時町ちま温にならしてから■巧を入れてください。 

I コンピュータは、まのトランクまたは巧巧磯の手荷物入れの中で動かないように個包してください。 

の ま意： コンピュータを巧物として巧けないでくださし、。 

携帯中のヒントとアドバイス 

の を意： オプティカルドライブを巧用しているときは、コンピュータを曲かさないでください。データを損失するあれがを y ます。 

I バッテリーの時間を最大じするために、ワイヤレスアクティビティを無効にしてみます。ワイヤレスアクティビティをお効にするには、 < Fn >< F 2> を押します。 

I バッテリーの時おを虽大じするためじ- 雷源哲理のナブシ ヨン の設ホをををしてみます。 











I あ外にコンピュータを携帯する場合、通関で巧ちや使用権を証明する書類(会な巧有のコンピュータの場合）が必要な場合があります。訪問予定国の通関規則を調べた上で、自国政府から国瞭 
通行許可託( 商用パスポート とも呼ばれます)を取得するようお勤めします。 

I 国によっては電源が頻繁に途絶えることがあります。海外では充電したバッテリーを常に携帯してください。 

I クレジットカード会なのをくは、困ったときに便利なサービスをノートブックコンピュータユーザーに提供してし、ますのでご確認ください。 

航空機の利用 

I 手荷物チェックの際に、 コン ピュータに電源を入れてチェックする場合もあるので、必ずち電されたバッテリーか、 AC アダプタと電源ケーブルを携帯してください。 

〇 を意： コンピュータは、を*巧な檐には巧巧に通さないでください。 X な巧巧植に巧すか、手を査を巧巧してください。 

I 機巧でコンピュータを使う場合、使巧が許巧されているかどうかを機内雑誌などで確認するか、乗務員にお尋ねください。航空会社じよっては、巧行中の電子機器の使用を票止している場合があ 
ります。すべての肺を会なが離着陸の際の使巧を禁止してし巧す。 

コン ピュータを紛失したり、盗難に遭った場合 

I 警察に、コンピュータの紛失またはな難を届け出ます。コンピュータの説明をする隙に、サービスタグをお知らせ〈ださい。届け出番号などをもらったら控えておきます。できれば、応対した担当を 
の名前も尋ねておきます。 

^ メモ： コン ピュータを紛失した場巧または盜難された場巧を實えてし巧場合、その地域の警察に届け出まず。寛えていない場合、現在住んでしぶ地域の警察に届け出てください。 

I コン ピュータが会な巧有の場合は、会社の担当卽署へ連紹します。 

I デルカスタマーサービスに、コンピュータの紛失を届け出ます。コンピュータのサービスタグ、薑察への届け出番号、コンピュータの紛失を届け出た警察のち巧、住所、電話番号をお知らせ〈ださ 
し、。できれば、担当者をもおそ口らせください。 

デルのカスタマーサービス担当者■は、コンピュータのサービスタグをもとに、コンピュータを紛失またはを難に這ったコンピュータとしてを録します。連絡されたサービスタグを使ってデルテクニカルサポー 
卜に連絡した人物力いた場合、そのコンピュータは自動めに紛失または盗難に遣ったものと設識されます。担当者は連絡してきた人物の電話番号と住所の照会を巧います。その後.デルは紛失または 
盗難に逵つたコンピュータ I こついて晝察に連絡を取ります。 


且ジに匡る 
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ワイヤレス LAN (口ーカルエリアネットワーク)への接続 

Dell ™ LatitudeTM D 600 システムユーザーズガイド 

♦ ネットワークタイプのミ夫を 

♦ Microsoft 蠻 Windows 巧 ） XP でのワイヤレスネットワークへの接続 


メモ： これらのネットワークについての説明は、 Bluetooth ® ワイヤレステクノ□ジ内蔵力ードまたは携帯敦品には適応しません。 

^ メモ： Windows 2000オペレーティングシステムを実行するワイヤレスコンピュータを設をする場合は、ワイヤレスネットワークアダプタに付属の『ユーザーズガイド J を参暖.してくださし、。 


ネットワークタイプのホ定 

ゾモ： ほとんどのワイヤレスネットワークは、インフラタイプです。 

ワイヤレスネットワークは、インフラネットワークとアドホックネットワークという2つのカテゴリに分類できまず。インフラネットワークは、ルーターまたはアクセスポイントを使用して、複数のコンピュータを 
-つじ接続しまず。アドホックネットワークは、ルーターやアクセスポイントを使巧せず、巧互にブロードキヤストするコンピュータで構巧されています。 




2 


1 

インフラネットワーク 

2 

アドホックネットワーク 


Microsoft ® Windows ® XP でのワイヤレスネットワークへの接続 

ワイヤレスネットワークカードには、ネットワークに接統するために特定のソフトウェアとドライバが必要です。ソフトウェアはすでにインストールされています。ソフトウェアが削除されている力、、巧損してい 
る場合は、ワイヤレスネットワークカードの ユー ザーズガイドじある手順にがつて<ださい。 このユー ザーズガイドは、 『Drivers and Utilities CD 』 （コンピュータに同巧）の 「Usefis Guides-Network 
ユー ザーズガイド」カテゴリじあります。 ユー ザーズガイドは、デルサポートサイト （ support.jp.dell.com) からも入手できます。 

コンピュータの電源を入れると、コンピュータが設定されている地域ながでネットーワークがお出された場合、その都度通そ日領域じあるネットワークアイコンからポップアップがき示されます。 



1. ポッブアツブまたはネットワークアイコンをクリックして、使用可能なワイヤレスネットワークの1つにコンピュータを設定します。 


ワイヤレスネットワーク巧 «ウィンドウじ、そのエリアで使巧可能なワイヤレスネットワークが表示されます。 















2. 設定するネットワークをクリックして選巧してから巧なをクリックするか、またはリスト上のネットワーク名をダブルクリックします。セキュアネットワークアイコンで識別されます)を選巧した 
場合は、プロンプトが表示されたら WEP キーまたは WPA キーを入力する必要があります。 

& メモ： ネットワークセキュリティ設定は、お巧いのネットワークに固有のものです。デルではこの情報をお知らせすることができません。 

お巧いのネットワークは自動的に設定されます。 

^ ゾモ： コンピュータがネットワークに接結するのに1分ほどかかる場合がありまず。 

選巧したワイヤレスネットワークへのコンピュータの構成が終了する t もう一度ポップアップがき示されて、選巧したネットワークにお使いのコンピュータが接続されていることが通知されます。 



これな降は、ワイヤレスネットワークのエリアでコンピュータにログオンすると、その都度同じポッブアッブがき示され、ワイヤレスネットワーク接続であることを通知します。 
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Microsoft ⑥ Windows © XP について 

Dell ™ LatitudeTM D 600 システムユーザーズガイド 

♦ ヘルプとサポートセンター 
♦ クラシック表示への切り替え 
♦ デスクトップク IJ - ンアップウィザード 

♦ ファイルと設定の乾送ウィザ~ド' 

ヘルプとサポートセンター 

ヘルプとサポートセンターは 、 Windows XP ホペレーティングシステムおよびその他のサポートツールや巧育ツールのヘルプを提供しています。ヘルプとサボートセンターにアクセスするには、 スター 
卜 ボタンをクリックして、 ヘルプとサポート をクリックします。 


♦ プログラム互巧性ウィザード 

♦ ユーザーア カウントおよび ユーザーの 簡易切り替え 

♦ を南用およ!;かか業巧ネットワーク 

♦ インターネット培結ファイアウオール 


クラシック表示への切り替え 


コントロールパネル、 スタート メニュー、および Windows デスクトップの表示を、従来の Windows オペレーティングシステムのクラシック表示に変更することもできます。 

コント ロール パネル 

コントロールパネルの情報はタスク指向型カテゴリとして表示されています。今までのアイコンを使ってコントロールパネルで特定のタスクを実行する方が慣れている場合は、アイコンを使ったクラシック 
表示に切り替えることができます。 

1. スタート ボタンをクリックして コントロールパネル をクリックしまず。 

2. コントロールバネル ウィンドウの左上にある クラシック表示に切 y 替える、 または カテゴリ表示に切 y 替える をクリックしまず。 

スタートメニュー 

1. タスクバーの何もない部分をちクリックします。 

2. プロパティをクリックします。 

3. [スタート]メニュー タブをクリックします。 

4. クラシック[スタート]メニューを 選んで、 OK を クリックします。 

ウィンドウとボタンのデザイン 

1. メインデスクトッブ国面上で右クリックして、プロパティをクリックします。 

2. デザイン タブをクリックしまず。 

3. ウィンドウとポタン ドロップダウン メ ニューから、 Windows クラシックスタイル を選びます。 

4. を.フォント、および化のクラッシックデスクトッブオブシヨンをカスタマイズするには、拾抽肢ををクリックします。 

5. デザインの選巧力《終了したら、 OK をクリックします。 


デスクトップクリーンアップウイザード 


デフオルトで、デスクトツブクリーンアップウィザードは、コンピユータを最初に起動してから7日後に(その後は60日おきじ）、あまり使用されないプログラムを指定のフホルダに移動します。プログラム 
が移動すると、 スタート メニューの外観が変わります。 


デスクトップクリーンアップウィザードを終了するロホ、巧の手順を実行します。 

1. デスクトップ上の何もない場所をちクリックして、プロパティをクリックしまず。 

2. デスクトツプ タブをクリックして、 デスクトツプのカスタマイズ をクリックします。 


3. 60日ごとにデスクトップクリーンアップウイザードを実巧する をクリックして、チェックマークを外します。 














4. OK をクリックします。 


デスクトップクリーンアップウィザードを実行するには（いつでも実行できまず）、次の手順を実行しまず。 

1. デスクトップ上の何もない場所をちクリックして、プロパティをクリックします。 

2. デスクトップタブをクリックして、デスクトップのカスタマイズをクリックします。 

3. デスクトップをクリーンアップするをクリックします。 

4. デスクトップクリーンアップウィザードの曲姑が表示されたら、巧へをクリックします。 

日.シヨートカットの一黄で、デスクトップ上に残しておきたいシヨートカットのチェックマークをがして、ホへをクリックします。 
6. ま了をクリックします。チェックマークを残したシヨートカットが移動し、ウィンドウが閉にます。 


ファイルと設定の転送ウイザード 


ファイルと設定のお送ウイザードを使うと、古いコンピュータでレ a 前のオペレーティングシステムを実行している場合でも、コンピュータ間でファイルと設定を転送することができます(たとえば、新ししロンピ 
ュータに買い換えた場合など）。データの収集とお送にかかる時間は、収集するデータ量じよって異なります。これには数分間から数時間かかることがあります。 


新しいコンピュータにネットワークまたは直接シリアル接続を介してデータを移行するか、フロッピーディスク、または書き込み可能 CD などのリムーバブルメディアに保存します。 CD ドライブが串り用で 
きない場合、ウイザードを巧って、古いコンピュータ上で実巧するウイザードディスクを巧成ずることができます。 


詳細に関しては、 ヘルプとサポートセンターを 参照してください。 


プログラム互換性ウイザード 


な前の Windows オペレーティングシステム用に設計されたプログラムを実行していて問題が発生した場合、プログラム互換なウィザードをほって問題解決に役立てること力《できます。プログラム互換 
性ウイザードを使って 、 Windows 95 、 Windows 98 、 Windows Millennium Edition ( Me ), Windows NT ® 4.0 Service Pack 5、または Windows 2000に近し、環境でプログラムを実 
行するよう設定することができます。 


インストール後にオペレ~ティングシステムや他のプログラム I こ問頭が発生した場合、 システムの復元 槐肯目ホ使って U 前のぞをした状態にコンピュータを戻すことができます。 


詳細に関しては、 ヘルプとサポートセンター ホ寒照してください。 


ユーザー アカウントおよび ユーザーの 簡易切り替え 


ユーザーの簡易切り替えを使うと、複数のユーザーがコンピュータにアクセスできます。ユーザーがデスクトップやを種プログラムを含む自分の設定でコンピュータにログオンした後、他のユーザーが口 
グホンする場合も、元のユーザーはログホフする必要はありません。新しいユーザーはログオンしてから元のユーザーのセッションを自分自きのセッションに切り替えます。新しいユーザーは、元のユ 
-ザーのじやまじならないようにしてデスクトップとプログラムを実行できます。元のユーザーはデスクトップとブログラムを元の設定に切り替えることができます。詳細に関しては、 ヘルプとサポートセン 
ターを 急鹿してください。 


ユーザーの簡易切り替えに対する考慮 


I メモリ構成がほいコンピュータでは、問題が発生することがあります。前のユーザーが実行していたプログラムはバックグラウンドで使用され続けるため、コンピュータの応きが遅くなることがあり 
ます。 RAM が128 MB 未满のコンピュータでは、ユーザーの簡易切り替えはデフナルトではオフになっています。 


I Windows XP Professional でコンピュータカ《ドメインのメンバーである場合、ユーザーの簡易切り营えはできません。 


家庭用およびル企業用ネットワーク 


ネットワークセットアップウィザードでは、ま庭用またはル企業用ネットワークのセットアップ I こ巧するオンラインマニュアルとサポートを提供しています。新しし、ウィザード可ま、パーソナルファイアウォー 
ルが自動的じち効になります （「インターネット抵綺ファイアウォール」 を参照）。 











ネットワークセットアップウィザードには、家庭またはル企業のコンピュータ問でファイル、プリンタ、またはインターネット接続などのリソースの共有処理を説明するチェックリストと手 I 頃が含まれていま 
す。詳細に関しては、 ヘルブとサポートセンター をを照してください。 


インターネット接続ファイアウナール 


インターネット接続ファイアウォールでは、インターネット接続惭こ、許巧されていないユーザーのコンピュータへのアクセスに対する基本的な巧譲が提供されます。ファイアウォールはネットワークセット 
アップウイザードを実行するときじ自動伽こち効になります。ネットワーク傍統にファイアウオールが有細こなると、 コントロールパネルのネットワークをな に赤い背景のあるファイアウホールアイコ 
ンが表示されまず。 


インターネット接続ファイアウオールをち効にしても、ウイルス対をソフトウェアは必裏です。 


詳細に関しては、 ヘルプとサポートセンター ホ寒照してください。 


目次に戻る 







